









































それでも異能兵器はラブコメがしたい
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　contents








第一話　インデペンデンス・デイ

第二話　アリス・イン・ワンダーランド

第三話　プラネット・オブ・ジ・エイプス

あとがき










第一話　インデペンデンス・デイ









　──あの日、あのとき。君は何をしていた？




　東京オリンピックを一年後に控えた二〇一九年のバレンタインデー。

　その夜、高校受験を目前に控えた辰たつ巳み千ち樫かしは、自室にこもり勉学に励んでいた。

　カーテンを閉め切り、電気を落として暗くして、灯あかりは机上を照らすライトのみ。

　リスニングテストに向けて、イヤホンから流れる英語に集中していた、そのときだった。

　流りゆう暢ちような英語に重なって、階下から母親の大きな声が届く。

「千樫ー！　ちょっと下りて来なさいっ！　テレビで大変なことになってるよー！」

「……大変なこと？」

　こちとら受験生だ。苦手科目の予習以上に大変なことなど、そうありはしない。しばらく聞こえないふりをしていたが、母親の声はだんだんと大きくなっていく。

「千樫ー！　寝てる場合じゃないよあんたはっ!!」

　いよいよ集中力が途切れてしまって、千樫は耳のイヤホンを乱暴に外した。

「っせえな、今勉強してんだよ、ワッツハプンッ!?」

「何てえ!?　何でもいいから早く下りて来なさいっ!!」

「何なんだよ、いったい……」

　どうも尋常ではない様子だ。千樫はいら立ち混じりに席を立った。

　二階から居間へ下りると、母親は立ったままテレビに釘くぎ付づけになっていた。

「あんた受験なくなるかもしれないよ」

「はあ……？　何でだよ」

　ソファーには中学一年生の妹が座り、膝を抱いてカップアイスを食べている。スプーンを口にくわえたまま、リモコンをテレビに向けていた。

「……どこもおんなじのしかやってないや」

　忙せわしなく切り替わるテレビ画面から、様々な情報が流れてきた。

　官房長官の記者会見。

　どこかの街の空撮。

　ヘルメットをかぶったリポーター。

　スタジオで持論を展開する識者。

『えー……それは目下調査中でございまして、状況がわかり次第すぐにでも──』

『こちら香港上空ではわずか一〇分前、無数の流れ星のようなものが──』

『津波の恐れがあります。沿岸にお住まいのみなさんは一刻も早く──』

『とても楽観視はできませんよ。これは人類誕生以来……いや、地球誕生以来初めての事態と言えるわけですから、あるいは、終末の始まりということも──』

　──終末の始まり……？

　穏やかでない言葉に、千樫はますます怪け訝げんに眉根を寄せた。

　妹が適当なチャンネルを選び、リモコンを置いた。

　慌ただしい報道スタジオを背景に、若いアナウンサーが座っている。

　縮小された画面の枠には交通機関の運行情報や、沿岸の赤く染まった日本地図があった。打たれたテロップは──〝月かじられる〟──？

『繰り返します。今日午後八時二〇分ごろ、月が異能兵器によって、一部損壊しました』

「……ワッツハプン……？」

　二〇一九年二月十四日。その日、人類は月の一部を失った。

　──が。

　それはそれとして置いといて。

　この物語は、ＳＦでも異能アクションでもなく、あくまでもラブコメと注意されたし。




　　　×　　　×　　　×




　それは、エビクリームコロッケから始まった恋だった。

　異能兵器による〝月かじり事変〟から遡ること八年前。

　二〇一一年、初夏。辰巳千樫、小学二年生のころ。




　千樫の通う小学校では、毎月生徒たちに決まりごとを課していて、その月に掲げられたスローガンは〝給食を残さず食べましょう〟だった。

　残飯〇ゼロを目標に、牛乳、惣そう菜ざい、米一粒にいたるまで、そのすべてを食べきらなくてはごちそうさまを言わせないという、まるで拷問のような決まりごとである。

　好き嫌いはそれぞれだ。ピーマンがかじれない子もいれば、牛乳を飲めない子もいる。

　千樫は先生の目を盗み、それらを食べてやっていた。

　礼を言われ、ぶっきらぼうに答える。

「……ああ、じゃあ代わりに。エビが出たら食べてよ」

　好き嫌いがそれぞれならば、それを補い合えばいい。各々苦手な食材は、机の下で秘密裏に取り引きされるようになり、ここに〝嫌いなもの同盟〟が発足した。

　千樫は誰かの嫌いなものを食べてやる代わりに、自分の苦手なエビを渡した。同盟はうまく機能していた。エビのマヨ和あえ、小松菜のエビ添え、エビフライ。献立にエビが登場するたびに、こっそりそれらを密輸出する。

　しかし千樫は、エビを侮っていた。やつは、思わぬところからその姿を現す。

「うそだろ……？　何でこいつがここに……？」

　千樫はかじったコロッケの断面を見下ろし、声を震わせた。

　献立表には〝クリームコロッケ〟とあった。たしかにコロッケの中には、まろやかなホワイトソースが詰まっていた。……しかしソースにまぎれて隠れていたのは、背中を丸めた──小エビッ!!

　ぷりっぷりとした異様な歯ごたえ。なめらかなソースに混じるエビ風味。そう。それはただの〝クリームコロッケ〟ではなかったのだ。つう、と千樫の頰ほおを冷や汗が流れた。

　大人は巧妙にエビを隠す。何と汚いやり方だろうか。

「だったらちゃんと書けよ、〝エビクリームコロッケ〟ってようっ……!!」

　あまりの悔しさにくちびるを嚙かんだ。助けを求め、クラスメイトへ目配せする。

　それぞれが協力し合い、それぞれの苦手食材を食べて補う──それこそが嫌いなもの同盟の根幹をなす約束。千樫のピンチに、仲間は駆けつけてくれるはずだった。

　しかしコロッケを密輸出する直前、誰かの「間接キスじゃん？」というつぶやきが仲間たちの動きを止めた。献立にエビの表記がなかったせいで、千樫は完全に油断して、一口目を大きくかじってしまっていたのだ。

「……？　……？」

　机の下でコロッケを泳がせる千樫は一人戸惑った。誰も手を伸ばそうとしない。

　かつて苦手なメニューを食べてやったものたちだ。恩があるはず。義理があるはず。

　なのに友はここにきて、千樫を避けるように目を伏せた。

　ジュースを回し飲みするだけで「間接キッスぅ！」だの「ホーモー」だのと騒ぎ立てるような連中が、かじりかけのコロッケを食べてくれるはずがなかった。

　仲間たちは千樫を見捨て、保身に走ったのだ。同盟は崩壊。千樫は完全に孤立した。

　教室の中でただ一人だけ、給食時間が終わらない。周りが次々と「ごちそうさま」を言って立ち上がる中、千樫だけはコロッケを前にして座り続けた。

　例えばエビ嫌いがアレルギーによるものであれば、あるいは免除もあり得たのかもしれない。しかし悲しいかな、千樫のそれはただのエビ嫌い。食べるしかなかった。

　少しでも消費しようと口元に近づけ、えずく。

「おぅえっ……」

　エビ好きにはまったく理解できないかもしれないが、千樫にとってそれは自傷に等しい。

　体がエビを食べ物として認識していないのだ。それでも小さく一口。もう一口……。

　やがて千樫の食器をのぞいて片づけが始まり、千樫の席をのぞいた机が、教室の後ろに集められる。給食時間の次は、掃除時間だ。

　クラスメイトたちは、いまだ給食を食べ続ける千樫の周りでホウキを動かす。千樫のいる机を避けて、モップがかけられる。

　──誰からも見えてねえのかな、俺……。

　教室の真ん中辺りにぽつねんと一人残された千樫は、明らかに浮いていた。

　人を信じることなかれ。人に優しくするなかれ。協力、同盟、助け合い？　そんなものは、お互いを利用し合っているだけのお友だちごっこだった。価値があるから生まれる共生。価値のなくなったものは、こうしていとも簡単に捨てられる。

　何ここジャングル？　弱けりゃ死ぬの？　小学二年生にして、無情なる世の理ことわりを知る。

　窓の外から、早くも掃除を切り上げ、ボール遊びを始めた仲間たちの声が聞こえてくる。もう完全に、千樫のことなど忘れてしまったらしい。

　惨めすぎて笑えてくる。誰にも認識されないまま、えっへっへと笑っていると今度は涙がにじんだ。人に心許すことなかれ。信じるべきは己の力のみ。

　ああこの世は、信じる価値がない……!!　──と。

　ぴょこん──と机のフチから、突然顔を出した女の子がいた。

　千樫はぎょっとして体を仰のけ反ぞらせる。

「そんなにまずいのー？　それ」

　少女はつぶらな瞳をしばたたかせ、前髪を揺らして小首をかしげる。

　千樫は慌てて目元を拭う。

「……うるさい。ほっとけ」

　何だこいつは。同じクラスだが、今まで一度もしゃべったことはないはずだ。モップを抱いているところを見ると掃除当番なのだろう。邪魔だと言われているような気分。

「コロッケ、食べられないの？」

「うるせって。あっち行けよ」

　やけに距離感の近い少女に、いら立ちをぶつける。

　しかしこの子はよほど鈍いのか、拒絶されても怯ひるむことはなかった。

　立ち上がり、「どれどれー？」とフォークを千樫の手ごと摑つかんで、コロッケを自分の口元へと持っていく。そして、「あーん」と大きく開いた口でコロッケをぱくり。

「え……？」

　少女はもぐもぐと頰を膨らませ、味を確かめるように目を細めた。

　ごくりと飲み込んで、眉根を寄せる。

「……うーん。たしかに、まずいぜ」

　そりゃそうだろう。皿の上で持て余されたコロッケは、ベタベタと油ぎっていた。誰がこんな食べかけのコロッケを、うまいというのか。

　なのにその子は残りのコロッケを一瞬のうちに平らげ、ごちそうさまと笑った。

　呆ぼう然ぜんとする千樫に背を向けて、教室のすみに去っていく。

「……何だったんだ、あれ」

　何事もなかったかのように、モップがけを始める少女。もしかしてあの子にとっては、エビクリームコロッケを食べてあげるという行為はそう、特別なことではなかったのかもしれない。モップがけのついでにできるような、簡単なこと。

　しかし千樫にとってそれは、奇跡のようなできごとだった。

　少女の名は、市いちヶが谷やすずといった。

　誰からも避けられていたあの教室で、その少女にだけは、千樫の姿が見えていた。

　その日から千樫は、すずから目が離せなくなった。




　　　×　　　×　　　×




　何度も話しかけようとした。

　コロッケを食べてくれてありがとうと、せめてそれだけでも伝えたかった。

　しかし何たるへたれっぷりか。あの子を前にすると口が回らない。目が合うと過剰に緊張してしまうし、その笑顔を見ているだけでなぜか泣きそうになる。

「……何これ病気？」

　その原因が、あの子にあることは明白だった。

　あな恐ろしや市ヶ谷すず。──彼女は触れもせず千樫を壊す。なのに意識せずにはいられない。まるで中毒者。すずジャンキーだ。一度も服用したことはないはずだけど。

　千樫は、ただ遠くから見つめていた。もはやそれだけで満足だった。

　あの子は──市ヶ谷すずはよく笑う。

　友だちが多く、国語が得意。運動は少し苦手なようだ。いきもの係としょくぶつ係を兼任していて、いつも水槽の魚にエサをやったり、観葉植物に水をあげたりしている。

　虫は得意。植物についたアオムシは手の平に乗せて外へ逃がしていた。

　歳の近い姉とよく夜更かししてアニメを鑑賞し、両親に怒られるらしい。

　二年生以降同じクラスになることは適かなわなかったが、すずのクラスの学級文集は、何をしてでも手に入れていた。かわいらしい丸文字で綴つづられたすずの詩や作文からは優しい人柄がにじみ出ていて、どれをとっても名作だった。




　すずはずっと〝さよならムンバニー〟という、月に住むうさぎを主人公にしたアニメが好きで、筆箱や手帳も、そのキャラクターが描かれたものを愛用していた。

　それは小学校高学年になっても変わらなかったから、千樫はクリスマスやすずの誕生日にムンバニーの関連商品を購入し、仲良くなるきっかけとしてプレゼントしようと機会をうかがっていた。

　そしてその目もく論ろ見みは、いつだって直前で躊躇ためらわれ失敗する。

　いきなりプレゼントなど贈って気味悪がられないだろうか？　何と言って渡すべき？　小二んとき、コロッケ食べてくれてありがとう？　──いつの話してんだよ。

　このときはもう高学年。目が合いそうになったことは何度もある。そのたびに視線を逸そらし、誤魔化してきた。さすがに認識はしてくれているだろうが……話せたのはコロッケを食べてくれた、あの一度きり。




　すずにプレゼントを渡す最大のチャンスは、小学六年生のとき。

　卒業式の前日。空がまだぼんやりと白む早朝に訪れた。

　たまたま朝早くに登校した千樫は、窓際の観葉植物に水をあげているすずを見つける。

　──……うーわ。超ラッキー。

　早起きはしてみるものである。加えていつも教室へ向かうとき、一目でもその姿が見られたらとすずの教室の前を通るくせが幸いした。まさかこんなに朝早くに登校しているとは。

　早朝の教室に人はいない。

　そのまま通りすぎようとした千樫だったが、ハッとして廊下で足を止める。

　──今か？　もしかして……声をかけるなら……今っ!?

　赤いリボンと包装紙に包まれたムンバニーストラップは、いつでも渡せるよう常にランドセルに忍ばせてある。

　開きっぱなしのドアからすずの教室に足を踏み入れて、勇気を振り絞った。

「あ……あのっ……」

　しかし声が小さすぎたのか。窓際のすずはじょうろを植木鉢にかたむけたまま。

　もう一度声を上げようとした──が、千樫はその後ろ姿に違和感を覚えた。

　朝の冷たい空気にそよぐ柔らかな髪。肩幅の小さなシルエット。その姿は控えめに咲く花のような──いつもと同じすずのはずなのに。何だか今日は、ひどく悲しい。

　──もしかして、泣いてる……？

　振り返ったすずが千樫に気づき、声を上げる。

「えっ……」

　その顔を見て、千樫は息を吞のんだ。やはり。すずは目を赤く腫らしていた。植物に水をやりながら、肩をふるわせ泣いていたのだ。

　すずが慌てて目元を手の甲で拭い、尋ねる。

「何で……どうして？　辰巳くん」

　心臓が跳ねる。今。俺の名前を呼んだ。──市ヶ谷さんが俺の名前を。

　覚えていてくれたのだ。弾はじけて溢あふれる喜びと同時に、早くここから離れなくてはという、強迫観念にも似た焦りを感じる。

　完全に場違いだ。彼女がなぜ泣いているのかはまったくわからないが、ただ、ムンバニーストラップを渡す空気でないことはわかる。

　人の少ない早朝だからこそ、この人は──この女神は人知れず泣いていたのだ。

　一介の人間がおいそれと声をかけていいような状況ではなかった。神聖な場に足を踏み入れ、ムンバニーストラップを渡そうとした自分を恥じる。っていうか何だムンバニーストラップって!?

　千樫が差し出していた赤いリボンの包装紙に気づき、すずは小首をかしげた。

「……それ、何？」

「な、何でもねえし」

　千樫はポケットにプレゼントを隠し、踵きびすを返して教室を出る。

　廊下を早足で歩きながら、超絶反省していた。

　──あ、ダメだテンパりすぎて印象最悪じゃなかった今？

　ダメだダメだ、やはりダメ。あの人を前にすると、緊張しすぎてしゃべれない。

　──だって卑ひ怯きようだろ、あんなの……！

　女神は泣き顔さえ、かわいすぎたのだった。




　すずはなぜ泣いていたのだろう。

　卒業を前に校舎での思い出を懐かしんで？　友だちとの別れを悲しんで？

　確実な理由はわからないが、胸を痛めていたのは明白だった。

　すずのあんな顔は初めて見る。どうにか元気になってほしくて、しかし自分に何ができるのかわからなくて。結局、今まで貯ためたお年玉をすべてはたいて、背負えるほど巨大なムンバニーのぬいぐるみを買った。

　重いだろうか。いや、小二のころに助けてもらったお礼だ。今まで渡せなかった分の誕生日プレゼントだ。卒業記念だ。泣いているところを邪魔してしまった詫わびでもある。

　──ストラップなんかじゃダメだ。

　何を贈ればよろこんでくれるのか、わからない千樫はサイズに頼った。これだけ大きなムンバニーなら、必ずやあの子を笑顔にしてくれるに違いない──。

　巨大なムンバニーを背負って卒業式に向かう。

　式にぬいぐるみを持参してきた少年にどんな悲壮を感じ取ったのか、周囲の人々は優しかった。大きすぎるムンバニーを置くため、保護者席にイスまで用意してもらった。

　まるで死んだ親の代わりのように鎮座するムンバニー。いや親死んではいないけれど。

　あれはプレゼントなのだ。すずに喜んでもらうための贈り物。千樫は、式の会場である体育館を見渡す。しかしかの可か憐れんな女神の姿は見当たらなかった。

　すずは卒業式を前に、転校してしまっていた。




　　　×　　　×　　　×




　異能兵器による〝月かじり事変〟から遡ること三年前。

　二〇一六年、春。辰巳千樫、中学一年生のころ。

　この年、日本で初めて異能力を発現させた子どもが発見された。

　そのニュースは吉報として連日報道され、国中が歓喜に沸いた。これで我が国も異能保有国。名実ともに強国となった日本の未来は安泰だと──。




　ただ中学生に上がった千樫にとって、そんなことはどうでもよかった。

　放課後になれば自転車を繰り、すずの行方を捜し続ける日々だ。

　不思議なことに、すずは忽こつ然ぜんと消えてしまっていた。すずの元担任や友人でさえ、引っ越し先を知るものはいない。転校の予兆さえなかったと声をそろえた。

　自転車を飛ばし、何度もすずの家まで行った。一戸建の市ヶ谷家はがらんどうの空き家となっていて、近所の人に尋ねてみても、突然いなくなったということしかわからない。

「……一家丸ごと消えてしまったのか……？」

　お父さんの勤め先。お母さんのパート先。二歳年上のお姉さんの学友など。考え得る限りの調査を行った。しかし誰一人、市ヶ谷家の行き先を知るものはいない。

　もしかして。

　あることに気づき、千樫は胸を締めつけられた。冷や汗をかき、体の震えが止まらなくなり、膝から崩れ墜ちた。もしかしてもう──あの人に一生会うことはできないのか？

　すずジャンキーは、すずからの離脱症状に苦しめられるようになった。一度も服用したことはないというのに。

　もっと話すべきだった。もっと好意をアピールすべきだった。

　すずとのエピソードなどほとんどない。たった一度、エビクリームコロッケを食べてもらっただけ。だからこそ、あのシーンを鮮烈に覚えている。

　ぴょこんと机のフチから現れたあの少女を──。

　──そんなにまずいのー？　それ。

　──うーん。たしかに、まずいぜ。

　ついでのように自分を救い、無邪気に笑ったあの笑顔を──。

　脳裏に焼きつけたまま──千樫は荒れた。めちゃくちゃ荒れた。

　勉強への意欲を失い、毎日をただ消費すべくゲームセンターに通う日々が続いた。

　行き先は大山商店街。

　大山駅に隣接したアーケード街で、スーパーマーケットや小売商店だけでなく、パチンコ店や銀行、雑貨屋、飲食店など、長く延びた一本道に多くの店が向かい合う賑にぎやかな商店街。その一角に、地下へと続く薄暗い階段があった。

　ちょっと怪しげな、ゲームセンターへの入り口である。一ゲーム50円という格安設定。一昔前の格闘ゲームが並ぶ学生たちのたまり場。そこが、千樫の居場所となった。

　学校をサボって格ゲーばかりしていたので、その腕はメキメキと上達していった。

　すずの見つからない鬱憤を晴らすべく、ハメ技を駆使して対戦相手を痛めつける。

　ある日、54連勝、55連勝、56連勝と勝ち星を重ねていたところ、57戦目の途中で背中にイスが降ってきた。

「ンゴっ……！」

「……っとに汚えよなあ〝ムンバニー〟はよう？　ああ？」

　ちょっと前にハメ殺された隣町の学生が、イスを片手に千樫を見下ろしていた。

　ちなみに〝ムンバニー〟とは、千樫の通り名である。小学校の卒業式に巨大なムンバニーのぬいぐるみを背負って現れたという、強烈な逸話から発生したものだ。

　床に倒れた千樫へ、数名が蹴りを入れる。

　周りのものたちが歓声を上げた。

　どいつもこいつも隣町の学生たち。店内には千樫にゲームでハメ殺され、千樫をよく思わない連中が多くたむろしていた。言わば、アウェイだ。

　千樫は体を丸めて頭を護まもりながら、固く目を閉じ蹴られ続ける。

　──おうおう、お前らみんな俺の敵か。

　──いいねえ、あのときと同じじゃねえか。

　思い返すはコロッケを前に、一人途方に暮れていたあのシーン。裏切られた悲しさ。やるせないむなしさ。いっそ殺してくれというほどの恥ずかしさ。

　あのとき、ぴょこんと顔を出したすずを思い出すだけで、痛みは和らいだ。しかしもうあの子はいない。自分一人だけで何とかするしかないのだ。

　まったく関係のないところでほろりとすずを想おもって涙して、千樫は迫る足のスネに拳をぶつけた。敵の動きが止まる。

　立ち上がった千樫は眉尻の血を拭い、その血で頭を撫なでつけ、毛先を逆立てた。

「上等だよ、コノヤロウ……」

　自分を取り囲む一人一人を睨ねめつけ、ムンバニーは吼ほえる。

「死にたいやつからかかって来いやオラアア!!」




　──で、出禁になった。

　それでも千樫は大山商店街へ通い続けた。

　あそこがダメならば、と踏切を越えた先のゲーセンに通い、そこもケンカして出禁になってしまったあとは、同じ商店街にあるアミューズメント施設で、おじいちゃんおばあちゃんに混じってメダルゲームに興じた。

　ときどき隣町の生徒に見つかっては、「表出ろや」「お前が出ろや」の応酬が始まる。

　一対一でも対多数でも、とりあえず千樫は裏路地へ逃げ込んだ。

　敵が油断したところを催涙スプレーで奇襲し、メリケンサックで沈めるハメ殺しスタイル。卑怯だ、最低だと罵られても構わない。格好つける相手などいないのだ。がむしゃらにやって勝てばいい。

　すずに会えない鬱憤を、今度はリアルファイトで晴らしては、隣町の生徒と商店街を駆け回る日々が続く。ただし卑怯な戦術も、必勝とはいかなかった。

　特に大勢相手では分が悪く、捕まっては何度もボコボコにされ、次見つけたら殺すと脅された。二度とこの商店街に姿を現すなと。それでも千樫は、商店街へ通い続けた。

　他にやることがないからだ。

　──嫌だ。嫌だ。何もかもが嫌だ。

　すずのいないこの世界も。すずに何があったのか知らない自分も。そんな自分を追いかけ回す、このどうでもいい連中も。

　愛のない世界など世紀末に等しい。

　荒廃した世界で千樫は、ただただ暇を持て余していた。




　シャカシャカシャカ、シャカシャカシャカ……──。

　ある日ひざまずかされた千樫は、両腕を押さえつけられていた。

　目の前にはかつてゲーセンでイスを千樫に降らせた〝どうでもいい連中の代表格〟が頭の悪そうな笑みを浮かべて立っていて、スプレー缶をシャカシャカ振っている。

「やっと捕まえたズェ……？　卑怯なムンバニーには、お仕置きが必要だよなあ？」

「どっちが卑怯だよ……。一対十何人だこれ。お前そんな友だち多いの？」

「お前に敵が多いだけだろ。日頃の行いが悪わりぃからだ」

　男は言ってナイフを取りだし、腫れ上がった千樫の頰ほおに切っ先を当てる。

　顔に消えない傷でも刻むつもりか……外道め。千樫は潰れた目で相手を睨にらみつけた。

　直後にプシュウとスプレー缶から吹きつけられたのは──白い泡。

　男は泡を千樫の眉に馴な染じませ、中腰になってナイフを添える。

　ジョリ、ジョリと丁寧に。丁寧に……。

「あ、それシェービングクリームだったの？」

「バカ動くな、ムンバニー。切っちまうぞ？」

　非情なる制裁。かくして千樫は眉を剃そられた。

〝大山の眉なしムンバニー〟誕生の瞬間である──。




　　　×　　　×　　　×




「──いやちょっと待って？　何の話してんの？」

　時は進み二〇一九年、十一月。

〝月かじり事変〟から九ヶ月後。

　無事受験に合格した千樫は、高校一年生となっていた。




　ランチタイムを迎えた教室にて。

　後ろの席に座る氷ひ川かわ夏な都つに話の腰を折られ、千樫は眉根を寄せる。

「何の話って……？　俺と市ヶ谷さんの話だけど……」

「いや途中から眉なしオンリーになっとったやん。すずちゃんどこ行った」

「それは仕方ねえよ。中学生時代には市ヶ谷さん出てこねえし」

「じゃそれ話す必要あるう？」

　千樫はカップ味み噌そ汁しるをすする。

　ずずず──。温かな喉越しに、ほぅと目を細める。

　荒れていたのも昔の話だ。高校生となった今は授業をサボったりなどしないし、ケンカもしない。眉毛を整え、前髪も下ろした。ただ孤立していた中学生時代のせいか、厭えん世せい的てきだった小学生時代のせいか。友人と言えるものはいなかった。

　そんな千樫に飄ひよう々ひようと近づいてきたのが、ランチタイムになるとやってくるこの男、氷川夏都である。ブレザーの下にパーカーを着た夏都はいつもニコニコ笑っており、よく一緒にいる千樫でさえ、何を考えているのかわからない。

　バスケ部に所属しながらバスケ部同士で連つるむようなことをせず、クラス内ヒエラルキーもなんのその、クラスにいるすべての人間に興味を持つような男だった。流行はやりの歌からファッションにゴシップ、受験にスポーツ、アニメにいたるまで、目につくものすべてに関心を示すものだから、友だちも多い。そんな人気者がどうしてランチタイムになるとやってくるのか。千樫自身それは謎に思うところである。

「眉なしの誕生ねえ。あ、君がいつもジャージなのって、もしやそのころの名残なごり……？」

「ああ。動きやすいんだよ、これ。汚れても構わねえしな」

　千樫は制服のシャツの上にブレザーではなく、ジャージを着ている。いまやケンカなどしないものの、ブレザーにネクタイより堅苦しくなく、気に入っていた。

「にしても、よう更生したな。失恋の痛みは癒えたの？」

「いや……ふと気づいたんだよ。今捜しに行けないなら、大人になってから捜しに行けばいいんだって。そのために当時できることは受験勉強だった。学力はどうしたって必要だろ？　ＦＢＩに入るためには」

「え渡米する必要ある？　そこは探偵とかでよくない？」

　言って夏都は教室の向こうがわ──窓際へと視線を移した。

「……ま、結果オーライってことか。受験がんばってよかったやん」

「……まあな。あのままグレてたらたぶん、再会することもできなかった」

　ずずず──。味噌汁をすする。

　廊下がわの壁に背をもたせ、眺める先はやはり窓際。一番後ろに座る女子。

　窓から吹く風にそよぐ柔らかな髪。肩幅の小さなシルエット。その姿は控えめに咲く花のような──。そこには小学生のころよりも、少し大人びた市ヶ谷すずが座っている。

　彼女が転入してきたのは、ほんの一ヶ月前のことだった。

　それはあまりに突然訪れた、奇跡的な再会劇。どれだけ捜しても見つからなかった意中の人が、こんなにもあっさり現れるとは。それも同じ学校のクラスメイトとして。

「しかしあの大人しい子が食べかけコロッケをねえ……。君の話とはえらいイメージちゃうねんけど」

　すずはいつも一人でランチを取る。多くの生徒が出張販売の弁当を広げる中、すずだけはファーストフード店の紙袋を広げる。今日もまた一人。小さな口で黙々とハンバーガーをかじっていた。

「……そこなんだ。俺の知ってる市ヶ谷さんはもっと明るくて元気で、何というか……よく笑う子だったんだよな。優しいから友だちも多くて──」

「それ思い出補正かかってへん？　それか恋の魔法的な」

「それを考慮してもだな。一人ぼっちで飯食うような子じゃなかったんだよ」

　今のすずの印象は〝静かなる不思議ちゃん〟である。

　声が小さく、会話しようにも、しどろもどろで要領を得ない。

　どこから来たのか、どこに住んでいるのか、どうして二学期が少しすぎたこの時期に転入して来たのか──話題は尽きなかったが、何を質問しても困ったようにうつむくばかり。

　その大人しい印象は、小学生のときとあまりにかけ離れていた。

　ただ見た目に関して言えば、少し大人に近づいたすずは、たとえ恋の魔法にかかっていないものから見ても魅力的な少女であると言える。

　一五歳にして生まれたてのような白い肌に、桜色した小さなくちびる。ショートカットのこめかみあたりをヘアピンで留め、耳を出している。

　シャツに重ねたカーディガンは少し大きめで、スカートからは黒のタイツが延びていた。

　転入初日。壇上に足をそろえ、ガチガチに緊張しながらも健けな気げに頭を下げたすずは、たしかにクラスメイトたちの心を打った。

　あれから早一ヶ月。

　休憩時間になると、すずは一人黙々と読書を始める。

　仲良くなろうと近づいたものたちは会話を続けられず撃沈していき、すずが窓際でサボテンを育て始めた辺りで、声をかけるものはほとんどいなくなった。「ああこの子は見て楽しむものなのだ」と理解され、いまや置物的存在と化している。

「俺は三日でこれムズいわって悟ったけどな。ほんで？　小学校おんなじクラスやったっちゅうアドバンテージを以もつてして、君はどれくらいしゃべったん」

「皆無だ」

　すずを前にすると口が回らなくなる症状は、いまだ治っていなかった。

　声を震わせながら「おおおおはよう」と話しかけたこともあったが、すずは深くうつむいて、逃げるように去ってしまった。早歩きで。傷ついた。

「……まあでも別に考えてみれば。同じクラスだったっつっても小二んときだけだし。ほとんどしゃべってねえんだし。忘れられてても不思議じゃねえだろ？　ねえよな？」

「ふむ。なるほどつまり俺に相談ってのは、すずちゃんとの仲を取り持ってほしいってことな？」

「いや。相談ってのは別のことなんだ。ちょっとこれを見てほしい」

　言って千樫はスマートフォンを取り出す。起動させたのはツイッターのアプリ。

　ただ画面に映るアカウントは、千樫のものではなかった。毒々しい色をしたウサギのイラストアイコンに〝ツキヨノウサギ〟と打たれたアカウント名。

「何これ？」

「ツイッターだよ。たぶん、市ヶ谷さんの」

「えっ……？　知ってんの？」

「検索したんだ。あの人がクラスに来たその日に〝転入〟とか〝新しいクラス〟とか〝緊張〟ってワードで検索して、片っ端から見てった。何かしらつぶやいてないかなあと思って。そんで、ムンバニーアイコンのこのアカウント見つけたんだ」

「執念すげえ……!?　すげえ怖こええ……!!　よう思いつくなそんなこと」

「だって俺ほら、ＦＢＩ目指してたから」

「それ関係あるう？」

　ドン引きする夏都を横目に、千樫はツキヨノウサギのタイムラインをスライドしていく。

　そこには、口数少ないすずの独り言が赤裸々に連ねられている。





　──寝すぎた！　あちゃー[image: ]

　──ひゃっほーいい天気[image: ]　お布団ほしてカフェで読書だ[image: ]

　──雨が降っている…だと…？　[image: ]

　──なんでちゃんと天気予報確認しないの、ぼく[image: ]






「……ん？　これ自分のこと〝ぼく〟言うてるやん。男ちゃう？」

「いや、むしろそれで確信したんだ。あの人小学生のころ、一人称〝ぼく〟だったから」

「まじか。よう覚えてんな引くわ……。ツイートのぞき見とか、完全ストーカーやん」

「え……？　でもちゃんとフォローしてるぞ？　六人のフォロワー中、一人が俺だぞ？」

「まあ鍵アカにしてへんなら、見られてもええってことなんやろうけど。気持ち悪ない？　知らんうちにクラスメイト、フォロワーにおったら」

「……それ嫌われる案件？」

「そら嫌われる案件でしょ」

「まっ……まじかっ」

　慌ててスマホを操作し、フォローを外そうとする千樫を夏都が止める。

「まあ待て。卑ひ怯きようっちゃあ卑怯やけどそれを手放すのは惜しい。何せ攻略対象の心がのぞけるチートアイテムやで。バレたら一発終了やけど、バレなきゃええやろ」

　夏都はニヤアっと悪い顔をするが、千樫の心情は複雑である。

「やあ……でも卑怯な手はちょっと……」

「おいおい〝大山の眉なしムンバニー〟が何そんなかわいいこと言ってんの？　当時は卑怯上等だったんやろ？」

「それは別に、どうでもいいやつらが相手だったから……」

　夏都はあきれて笑った。

「ただでさえ、しゃべられへんのやから大いに活用しいや。それさえあれば、すずちゃんが何に興味あるかもわかるやん？　ネタがあれば近づけるやろ」

「ネタがあったって近づけねえんだよ俺は。だからお前に相談してんだ」

「んー？」

「見てくれ、これ」

　夏都にスマホを見せ、千樫はタイムラインをスライドさせる。





　──なんでどもっちゃうんだ　何がしたいんだぼくは[image: ]ああ

　──せっかく話しかけてくれるのに、ホントはちゃんとしゃべりたい…

　──なんとなく避けられてる感じ、実はあんまりだいじょばない[image: ]

　──明日はちゃんとあいさつするぞ[image: ]おやすみー






　そこには、クラスのみなと仲良くなりたいと願うすずの言葉が並んでいる。

　その少女は、何を考えているかわからない不思議ちゃんではなかった。ただ、考えや感情を表現することが苦手なだけの不器用な子だった。





　──普通の子みたいになりたいな[image: ]






「あの人が、好き好んで一人でハンバーガー食べてるんなら、それでいいんだ。けどツイート見る限りじゃあ、友だちがほしいって思ってる。クラスに馴な染じみたがってる。だからお前にお願いしている」

「何で俺？　君が行けばええやないの」

「俺じゃムリなんだって。あの人としゃべった記憶なんて、コロッケ食べてくれたときの『うるさいあっち行け』と、泣き顔見てビビって言った『何でもねえし』だけだぞ」

「うん……脈なしにもほどがあったな」

「俺は今だって、あの人が苦手だ。あの人の前だと緊張しすぎて冷や汗が止まらなくなる。手汗で洗顔できるレベルだぞ。プラスあの人も昔と違ってあがり症になってんなら、緊張するもん同士で会話が成立すると思うか？」

　相あい槌づち同士では意思の疎通などできやしない。

「地獄やねえ……」

　その光景を想像したのか、夏都がうーんと腕を組む。もう一押しだ。

「焼きそばパン一週間分でどうだ」

「……二週間」

「……一週間半」

「ごちそうさん。ついでに君のことも話しといたるわ」

　夏都が頷うなずいてくれて、千樫は安あん堵どする。

「助かる。俺のことは別にいいけど」

「それ以外にしゃべるネタないもん。つうかそのツイッターにさ、他にネタ書かれてへんの？　中学校時代の思い出とか、どこどこに住んどったとか。ネタちょーだい？」

「いや……それが、ここ数年に関する情報はまったく。ツイッター始めたのも九ヶ月くらい前からっぽいし」

　言いながらタイムラインをスライドさせる千樫。一番最初の投稿は、こんなつぶやき。





　──滅べばいい　こんな世界






「……おっも。初しよっ端ぱなから黒歴史確定の鬱イートやん。何この子？　魔王？」

「投稿日は二月十八日。世界中が鬱々としてた時期だよ」

「……ああ、九ヶ月前ってなるほど。月かじり事変か」

　すずのアカウントは、月が壊されてからそのわずか四日後に作られていた。




　　　×　　　×　　　×




「先生！　月かじった異能兵器って、まだ捕まってないってホントですかー？」

　手を挙げた生徒の質問に、教卓の教師が答える。

「一時期あったなあ、そんなゴシップが。そんなわけないだろう。政府は完全に否定している。今はきちんと保護下にあって、研究所で管理されてるってな。第一、月かじるくらいの凶暴な異能兵器が逃げ出したままなら、今ごろ日本は沈没しているぞ」

　はっはっは──と生徒の不安を教師は笑い飛ばした。

　ランチタイム明けの五時限目は、公民だった。

　異能兵器……と教師は嚙かみ締しめるようにつぶやく。

「──その多くは謎に包まれているな。わかっているのは、彼らが世界に終末をもたらすほどの異能力を持っているということと、みな発見時は幼い子どもだったということだけだ。その姿も、性別も、国籍さえも公表されてはいない。人間なのかさえ怪しいもんだ。宇宙から来た宇宙人なのか……もしかして触手かなんかが生えていたりしてな。月をかじるくらいだ。とんでもなく大きいのかもしれん」

　冗談を言ったつもりなのか、教師はしんとした教室で一人だけ笑う。

「まあしかし恐れることはないぞー？　どっかのノーベル平和賞受賞者がこんなことを言っていた。『彼らが子どもでよかった。その力を私利私欲にまみれた大人が使えば、またたく間に世界は終末を迎えていただろう』と。つまり能力を持つのが子どもたちだったからこそ、物事の善し悪しをちゃんと教えることができる。コントロールできるということだ。だから我々は彼らを〝怪獣〟や〝災害〟と呼称するのではなく、願いを込めてこう呼ぶんだな。〝異能兵器〟と」

　そう言って教卓に置いた教科書へと視線を落とす。

「えー……現在、公式に認められている異能兵器の数は五人。核兵器にも匹敵するその力を、世界中がほしがっているのです、と。95ページ」

　教師が言うと、生徒たちは一斉に教科書をめくった。

「では彼らが世界で初めて確認されたのはいつ、どこでだ。じゃあ、わかるか──成なり増ます」

　名前を呼ばれた男子生徒が、「はい」と答えて眼鏡を指で押し上げた。

「二〇〇一年、エジプトにて予知能力を発現させた児童を発見。二〇〇三年にはアメリカ合衆国に譲渡され、世界初の異能兵器と認定されています」

「正解だ、成増。よく勉強しているな」

　黒板前をうろうろしていた教師は教卓の前に立ち止まり、開いた教科書を読み上げる。

「えー……『二〇〇一年から二〇一八年までに発見された異能兵器は五人。それぞれを保有している国家は、アメリカ合衆国、フランス共和国、中華人民共和国、ロシア連邦、そして日本国です』えー『異能保有国家は〝ＣＣＯ〟──Children's Country Organization子どもの国機構に加盟することになります』。ここ線引いとけ、穴埋め出すぞー」

　教師が言うと、生徒たちは一斉に教科書へペンを走らせる。

　その力は、核兵器にも匹敵する──と教師は今一度繰り返して強調した。

「だからこそ、異能兵器は各国を牽けん制せいする抑止力にもなるわけだ。世界各国は新たな異能兵器を見つけ出そうと捜索に力を入れているし、保有していない国は保有している国から奪ってやろうと、水面下でじっと狙いすましているわけだな。じゃあ日本で発見されたのはいつだ、月島」

　名指しされた女子生徒は手を挙げて、必要もないのに勢いよく立ち上がった。

「はーいっ！　ぜんっぜん、わかりません！」

「二〇一六年三月一八日だ月島座れー。座って勉強してくれー」

　教師はくるりと踵きびすを返し、〝２０１６日本〟と書き記す。

「──そうつまり、たった三年前のことなんだな。えー……前からにーしーろー、八行目。『ＣＣＯ加盟国との領土問題や貿易制約など、他国間交渉に苦しめられていた当時の日本は、異能兵器の発見によって立場を向上させました。日本は異能保有国となり、ＣＣＯの加盟国となったのです』──異能兵器を保有することで、名実ともに強国の仲間入りを果たしたってわけだ」

　ＣＣＯ加盟による国際社会への影響は凄すさまじい。軍事力上昇にともない国の信用度が上がり、流通の活性化や企業売上げの向上など、多大な経済効果をもたらす。

　ある経済学者は「手っ取り早く国の成長率を上げたいなら、異能兵器をどこかから奪ってきて崇あがめ奉たてまつればいい」と発言し、戦争を誘引しているとして非難を浴びた。

　実際世界のあらゆるランキング上位はＣＣＯ加盟国が席せつ巻けんしており、世界はこの五カ国が回しているとさえ言われている。

　だからこそ異能兵器を持っていない国は、持っている国にこびへつらう。そうでなくては潰されてしまう。他に対抗手段でも──別の異能兵器でも所有していなければ。

「日本は異能兵器の所有を喜び、発見された三月一八日を、世界からの抑圧に屈しないという意味を込めて〝独立記念日〟とした。祝日にまでなってるんだからちゃんと覚えるんだぞー、月島。さて。それじゃあその日にちなんだ我が国の保有する異能兵器の名称は──」

　教師は教室を見渡して、窓際の最後尾に目を留めた。──「わかるな、市ヶ谷」

　ハッとして顔を上げたすずへ、振り返った生徒たちの視線が突き刺さる。

「ィ……ィンデ、ペン、デンス──」

　鈴の転がるような小さな声を遮って、教師が声を張り上げた。

「聞こえないぞ、市ヶ谷ーっ。ちゃんとご飯食べてるのかー？」

「イッ……インデペンデンスッ、デイ……！」

「正解だ」

　周囲の視線が外れてから、すずはほうと息をついてうつむいた。

　ただ一人、廊下がわに座る千樫だけが、その姿を横目に見つめたまま。

　──あの教師め。ちゃんと声聞こえていたぞ耳が悪いんじゃないのか……？　何がご飯食べているのか、だ。ハンバーガー食べてるわ。

　授業はつまらない。

　異能兵器など、そんなよくわからない存在に興味はない。

　国が強くなろうと経済が潤おうと、千樫にはまったく関係のない話である。そんなことよりも、窓際のあの子が傷ついてやしないかが心配だった。

　すずは背を丸め、こそこそと机の下でスマートフォンを操作している。

　千樫もスマホを机の下に隠しながら、ツイッターのアプリを開いた。

　たった今更新された、ツキヨノウサギの最新のツイート。





　──ちゃんと食べてるし　お月見バーガアアアア[image: ]アアア!!






　ふ。と千樫は小さく笑った。

　現実のすずよりも、ツキヨノウサギはよくしゃべる。その言葉を読んでいると、小学生のころのすずを思い出して嬉うれしくなる。

　間を開けず、ツイートは続いた。





　──授業つまんない[image: ]　そんなことより　ラブコメがしたい






　ラブコメ？　それはまた愉快な願望をお持ちで。話しかけることはできないが〝いいね〟くらいなら、と画面をタップしようとした。しかし直前で夏都の言葉を思い出す──「のぞいてることバレたら終わりやぞ？」……。

　──ヘタに気を引くようなことはしないほうがいいのか……？

　いいねと親指さえ立てられないのなら、そもそもフォローを外すべきではないだろうか。

　ただ、気になって気になって仕方がないというのも正直なところ。

　千樫は机に突っ伏し、自己嫌悪たっぷりのため息をついた。

　──ホント卑ひ怯きようだなあ、俺……。




　　　×　　　×　　　×




　一週間後。

　あれから夏都は千樫の依頼通り、休み時間やランチタイムなど、時間さえあればすずの席へ出向き話しかけていた。すずは転入してくる前のことを話したがらなかったから、夏都はその辺りへ話題が転がるのを避けてトークする。

「サボテンってどんな種類あんの？」だとか、「何読んでんの？　ラノベ？　えタイトル長っ！」だとか。すずが自ら話したがるような話題を振って、すずの言葉を引き出していく。

　夏都も多趣味なものだから、すずの話を興味深そうに聞いていた。あれは演技ではないだろう。「話してみると楽しい子やん」と笑っていた。

　千樫は廊下がわの席から二人の様子を眺めつつ、「あいつすげえな」と感心していた。すずが笑うようになったのは嬉しい。

　よかった。これであの人が寂しい思いをしなくてすむ。千樫は安堵していた。

　さらに千樫の過去を面白おかしく伝えた夏都のトークは、千樫に思わぬ僥ぎよう倖こうをもたらした。ランチタイムのことである。





　──ハアやっぱあの人好き　好きすぎてつらい[image: ]






　味み噌そ汁しるをすすりながらスマホをいじっていた千樫は、すずのツイートを見てぎょっとした。──好き？　ラブのこと？　ラブコメしたいとつぶやかれていたのも記憶に新しい。

　意中のあの子が、誰かに恋をしているというのか。心臓がキュウと締めつけられた。スライドせずにはいられない。午前中につぶやかれた、すずのツイートを掘り起こす。





　──別にいいんだ[image: ]　遠くから見てるだけでも幸せなんだ

　──自分から話しかけてみたいけど　だめだ緊張しすぎてムリ…[image: ]

　──あの人の話聞けただけでも　学校通い続けててよかったなあ[image: ]

　──あの人の中学生時代の話　めちゃくちゃ元気になるぜ[image: ]






　時系列を遡っていく。誰だ、誰を好いている？　何かヒントはないものか──と。





　──実はずっと気になってる人がいる…眉なしムンバニー　どうしてそんなあだ名にｗ






　ぶっ、と味噌汁を吹きだす。

　後ろの席で焼きそばパンをかじる夏都が「きたなっ!!」と声を上げたが、それどころではない。落ち着け。時系列は逆だから、逆から読んでみればいい。

　──つまり、ムンバニー（俺）の話題で元気になり、自分から俺に話しかけてみたいけど緊張しすぎてムリ。でも遠くから見るだけでも幸せで……そして〝好きすぎてつらい〟……？

　思わず窓際へ視線を滑らせた。するとすずがこちらを見ていて、千樫の視線に気づき、慌てて目を伏せる。前髪を手ですいているその頰ほおが、赤く上気している──ような気がする。

　ガタッ──!!

　思わず立ち上がった千樫を夏都が見上げる。

「え、何!?　落ち着けや自分」

「……これが落ち着いてられるか。奇跡が……愛の奇跡が起きているのかもしれんのに」

「どうした言動がいつにも増してきしょいぞ」

　すとん、と着席した千樫は、夏都にスマホを見せる。

　すずのツイートを読んだ夏都は上機嫌に言った。

「やぁこれ俺のおかげやんねえ？　俺が一生懸命、君のこと語って聞かせたから、あの子も君を意識し始めたってことでええよねえ？」

「お前バカ。眉なしとか変なこと言うなよバカ。焼きそばパン一ヶ月延長」

「ごちそーさん」

　千樫はツイートを読み直す。自分の存在がすずを元気づけているのなら、これほど嬉うれしいことはない。スクショした。

「めちゃくちゃ脈ありやないの。ちゃちゃっと話してきぃや」

「いやあ……どうしよ……」

「何でえ？　両りよう想おもいやろ？　何を躊躇ためらう必要があんの」

「しゃべれねえんだって。どもっちまうんだよ、あの人の前だと。それで『うわ、やっぱキモ』とかつぶやかれたらもう生きていけねえよ。死んじゃう」

「重症やな……。ほなショック療法といこか」

「え、ショック……？　何怖い」

　夏都の視線を追って、千樫は窓際を見る。

　ハンバーガーの袋を片づけるすずに、近づく女子生徒の姿があった。

「市ヶ谷さーんっ！　今日こそ一緒に帰ろうよ。ね？　ねー？」

　艶つやめく長い黒髪と、〝（　〟のように切りそろえられた前髪。

　不自然なまでに赤いくちびるを持つ彼女は、隣のクラスの転入生だ。

「桜さくら田だアリス──あの子もまた、二学期の始めにやって来た転入生。クラス違うのになぜかわざわざこの教室まで来て、すずちゃんと仲良くなりたがる女……」

「同じ転入生同士だからじゃね？　けど市ヶ谷さんは、いつも困った顔をしている」

　今もすずは距離感の近いアリスに圧倒され、戸惑っている。がんばって笑顔を作ってはいるが、ぴょっ、ぴょっと額から跳ねる汗が見えるようだ。

「友だちはほしいけれど、ギャルは苦手って感じかな」

「そやねえ。この間訊きいてみたら、誘うてくれはるのは嬉しいんやけど、二人きりやと何話してええのかわからんってさ」

「だろうな。俺だって、あんな派手な女と何話していいのかわかんねえよ」

　ゆるふわ護まもりたい系女子のすずに対し、アリスはエロかわフェミニンな雰囲気をまとっているような女子だ。涙袋のあるぱっちりとした目元に、厚いくちびる。

　ウエストは細いのに胸が大きいという恵まれたスタイルを持ち、読者モデル経験があるという噂うわさも聞く。第一ボタンまで胸元を閉めているのに何かエロいとはこれいかに。迂う闊かつに近づくと、お前は花かというくらいに甘い匂いがする。

　ちなみに、インスタのフォロワー数は１０００を超えているらしい。

　すずのツイッターフォロワー数は、宣伝っぽいアカウントも含めて６なのに。

　アリスは言わば人気者だ。転入して来たのはすずよりほんの一ヶ月ほど前だったのに、その存在はすでに学年全体に知れ渡っていた。やれ上級生から告られただとか、サッカー部のエースと付き合い始めただとか、早くもそんな噂が囁ささやかれている。

　遊ぶ人には事欠かないだろうに、なぜすずにあんなにもこだわるのか。

「ちゅうことでほら、助けんで」

「え？」

[image: ]

「ねえ市ヶ谷さん。帰り、池袋にマンボウ見に行かない!?」

「……マンボウ……？」

「そう!!　マンボウ好き？　いいマンボウが見られるところがあるの！　一緒に行こ？」

「いいマンボウ……？」

　よくわからない誘いを断ることもできず、すずは困惑し続けていた。

　そんな二人の間に立つようにして、夏都がひょっこり顔を出す。

「え？　マンボウ好きぃぃいっ！　見たいわあ俺もマンボウ」

　マンボウへの食いつき方が異常。夏都は不自然ながらも二人の会話に混ざる。

　アリスからしてみれば、マンボウで変なのが釣れてしまったという感覚だろう。眉根を寄せて、明らかに不快感を示した。

「え……誰？」

「初めまして氷川です。君は桜田アリスやろ？　知ってんでえ有名人。なあ、俺らも一緒に行ってええ？　マンボウって、ほら。みんなで見たほうが楽しいやんか？」

　こいつやっぱすげえな、と千樫はそっと夏都の背後に立ちつつ感心していた。いくら多趣味とはいえ、絶対マンボウになんて興味ないくせに。

　拒絶たっぷりの「はあ？」にもまったく怯ひるむ様子がない。

「マンボウはあたしと市ヶ谷さんで見るの。邪魔しないでくれる？」

「えー？　何でえ？　二人そんな仲良うないやん？」

「これから仲良くなるの！　そっちはそっちで勝手に行けば？」

「いや男二人で見てもつまらんやろう。マンボウなんて」

「男女混合で見てもつまんないでしょ！　マンボウなんて」

　ひどい言われようのマンボウである。というか桜田はマンボウが見たいのではなかったのか。突如言い合いを始めた二人を交互に見る千樫は、おろおろとするすずに気づいた。

　……まずい。困っているではないか。早くこのマンボウ男を連れて退散しなければ──と夏都の肩に伸ばした手を、ぐっと握った。

　──いやいやいや。ここまでお膳立てしてもらって逃げるのか、俺……？

　夏都は、マンボウ男を演じてまですずと引き合わせようとしてくれているのに。自分が逃げてどうする。千樫は手汗を握りしめ、すずの席へと近づいていく。

　こうなったら意地で話す。話してやる。

「あ、あのうっ！」

「ははいっ……!?」

　突然声をかけられて、すずは驚き席を立った。

　千樫はまるでプロポーズでもするような厳かさで、深々と頭を垂れる。

「よければご一緒に、おマンボウでも……」

　驚きのあまり硬直したすずもまた、千樫に倣ならって頭を垂れた。

「あ……はい、よろしくお願いします」




　　　×　　　×　　　×




「ねえ、おマンボウって何ぃ？　マンボウに丁寧語とかあんのぉ？」

「うるせえ知らん。緊張しすぎて何も覚えてねえよ。俺そんなこと言った？」

「言うたで。たしかに言うた。けどまあ結果オーライやな。ダブルデートや」

「ダ、ダブルデート……!!」

　学校の最寄りである大山駅からわずか三駅。池袋へは約六分で到着する。一行が降り立ったのは東口。大きな映画館や飲食店、家電量販店などが建ち並ぶ繁華街である。

　若者や観光客で溢あふれる池袋のメインストリートは、平日でさえ喧けん噪そうが絶えることはない。

　見上げれば、あちらこちらに巨大な広告。出会い系やお見合い居酒屋なる看板と、化粧品やファッション関係のスタイリッシュな看板とが混在している。

　巨大スクリーンで流れるミュージックビデオの大音量。客引き行為に捕まらないよう注意喚起するアナウンスと、客引き行為真っ最中のお兄さんの大声が重なる。

　相変わらずカオスな空間を、千樫たち四人は突き進んでいく。

　すずとアリスが前を行き、距離を開けて千樫と夏都が続いた。

　向かう先は街のメインストリートを抜けた先にある、ラティメリアタウンだ。背の高い四つのビルが連立して作る、多目的施設である。ビルの中階層にはオフィスやホテル、低階層にはブティックや雑貨屋、飲食店などのアミューズメント施設が並ぶ。

　その第三ビルの屋上に、マンボウの見られるラティメリア水族館はあった。

　地下通路を経由して水族館を目指す。一行は長いエスカレーターを一列になって下った。すずは、天井から垂れるのぼりや地下通路に並ぶ飲食店を、物珍しそうに見回していた。

　後ろから見ている限り、すずとアリスの会話は弾んでいない。

　ときどきアリスが思い出したように話しかけるが、すずは困ったように笑うだけ。会話はすぐに途切れてしまう様子だった。

　すずが周りへ視線を泳がすのは、アリスと歩く気まずさからなのかもしれない。

「……やっぱムリに誘っちまったかな……」

　心配する千樫に、夏都が「何かつぶやいてへんの？」と尋ねる。

　なるほどここがチートアイテムの使いどころか。

　スマホを取りだし確認してみると、ほんのついさっき投稿されたツイートがあった。





　──あの人と遊びに行くことになってしまった!!　やばい緊張する…わひゃあ[image: ]






「……わひゃあ、やて。めっちゃ喜んでるやん。こいつ[image: ]笑わろてんのか微妙やけど」

　千樫のスマホをのぞき込み、夏都がつぶやく。

「ああやばい。いいねしてえ……」

「よし。ほな君ら、二人きりなろ」

「は？　いやムリだよ、そんなの」

「まあたしかに……桜田が邪魔やな……」

　千樫は精神的なムリを主張するが、夏都は物理的なムリを攻略しようとする。

「桜田アリス。……消すか」

　前を歩く艶やかな黒髪を見つめ、夏都は暗殺者のようなことを言う。

「楽しそうだよなお前は……」

「楽しいよう？　人の恋路は極上の暇つぶしや」

「暇つぶしかよ……」

　千樫のため息は聞き流し、夏都は悪い顔をして笑うのだった。




　　　×　　　×　　　×




　夏都が行動を起こしたのは、ラティメリアタウンの第三ビルに入ってすぐのことだった。

　屋上の水族館へ繫つながるエレベーター前にて。突然「胃ぃ痛い、胃ぃ痛い」と腹部を押さえ弱りだしたのだ。

「なあ桜田。あかんわコレ。全然あかん。俺今ちょっとマンボウ見られへんかも」

「はあ？　何よ、ここまで来といて」

「だって胃ぃ痛いんやで？　こんな胃ぃ痛いのにマンボウ見られると思うー？　いや俺はええよ？　俺はええけど、マンボウさんに失礼や」

「意味わかんないから。じゃそこいとけば？」と冷たいアリスに「待って待って？」と夏都は食い下がる。

「ところで桜田、今彼氏おんの？」

「何？　いないけど」

「え？　まじで？　じゃ言うてええ？」

　夏都は無遠慮にアリスの肩へ両腕を添えて、いつも浮かべている薄笑いを消した。

「好きや。二人でカレー食べに行かへん？」

「情緒不安定かっ!?」

　夏都の腕を弾はじくアリス。

「何なのこの寸劇は。行けばいいじゃん、カレーでも何でもあんたらで」

「俺は君と食いたいの。頼む一回だけ。一回だけでええから一緒に食べよ？　な？」

　両手を合わせ懇願する夏都に、「あんた胃はどうした!?」と蹴りを入れるアリス。

　周囲の人たちが、何事かと目を向けた。若いカップルやベビーカーを押す家族、地方から来たらしい観光客などだ。到着したエレベーターにぞろぞろと乗り込んでいく。

　夏都は、千樫とすずをエレベーターに押し込めると、アリスだけを引っ張った。

「んなっ！　ちょっと、放してっ。何こいつ!?」

「わりぃなすずちゃん。こいつ借りてくわ。代わりにそいつ貸したるさかい」

「え……」

　驚いて目を丸くするすず。夏都はニコニコと手を振って見送る。

「ほな、さいなら」

「さいならするなっ!!　ちょっと待って市ヶ谷さんっ！　あたしもっ、一緒に──」

　アリスの叫び声は、無情にも閉じゆく厚い扉に遮られた。

　呆ぼう然ぜんと横に並んだ千樫とすずを乗せて、エレベーターは動き出す。




　エレベーター内には、ゆるやかなＢＧＭが流れていた。

　静かで幻想的で。水面みなもをたゆたう陽ひだまりのような音楽。海中へと沈んでいくような感覚にひたる。……屋上へ向かうエレベーターは上昇しているのだが。

　すずはきゅっとくちびるを固く結び、ドア上部の階数案内を見上げている。

　その横顔は強こわ張ばっていた。緊張のしすぎなのか、今にも泣きそうですらある。

　だが緊張度合いなら千樫も負けてはいない。何か話さなければ、と必死にネタを探した。

「……き、来たこと、ある……？」

　言葉が足りない！　どこに？　水族館に？　来たことあったら何？

　自分で質問しておいて勝手に目を回す千樫へ、すずは視線を移した。

「あ……ある、たぶん。家族と」

「……へえ。たぶん？」

「……ん。たぶん」

　千樫は手汗を強く握りしめ、心の中で夏都に詫わびた。やっぱダメだ続かない！

　やはりまだ早かった。口さえきけないのに、一緒にマンボウを見るなどとてもムリ。マンボウさんに失礼だ。ここは大人しく夏都に合流してもらおう──すずとはもっと親しくなってから、改めて二人きりになればいい。

　次の、機会に。

　だが。一度彼女を見失った千樫は知っているはずだった。すずの消えやすさを。すずと過ごす日常のもろさを。当たり前のような明日は、当たり前のように来ないことを。

　ドン──とどこかで爆発音がして、日常は壊れ始めた。




　　　×　　　×　　　×




　エレベーターが激しく振動し、乗り合わせた人たちから悲鳴が上がる。

「ぬおっ……!?」

　やがて揺れは収まった。しかしいつまで経たっても、エレベーターのドアが開かない。

「……もしかして、止まった？」

　階数案内の電光ボードや、エレベーター内の薄ぼんやりした明かりはついたまま。

　しかし操作パネルが消灯している。屋上を示してボタンが光っていたはずなのに──。

　カップルで乗車した若い男がすずを押おし退のけ、操作パネルの呼び出しボタンを押した。

「もしもーし！　マジかよ、冗談だろ。もしもーし!!」

　スピーカーからは何の返答もなかった。

　遠くに聞こえるけたたましいベルの音と、よく聞き取れないアナウンス。それから、たくさんの人が叫ぶ声。さらに爆発音が続いた。

「……エレベーターの故障じゃないのか……？」

　状況が解わからない。焦燥を募らせた人々がざわつき始める。

「テロ？　地震か？」──。

「開けらんないの？　そのドア」──。

「落ちないでしょうね」──。

「怖いよ」「暑……」「救助はまだ？」「息苦しいわ」──。

　千樫は深呼吸を一つして、気持ちを落ち着ける。

「だっ……あの、大丈っ、夫……？　ケガとか」

「……大丈夫。辰巳くんは……？」

　名字が呼ばれ、千樫の心臓が跳ねる。

　すずが自分の名を呼んでくれたのは、卒業式前日を含めて二度目だ。喜びを嚙かみしめつつ、表情が緩まないよう気を引き締めた。が、あわよくば自分も名前を呼びたい。

「俺は、超大丈夫……。全然平気。全然。だからあのいち……市ヶ谷さん、も。落ち、落ちつい──」

「うん……。桜田さんや氷川くんが心配だね」

「……連絡してみる」

　千樫はラインアプリで夏都との通話を試みたが、繫つながらない。メッセージをしたためた。

　──無事か？　俺たちはエレベーターに閉じ込められてる。

「……ごめんね」

「……？」

　不意にすずは謝ったが、千樫にはその理由がわからない。

「……こんなことになるなんて」

「どういうこと……？」

「……」

　すずは涙目でうつむいたまま。しかしくちびるはわずかに震えていて、何かを言おうとしているのはわかる。

　──もしかして、パニクってんのか……？

「落ち着いて。聞くから。ゆっくりで、いいから」

「ん……」

　すずは胸に手を当てて、ほう、と息をつく。

　それからそっと階数案内ボードを見上げ、とても小さな声でつぶやいた。

「……私、来たことがある。家族で。でもたぶんって、言ったでしょう？」

「おお。ちっちゃいころ……？」

「うん、ちっちゃいころにも来た。でも覚えてない原因は、ちっちゃかったからじゃなくて。私、覚えてないんだ。家族のこと。何もかも。忘れちゃった」

「何も……かも？」

「ん。顔も、声も。何て呼んでいたのかも。私には、二歳上のお姉ちゃんがいたんだって。けど覚えてない。すごく仲がよかったんだって。いつも一緒にいたんだって。けど、ぜんぜん覚えてないの。私へのお手紙とか、一緒に写った写真を見ても、違和感しかなくて」

「記憶喪失……？」

　もしかして深刻な状態なのか、と千樫は不安を覚える。

　すずは千樫の心配を笑い飛ばすようにほほえむ。しかしそれは、自虐的にも見える。

「家族以外のことは覚えてるよ？　家族とは……縁を切られたんだ。ある方法で、強制的にお互いの記憶を消された……。私の存在が、あの人たちを苦しめていたから──」

　一度間を空けたすずは、意を決したように続ける。

「……私が、異能へいっ──」

　──ラ、インッ！　と千樫のスマホが鳴って、すずは言葉を飲み込んだ。

「あ、わりぃ。無視して……」

「……んーん。きっと氷川くんからだよ。心配してる」

　すずの言った通り、間の悪いメッセージの送信者は夏都だった。

　──こっちは無事や。桜田もな。上の階が爆発したらしいわ。

「……爆発……したって」

「……穏やかじゃないね」

　簡単にやり取りをして、情報を交換する。二人はすぐにビルの外へ避難することができたらしい。ケガ一つないそうだ。すずにそう伝えると「よかった……」と胸に手を当て安あん堵どしていた。

　──救助隊の人らめっちゃ来てはるけど、もうパニック状態や。助けなんか待っててもいつ来るかわからんぞ。自分らで出られへんの？

　出られるものならもう出ている。

　返信を打とうとしたそのとき、エレベーター内に舌打ちを聞いた。

「……どうなってんだよ、これ」

　不安げな中年男性の顔を、スマホの灯あかりが照らしている。どうやらニューストピックが更新されたらしい。スマホをいじっていた人たちが一斉にニュースを閲覧し、千樫もそれに倣ならう。

　ラティメリアタウン第三ビルでの爆発事故は、並ぶ見出しの最前列にあった。

　速報と書かれた記事は情報こそ少ないものの、複数の爆発があったことや、現在進行形で救助活動が行われていることを伝えている。

　掲載された写真には、ビルが写っていた。中腹より少し下の辺りから、濛もう々もうと上がる黒い煙。その建物が自分たちの閉じ込められているこのビルだとは信じられないし、信じたくもない。

　エレベーター内の人々は、不安をより一層かき立てられた。

「ここを出よう」と声が上がる。ドアをこじ開けようと提案する人たちと、下手に動くべきじゃないと主張する人たちとの間でいさかいが始まった。

　喧けん々けん囂ごう々ごうと騒ぎ立てる大人たち。千樫は彼らから距離を取り、すずとともに壁際へ寄る。

「大丈夫か？」

　尋ねるとすずは、「うん」とうなずく。

　壁際には、ベビーカーをかたわらに置いた母親が立っていた。

　すず越しに見たその人に違和感を覚える。母親の目が、すずの背中に向いていたのだ。自分の旦那が今まさに、言い合いを始めたところだというのに。

　──何で、旦那よりも市ヶ谷さんを気にしているんだ……？

　怪け訝げんに思っていると、母親の手がすずの首筋へ伸びた。

　とっさに伸ばした千樫の手が、母親の手首を摑つかむ。

「あんた、何して──」

　ハッと驚いた表情を見せる母親。見れば千樫が摑んだその手には、万年筆が握られている。ただしペン先の代わりについていたのは、注射針だった。

「え……？　何これ？」

　いかにもスパイが持っていそうな、いかにも怪しい武器である。

　千樫はベビーカーへ視線を落とした。この騒ぎの中、泣きもしない赤子は布で覆われている。母親を捕らえたのとは反対の手で、布をめくった。

「…………え」

　それはホンモノではなく、クオリティが低すぎて不気味な、赤ちゃんの人形だった。

　何この家族ごっこ。何のために？　何がしたくて？

　頭が混乱する最さ中なか、背後で「きゃ」とすずの悲鳴を聞く。振り返ると、すずを背中から抱きしめるようにして、中年の男がしがみついていた。

　あれはたしか──ニセモノの母子にくっついていた男。

「てめぇ……!!」

　脊髄反射で放たれた千樫のこぶしはすずの頰ほおをかすめ、男の鼻っ面を殴り飛ばした。

　弾はじかれた男は壁に背をぶつけ、ずりずりと床に崩れ落ちる。その手からポロリと転がり落ちたのは万年筆だ。やはりいかにも怪しげな、ペン先が注射針の万年筆……。

「……んだこいつら……？　ただの家族連れじゃない、よなあ……？」

　ケホ、と誰かが咳せき込んだ。

　ベビーカーの赤ちゃんが、その口や耳からシュー……と煙を噴出している。

「こええよ……！　何が起こってんだいったい……!?」

　いつの間にかエレベーター内には、白煙が立ちこめていた。

　人々がパニックに陥る中、そうでないものが二人いた。家族連れを演じていた、父親役と母親役だ。その顔につけているのは、顔全体を覆う厳いかついガスマスク──。

　二人の男女は、様子をうかがうようにこちらを凝視している。千樫と、千樫に護まもられるようにして後ろに立つすずを。

　男と女の間で交わされている言葉は──日本語ではなかった。

「えー……？　理解が追いつかねえんだけど……？」

　ガスマスクをつけていない人たちが、次々と意識を失い倒れていく。

　千樫はハッとしてジャージを脱ぎ、袖口で口元を押さえているすずの頭にかぶせた。

「うぇっ!?　ちょ……待って、辰巳く──」

「しばらく息止めてろ！　煙絶対、吸うなよ！」

　言って千樫は、息を大きく吸い込んで頰を膨らませる。

　濃度が高くなる前に動けるだけの空気を吸い込んで、その短い間に、




　──ガスマスクを奪う。




　決断した千樫の動きは速かった。

　最もたやすそうな相手を狙い、母親役の女へと摑みかかる。

　しかしこの女。やはりただの主婦ではなかった。腕をいなされ、手を弾かれる。今までのケンカ相手とは違う、理に適かなった体の使い方。拳法なのか、空手なのか。何かの武術であることは明白。

　──まじかこの人、ホントにスパイかよ!?

　腹部に肘鉄を食らい、少しだけ息がもれる。

　しかしそれでも、千樫は足を踏み込んだ。

　──けど変わんねえんだよ、誰が相手だろうがやることはっ。

　女のマスクのレンズに、ぷっとツバを吐きつける。

　そして怯んだ女の鎖骨に、思いっきり肘を振り下ろした。

　卑ひ怯きよう上等。女は殴らないだとか騎士道精神だとか、そんな格好つけてやられるくらいならよろこんで悪に墜ちよう。時間がないのだ。

　エレベーター内には、煙を吸って倒れた人の山ができている。

　千樫は倒れた女のガスマスクを外し、父親役を牽けん制せいしながらすずのそばに屈かがんだ。

　ジャージをめくるとすずは、すうすうと寝息を立てていた。小さな胸が上下している。

　──眠っているだけ……だよな？

　千樫は男を睨にらみつけながら一度ガスマスクを自分につけ、深呼吸する。そしてすぐにマスクを外し、すずの顔に装着した──直後。

　千樫のこめかみに、銃口が突きつけられた。

　これまたスパイが使いそうな、オモチャみたいな小さな銃だ。だがここにきてニセモノということはないだろう。男は引き金に人差し指を添えながら、何やら尋ねた。

　中国語だか台湾語だか……どっちにしろ千樫にはわからない。

　だから何を訊きかれていたとしても、頰を引きつらせて笑う千樫の返事は変わらない。

「は？　そんなちっこい銃で、大山の眉なしムンバニー止められると思ってんの？」

　男が引き金を引く──直前に、千樫は男の腕を弾いていた。




　　　×　　　×　　　×




　ラティメリアタウン第三ビル三階。エレベーター前。

　チンッ、と軽快な音と同時に文字盤が点灯し、エレベーターの到着を告げる。

　開いたドアの向こうに立っているのは、ガスマスクをつけた千樫。その腕に、同じくガスマスクをつけたまま眠り続けるすずを抱きかかえている。

「ふぅ……。ふぅ……。ふぅ……！」

　スパイ男との激闘を制した千樫は、ガスマスクの奪取に成功していた。

　脱出を試みてエレベーターの内側からドアを蹴り続けていたところ、突然操作パネルに電源が戻り、エレベーターが勝手に下降し始めたのだった。

　水族館のある屋上へ向かうのではなく、下へ。

　相変わらず何が起きているのか理解できてはいなかったが、とりあえず安あん堵どした。

　まき散らされたガスの正体がわからない。ただの催眠ガスならそれに越したことはないが、いかんせん謎のスパイによる謎の煙だ。一刻も早くすずを医者に診せてやりたい。

　しかしエレベーターが止まったのは、出口のある一階フロアではなく、三階だった。

「ふぅ……。んふぅ……？」

　千樫はすずを腕に抱いたまま、一階のボタンや閉まるボタンを連打した。反応はない。まるでここで降りろと言わんばかりに、エレベーターは動かない。

　仕方なくじりじりと足を進める。少なからず煙を吸っていたからか非常に眠たかったが、足を踏み出すたび、体中に激痛が走って意識が呼び覚まされる。

「ふぅ……！　ふぅ……！」

　かっこよく避けた最初の一発を除いて。千樫は男が放った銃弾をすべてその体に食らっていた。すずの背に回した左腕に二発。太ももを貫通して一発。脇腹に一発。

　血だらけ傷だらけの満まん身しん創そう痍い。だがそんなのも関係ない。

「よいしょ」とすずを抱き直し、エレベーターを出る。自分の体は二の次だ。すずを医者に診せることしか考えていなかった。外へ出れば救助隊がいるはず。

　早く、早くすずを引き渡して──。

　しかしここは──ジャリ……と砂を踏んだような感覚に足元を見下ろす。砕けたガラスの欠片が散乱している。──ここはまるで、戦場のようだ。

　三階フロアは、各所に仕掛けられた爆弾によって無残に破壊されていた。

　顔を上げれば、エレベーター前から真まっ直すぐに伸びる通りがある。両サイドに海外メーカーのブティックが並ぶ、三階フロアのメインストリートだ。

　普段なら多くの来店客が行き交うであろう通りに、ひとけはない。

　砕けたショーウィンドウ。明滅する蛍光灯。爆発から飛び火したのか、マネキンが気取ったポーズのまま燃えている。

「──やるじゃなあい、あなた」

　ガスマスクごしの濁った視界に人影が見える。千樫の真っ正面──通りのど真ん中にイスが置かれていて、そこに女が座っている。

　迷彩柄のズボンに厳ついブーツ。頭に小さなベレー帽。軍人のような格好をしてはいたが、うねった長い髪は不自然に赤く、その年齢も見る限り二〇代後半と若い。軍人とは言い切れない妙な妖しさがあった。

　女は優雅に足を組んで座り、手鏡をのぞき込みながら口紅を塗っている。

「想定外だったわあ。あなたみたいな優秀なボディーガードがついていたなんてねえ」

　鏡から目を離さないまま、口紅を塗るついでのように言う女。

　アジア人ではあるが、イントネーションが微妙に違う。やはり他国の人間らしい。

　鮮やかな赤色を「ん～ぱっ」とくちびるに馴な染じませたあと、女は興味を失ったかのように、ぽいと口紅を投げ捨てた。

　そうしてやっと、こちらへ顔を向ける。

「あたしの名は紅熊猫ホン・シオンマオ。気軽に〝紅ホン〟と呼んでくださって構わないわ。よかったらその無愛想なマスクを外して、顔を見せてはいただけないかしらあ」

　赤く塗られたくちびるの両端には、その口を延長するように刻まれたひどい傷跡があった。明らかにただの傷ではない。まるで拷問のあとのような……。

　傷を見て千樫は確信する。この女……やはりアンダーグラウンドの人間。少なくとも、平和な人生を歩んで来たものではないだろう。

　紅の背後には、自動小銃を構えた男たちが立っていた。

　紅につき従うようにして一〇名ほど。迷彩柄の軍服に防弾チョッキ。ただしこちらはベレー帽ではなく、目の部分だけが開いた布をかぶっている。その銃口は、千樫へと向けられていた。

「ふう……。ふう……」

　最悪かよ……と千樫はガスマスクの下でため息をついた。

　──テロリストか何かか？　何でそんなもんが池袋にいんだよ……。

　ビルを爆破するようなやつらだ。普通に怖い。千樫は大人しくガスマスクを外した。

「あらあ。けっこう若いじゃない？　おいくつ？」

「……ふう……ふう……」

　しかし世間話をしている気力はない。

　応えない千樫に、紅は肩をすくめる。

「学生みたいにも見えるけれど。お名前と所属を教えてくれないかしら？」

「……所属？　一年六組ですけど……？　あのさ、人違いです。スパイならエレベーターん中に転がってっから。俺たちはもう帰るけどいいっすか……」

　階段の方へつま先を向ける千樫。しかしその進路を塞ぐようにして、またも小銃を構えた男たちが現れた。その数四名。千樫は紅へと向き直った。

「……なあ。人違いですってば……」

「いいえ人違いじゃないわ、あなたたちに用があるの。その子を孤立させるためだけにこれだけの仕掛けをしたのよ？　ここでみすみす逃がしちゃったらあたし、怒られちゃう」

「その子？　誰……？」

「あなたの抱いているその子よ。大人しく渡してくれない？」

「何言ってんすか、まじで」

　イライラしてくる。傷口が熱を帯び始めたせいか、謎の煙を吸いすぎたせいか。頭がくらくらして働かない。夢かこれ、とすら思えた。この赤い女は何の話をしている……？

「巻き込んでんじゃねえよ……。この人は普通の女子高生だから」

「普通の女子高生？　〝市ヶ谷すず〟が？　ふふふ。おもしろぉい」

「……おもしろくねえし。腹立つなこの人……」

　しかし女は確かに言った。すずの名前を。

「……もしかしてあなた、本当に彼女のこと、知らないわけ？」

　不機嫌に眉根を寄せる千樫の顔を見て、紅は「あらまあ」と手の平を合わせる。

「異能兵器はご存ぞん知じでしょう？　人類に終末をもたらす五人の子どもたち。日本の保有するその一人が、あなたの抱いている女の子よ」

　紅はにんまりと口の端を吊つり上あげる。頰ほおの傷が、その凶悪な笑みを助長させた。

「その女の子こそ、月をかじった異能兵器──インデペンデンス・デイ」

「へえ……？」

　千樫は曖昧に相あい槌づちを打った。

　──インデペンデンス・デイ？　市ヶ谷さんが？　何それ。

「いや知らねえっつうの。よく見ろこの人は〝市ヶ谷さん〟だ。普通の女子高生だよ。触手が生えてるわけでもなければ、月かじれるほど巨大でもねえ」

「あなた、異能兵器を宇宙人か何かだとでも思っているの？　違うわ。異能兵器とは、ある日突然、世界を滅ぼせるほどの能力に目覚めた子どもたちを差すの。彼女たちはれっきとした人間よ」

「……ふうん？」

　すずはいまだ千樫の腕の中で眠っている。すう、すうと微かすかに聞こえる寝息。この穏やかに眠る少女が月をかじった……？　女の言葉を信じることなどとてもできない。

「わからないかしら。その子はあなたの身に余る。大人しくこちらへ渡しなさい、と言っているの。そうすれば、あなたは無事に階段を降りることができるわ。これは警告なのよ、学生さん」

　ええと、たしか……。千樫は授業の内容を思い返した。

　異能兵器の力は核兵器にも匹敵する。だからこそ、その力は他国から狙われている。各国は異能兵器を巡って、水面下で睨み合っている……──。

　ならばこのテロは、すずを狙って行われたものなのか。エレベーターを孤立させ、スパイたちが誘拐する手はずだった？　だからあの煙で、眠らせた……──？

　千樫は頭を振った。すべては想像でしかない。それもすずが兵器であることが前提の。

「殺されたくなければ、その子を足元に降ろしなさい。三秒だけ猶予をあげるわ」

　ただ一つ。「すずを渡せ」という要求の答えだけはわかり切っている。

「三──」

「お断りだよ、バカヤロウ」

「え早っ……」

「異能兵器が宇宙生物じゃなかろうが、どうしたってこの人がそんな、月をかじる化け物には見えねえだろ。バカじゃん？」

「……そう。残念だけど、舐なめられちゃったみたいね。……警告はしたわ」

　敵の狙いが明確になり、頭が冴さえた。

　ぼうっとしている場合ではない。千樫はすずを抱き直し、赤い女を睨にらみつける。そいつがすずを奪い去ろうというのなら、自分はただ護まもるだけである。

　──けど、どうやって……。

「……走れる？」

　腕の中から微かな声がして、千樫は視線を落とす。

「起きてたのか──」

「合図するから、そのまま走って。真っ直ぐに」

　すずは身動きせず、千樫の腕に抱かれたままそれだけを言った。

「真っ直ぐ走って」とはつまり、紅に向かって突っ込めということか。

　たしかに、ここから離れるには紅の後ろにあるメインストリートを突っ切るのが手っ取り早い。しかし、そうすると銃を構えた男たちの中を進まなければならない。

　いくら速く走っても撃たれそうだけど……と逡しゆん巡じゆんする千樫に、すずが言う。

「私を信じて。走って」

　紅がイスから立ち上がり、中国語で叫ぶ。

「[image: ][image: ]ユイーペエイッ」

　紅の挙げた片腕に従い、男たちが銃を構え直した。

　その銃口は、すずを抱く千樫に向けられている。

「放フアンッ──！」

　紅が片腕を振り下ろす──と同時に、すずが腕を振り上げた。

　瞬間──男たちはすずの命令に従うように、銃口を天井に向けた。

　射出された無数の銃弾が、天井を穿うがつ。ダダダダダダ──！

　瓦が礫れきが弾はじけ、男たちの頭上に降りそそぐ。舞い上がる粉ふん塵じんに視界が遮られ、一同は混乱状態に陥った。千樫には理解できない言語で、怒声と戸惑いの声が飛び交う。

「今、走って……！」

　すずが指差したのは真っ正面。フロアを区切るメインストリート。

「ぬうぅぅぅうっ……！」

　傷を負った体に鞭むちを打ち、千樫は正面切って走り出す。

　すぐ脇を通り抜けた千樫に紅が気づいて、声を上げた。千樫の背を指差し、部下たちへ命令する。中国語で、あいつを撃て……──!!

　腕の中ですずが体を起こし、千樫の首にしがみついた。その肩越しに紅を見る。

　そして一度振り上げた腕を、勢いつけて振り下ろす。

　その動作に応えて、銃弾を受けてボロボロになった天井が、大きく崩れ落ちる。真下にいた男たちがこぞって押し潰され、さらに大量の粉塵が舞い上がった。

　背後から聞こえた悲鳴と絶叫。天井の崩れた破砕音に、驚いた千樫は振り返る。

「え、何……!?　何が起こってんの!?」

「……何でもないよ。走って」

　すずはガスマスクで表情を隠したまま。

　千樫の耳元に聞こえた声は、くぐもっていた。
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「もういいよ。降ろして」

　腕に抱くすずの声は聞こえていたが、理解には及んでいなかった。

　千樫はただ前を見つめたまま、愚直に足を動かし続ける。ただ一点、この場から離れなければならないという恐怖観念が、千樫の思考を占めていた。

　逃げなくては。早く、早く。すずを連れてどこか遠くへ──。

「降ろして、辰巳くんっ」

　名前を呼ばれ、我に返る。途端、機械的に動かし続けていた足に意思が戻り、もつれて前につんのめる。倒れると同時に、うっかりすずを放り出してしまった。

　すずはフロアのタイルをゴロゴロと転がり、うつぶせに倒れる。

「あっ、すまん……！　大丈っ──」

　すぐに体を起こそうとした千樫だったが、全身を走る激痛に顔をしかめる。

「あ……れ……？」

　痛いのは足か、腕か脇腹か。あるいはそのすべて。先ほどまでは根性とハイテンションで耐えられるレベルだったのに、今は動かすことさえ適かなわない。

　膝をついて四よつん這ばいになった状態で、自分の手の平を見た。尋常ではないほど震えている。膝も、あごもガクガクと震え、自分の体ではないような感覚に陥った。

「ひどい顔色……。すぐに手当したほうがいい」

　頭上からくぐもった声が降り、顔を上げる。

　目の前にすずが立ち、ガスマスクをつけたまま千樫を見下ろしている。

「……俺は、全然平気だ。市ヶ谷さんこそ──」

「ケガしてるように見える？　無傷だよ。君のおかげ」

　言ってすずは両腕を広げた。眠気もすでにないようだ。

　けれどすずは、ガスマスクを外そうとはしなかった。

　瓦礫の崩れる音がして、千樫は後ろを振り返った。通りの向こうから、中国語の怒号が聞こえてくる。男たちが早くも復活し、隊列を立て直しているのだろう。

　千樫とすずは、通りから開けた広いスペースまで逃げていた。

　すずを狙うテロリストたちはすぐにでも追いついてくるだろう。千樫は体を起こそうとする。しかし一度緊張から解き放たれた体は、震えてばかりで言うことを聞かない。

「くそっ……！　何で。さっきは動いたのに……」

「あとは私が何とかするから、君はここを離れて」

「……え？　できねえって。市ヶ谷さんを置いて逃げるなんて……」

「……優しいね、やっぱり。辰巳くんは」

　ぽつりとつぶやいたすずは、くるりと千樫に背を向ける。

　そして今一度「辰巳くん」と名を呼んだ。「今年の二月十四日、バレンタインデー」

「──あの日、あのとき。君は何をしていた？」

「え……何、いきなり」

「私は、月を壊していたよ」

「…………」

「小学校卒業式の前。能力を発現させた私は、ある研究所に連れて行かれたの。中学校時代なんて、私にはなかった。ずっと研究所にこもって、実験体になっていたから。それが国のためだから。国のみんなのためだからって言い聞かせられて、ずっと我慢してたの」

　でも──と続けてすずは大きく息を吸う。

「でも、家族との記憶を全部消されたって気づいたとき、もうイヤだって思った。このままじゃ、私が私じゃなくなっちゃうって思った。本当に私、怪物みたいに、化け物みたいに。異能兵器になっちゃうって思ったから。だから──」

　すずはぎゅっとスカートの裾を握った。

「だから、全力で抵抗してみました」

　それが月かじり事変を引き起こした。

　赤い女の言う通り。目の前に立つ小柄な少女こそ、月を一部破壊した張本人だった。

「黙っていて、ごめんね。驚いた……？」

「……まあ。すんなりは受け止めらんないけど……」

「……巻き込むつもりはなかったの。私はただ、みんなと同じように、学校へ通いたかった。当たり前の日常ってものに憧れてたんだ。バカだった。こんなことになるなんて」

　すずはそっと千樫を振り返る。

　学生服にガスマスクをつけたその姿は、たしかに異様だ。濁ったレンズに隠された表情は読めない。

　千樫は困惑して少女を見上げたまま。混乱していた。この少女は本当に、幼いころコロッケを食べてくれたあの子なのか──。

「……怖がらせてごめんね。私は異能兵器だよ。銃や爆弾なんかで、私を殺すことなんてできない。だからもう大丈夫。ここにいたら、君まで粉みじんになっちゃうよ」

「え、粉……？　お、おう」

「離れたとこまで飛ばすね」とすずは千樫へ伸ばした腕を、払うようにして横薙なぎに振った。瞬間千樫の体はふわりと持ち上がり、すずの腕の動きをなぞるようにして宙を滑る。

「おおうっ……!?」

　尻餅をついたのは、パブリックスペースから数十メートル先のブティック前だ。爆発からは免れた領域らしく、ひとけがないだけで破壊された様子はない。

　遠く離れた向こうに、ガスマスクをつけた少女の姿を見る。少女は、じっとメインストリートの先を見据えている。

　相手は自動小銃を装備した男たちだ。天井の崩落程度では全滅とはいかないだろう。本当に勝てるのか？　しかしガスマスクの少女に、怯おびえた様子はない。

　臆する必要がないくらいに、異能兵器は強いものなのか──？

　世界に終末をもたらす五人の子どもたち。その一人一人が、並外れた異能力を持っていると学んだ。ならばインデペンデンス・デイであるすずも──？

「はは……月かじるくらいだもんな……」

　まったく理解が及ばない。

　瞬間、フロアに銃声が響き渡り、千樫はハッとして顔を上げた。




　　　×　　　×　　　×




「住手ヂユウシユ！」

　紅の合図で、銃声が鳴りやむ。

　ガスマスクの少女はその場に立ったまま、一歩も動かない。

　発砲は威嚇射撃にすぎなかった。射出された銃弾は、すべて少女の足元で跳弾している。それを知ってか知らずか、じっと立っているだけの少女の反応は、紅を不機嫌にさせた。

「……怖いわね。あたしとしては、キャアキャア泣き喚わめく姿が見たいのだけれど……この程度の装備じゃあ、あなたを震えさせることはできないってわけね？」

「シュウ……フシュウ……」

　少女は会話に応じようともしない。マスクで表情が見えないというのが不気味だ。

　任務は抹殺ではなく、あくまで奪取。

　あの異能兵器を奪うことができれば、紅の祖国──中国は異能兵器二人を所有することになり、世界に並び立つもののない絶対的な国力を得ることになる。

　国家の悲願は命に替えても叶かなえなくてはならない。

　眠らせることには失敗したが、作戦はまだ終わっていない。次の一手がこのフロアに到着するまであと数分……時間を稼がなくてはならない。

　紅は世間話でもするかのように、朗らかに話しかける。

「手を挙げろ、とは言わないわあ。そのままでいいから聞いてちょうだい？　あなた、あたしと一緒に来る気はないかしら。あたしたちにはどんな要求にも応える準備があるわ」

　その気になれば何もかもを手に入れられる異能兵器が、このような交渉に応じるとは思っていない。ただの時間稼ぎだ。会話に乗ってこい、と紅は念じる。

「日本での暮らしには満足してるのかしら。あたしたちなら、例えば今よりも優雅で贅ぜい沢たくな暮らしを用意することができる。言ってみて？　何かほしいものはない？」

「シュウ……シュウ……」

　少女は答えない。

　それでも紅は、顔に貼りつけた薄ら笑いを消さない。

　答えないならそれでもいい。その危険な能力を発揮しないままじっとしてくれれば、それで。長い髪で隠したイヤホンに報告が入る。

　──小隊長。到着まで、約五分です。

　──……五分。それくらいなら。

　そもそも、異能兵器相手に正面からやり合って勝てるはずがないのだ。

　しかしあと五分足止めさえすれば──あと五分で、中国の保有する異能兵器が到着する。異能兵器には異能兵器を──上層部の立てた作戦を速やかに実行することこそ、紅たち実行部隊の任務だった。

　どうもたせるか──話を続けようとした紅は、少女が両手を返しているのに気づく。上に向けた手の平を、ゆっくりとじわじわ握っていくことに。

「……？」

　ぐ……ぐあっ──と紅の後方ですずに銃を向けていた男が、突然呻うめき声ごえを上げた。それを皮切りに、男たちが次々と悶もだえ始める。

　何だ、どうした？　部下に起きた異変に戸惑う紅。

　次の瞬間──バキッガキッ、ボキッ……！　男たちの腕の関節が一斉にあらぬ方向へ折れ曲がり、パブリックスペースに悲鳴が反響した。

「なっ……!?」

　ガスマスクの少女へと向き直る紅。

　少女は握ったこぶしを、力なく降ろした。ただそれだけの仕草に紅は身構える。間違いなく彼女の能力。今、少女は手を触れずして、一〇名以上の男たちを翻弄したのだ。

　ごくり、と紅はツバを飲み込んだ。間違ったかもしれない。いくら足止めするためとはいえ、異能兵器とは対たい峙じするべきではなかったかも──。

　少女は反撃開始とばかりに腰を落とし、前まえ屈かがみの姿勢を取った。

　床を蹴って跳び上がり、重力を無視して宙を滑空する。

　突っ込む先は腕の折れた痛みに喘あえぎ、統率の乱れた男たちの集団。

「シュウ──フシュウッ……！」

　ガスマスクの接近に気づいたものが、恐怖におののき銃口を向けた。

　関節の外れた腕もそのままに、喚声を上げて引き金を引く。片腕では押さえの効かない小銃は反動で跳ね上がり、放たれた銃弾は天井やショーウィンドウを砕いた。

　少女が手を向けると、その銃口は勝手に仲間たちを狙う。

　──ダダダダダダッ……！

　悲鳴と絶叫。罵声が銃声にかき消される。場は混乱を極めた。

　少女はスカートをひるがえし、黒タイツの足を上げて宙を跳ねる。頭上だと思えば足元に。後ろだと振り返れば、そのまた後ろに。銃口を向ければもういない。
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　男たちは少女を捉えることができない。あるものは床にたたき伏せられ。あるものはエスカレーターから階下へと滑り落ちる。見えない力に引き寄せられ、衝突し合う二人もいた。

　恐怖は伝でん播ぱし、烏う合ごうの衆と化した男たちは身を守るべく引き金を引き続ける。

　──ダダダダダダダダダダダダッ……！

　落ち着けっ……と叫んだ紅の言葉も、銃声にかき消された。

　怒号を上げる紅は肩に流れ弾を受け、弾はじかれるように床に倒れる。

　──めちゃくちゃじゃないのよ……クソがっ……！

　すぐに体を起こした紅は、脇を走り抜けようとした男の首を鷲わし摑づかみにし、彼の装備していた手しゆ榴りゆう弾だんを奪った。ピンを外して、ガスマスク少女の背後に放り投げる。

「もう重傷でも息があればいいわっ!!　がんばって生き残ってちょうだいね……!?」

　振り返った少女は手をかざした。

　何かを握りしめるように五指を曲げる。

　空中で火を噴いた手榴弾はしかし──爆発しなかった。小さな爆炎を生み出したまま、爆発の途中で一時停止したかのように宙で静止している。

「はっ、え……!?」

　──可能なの？　爆発を途中で抑えるなんて……!?

「この……化け物がっ……!!」

　罵る紅の顔がよほどおもしろかったのか、ガスマスクの向こうから、くぐもった笑い声が聞こえた。

　──あはっ。

　少女が腕を横に薙ぐと、手榴弾はフロアの向こうへ飛んでいく。直後に大きな爆発が起きる。

　──見誤った。五分どころか、一分ともたないじゃない。

　少女は片腕を大きく頭上へ振り上げる。すると少女の周りにいた、まだ倒れていない男たちの体が一斉に浮き上がり、その頭を天井へと突っ込ませた。

　それは異様な光景だった。

　炎に包まれたフロアを背景に、まるで首を吊つるかのように天井から体だけを出した男たち。意識をなくした男たちの手から次々と小銃が滑り落ち、タイルに落ちる。

　──せめてこちらの異能兵器の到着を待つべきだった。

　インデペンデンス・デイ。その能力は単純極まりない。触れずにものを動かす。ただそれだけの力──念動力サイコキネシス。しかし単純ゆえに暴力的。少女に敵と認識された瞬間から、自分たちが絶命の危機にあったと知る。

「……ふっ……ふっ……。何なの、この子……」

　──あはっ……!!

　紅の顔を見て少女は笑う。声高らかに。その力を誇るように。

　──あははっ。あははははははっ……!!

　一歩、少女が足を踏み出して、紅は後退あとずさりする。足を踏ん張り、歯を食いしばる。

「こっ、これは警告よ!!　近寄らないことね。これ以上近寄るなら爆破するわっ……!!」

　取り出したのはスマートフォンである。

　いつでも指を触れられる状態で、液晶画面を少女に向ける。

「このビルには……まだ起動させていない爆弾がいくつも残ってるのよ？　あたしはそれをボタン一つで起動させることができるわ。あなたがこれ以上近づけば、あなたやあたしや、階下で救助活動してる人々ごと──て、ぬぅはっ……！　そん……なっ……」

　手榴弾の爆発を抑えたときのように、少女は何かを握りしめるように五指を曲げた。

　それに合わせて紅が、自身の持つスマホを握り潰す。

　ひしゃげたスマホを握ったまま、その右手はさらに強く、強く指をたたみ込む。自分の意思とは関係なく、手はスマホごとゆっくりと潰れていく。

「つっ……！　や、待っ……待って……!!」

　顔を赤くし、青筋を立てる紅。

　その顔をぼうっと見ながら、ガスマスクの少女は初めて口を利いた。

「……望みは？　って訊きいたよね。ぼくのために、何でも用意してくれるって」

「するっ……！　するわ。何がっほしいのかしら……！」

「ぼくがほしいものは、あなたがたった今壊してしまった」

「っ……！」

　少女はもう片方の腕を前に伸ばす。

　すると紅の体が浮き上がり、つま先がタイルから離れる。

「化け物だって、夢を見るんだ。みんなと同じように学校に行って、みんなと勉強して。放課後はだらだらおしゃべりしたり、みんなで遊びに行ったりするの。青春して。それから……あわよくば恋とか、できたらなあって」

　少女は前に伸ばした手を、コップのふちをなぞるようにゆっくり、ゆっくりと動かした。その動きに合わせ、空中に静止した紅の体がゆっくり、ゆっくりとねじれていく。

「なのに……あなたたちが、こんな悲惨な展開にしたんだ。どうして放っといてくれないの？　どうして、どうして？　どうして大人たちは、ぼくの邪魔をする──？」

「ご、ごめんなさいっ！　許してちょうだい……!!」

　ギリギリギリ……。全身をねじられながら、紅は命乞いをする。

「命令だったの！　国に家族を人質に取られてて……！　お願い、国に帰してっ……！」

「……家族？　何それおいしいの？」

　ガスマスクの少女は小首をかしげた。

「知らないよ。たくさんたくさん、後悔して死ね」

　ギリギリギリ……。いよいよ紅の息が詰まる──そのときだった。

　パブリックスペースに、軽快な音楽が流れる。

　跳ねたリズムが楽しいテクノポップ。そして、どこかで打ちつける水の音。

　顔を上げた少女は、腕を降ろした。同時に紅の体がタイルに落ちる。

　何だろう、この音楽。少女は音の出所を探して振り返る。

　銃弾で割れたガラスの欄干。吹き抜け構造となっている三階から、地下一階を見下ろすことができた。

　そこは巨大スクリーンの設置された、大きな広場だった。幾何学模様を映したスクリーンの前には噴水があって、移り変わる映像や音楽とリンクして水が激しく吹き上がる。

　少女は欄干の壊れたへりに立ち、ライトアップされた噴水を見下ろす。ガスマスクのレンズに、躍動する水の輝きがキラキラと映り込んでいた。

　天井の高い吹き抜け構造を利用した、迫力のあるパフォーマンス。

　──ぼくはたぶん。この音楽を、この光景を、覚えている。

　それは一体いつのことだったか。少女はじっと記憶を探る──。




　一方千樫は、血を流しすぎて動けずにいた。

　ここを離れるよう言われはしたが、立ち上がることさえ難しい。撃たれた腕や足の感覚はとうに消えてしまい、かろうじて動かせる部分もガクガクと震えて力が入らない。

　だからフロアのタイルに横たわったまま、少女が敵を蹴散らすのをぼうっと眺めていた。

　なるほどあれが異能兵器。〝ガスマスクすず〟は重力さえ無視して暴れ回り、銃を持つ男たちを翻弄していく。その凄すさまじさは想像以上だった。容赦なく男たちを叩たたき潰つぶしていく姿には、狂気すら感じられた。

　正直に恐怖を覚える。あれが市ヶ谷すず……？　と不安になるほどに。

　自分は彼女の言った通り、ここにいては邪魔になるだけだ。粉みじんになる前に……と。転がってでも離れないと──と思っていたはずなのに。

「……ああ。けど、ダメだ」

　なぜか。行ってやんなきゃという気になった。自分が行ったところで何ができる？　粉みじんにでもなりに行くのか？　自問してやめようとしたが、それでも。

　理由は自分でもわからない。けれど行かなきゃ、という想おもいに体を突き動かされる。

　もう少し、もう少し……とイモムシのように這はい進んでいる最さ中なか、少女が噴水のパフォーマンスに気を取られ、吹き抜けのへりから下をのぞき込んだ。

　千樫が注視したのはその背後だ。タイルに倒れた赤い髪の女が、もぞもぞと動いている。倒れたまま、少女の背に向けられたのは拳銃だった。

　危ないっ、市ヶ谷さん後ろだ──！　……え!?　声出てねえ!?

　叫んだはずの千樫は、自分の声が出ていないことに驚きよう愕がくする。

　体も動かない。声も出ない。すずが目の前で撃たれようとしているこんなときに──。

　何もできない──!?　勘違いだろ……!?

　千樫は、額をタイルに思いっきりぶつけた。

　あの人のピンチだ、何もできないわけがない。ほんのり生まれた弱気をかき消して、普通動けないだろという常識をねじ伏せて、ムリやり足を踏み出し体を起こした。

　今だ。今、今、今動けなきゃ、生きている価値がない。

「すんぬうぅぅぅぅう……!!!!」

　痛みは無視。寒さも無視。ガクガクうるさい足の震えも無視だ。前に倒れそうになったタイミングで足を踏み出す。あとはそれの繰り返しで走る。

　すずの背に向かって、ただひたすら走る──。




　──ダァンッ……！

　パブリックスペースに銃声が響き渡ったのは、その直後だった。

　振り返って驚くガスマスクの少女。

「え……？」

「くぅんっ……!!」

　千樫は腰に焼けるような痛みを感じた。

　また撃たれたが、まあいいやと思った。盾となることでこの人が無事であれば──。

　と、思ったのも束つかの間ま、銃弾で弾かれ勢いづいた体は、小柄な少女に覆いかぶさるようにして突っ込んだ。もはや体のコントロールが効かない。

「あっ、ごめっ──」

　気づけば二人とも、吹き抜けのへりから空中へ飛び出していた。




　　　×　　　×　　　×




　ぎゃあああ余計なことした──！

　吹き抜けへと身を投げた二人は、階下の噴水広場へ落ちていく。

　助けるつもりが突き落とした形になってしまった。千樫は空中で猛省していた。

　──せめて俺が下になってクッション代わりに──と、ガスマスクの頭を胸に抱き寄せ、下に行こうと体をねじる。そしてふと気がついた。

　──いや、遅すぎね？

　千樫は少女を胸に抱いたまま、ふわり、ふわりとシャボン玉のようにゆっくりと吹き抜けを降りていく。そして──ストン。

　尻餅をつくくらいの軽い衝撃で、二人は広場へと着地した。

「……え？」

　インデペンデンス・デイの能力だ。考えてみれば人一人飛ばすことができるのだから、その対象を自分にすれば、浮くことも飛ぶことも可能なのかもしれない。

「す……げぇな」

　千樫は素直に驚きを口にした。声は出た。叫ぼうとするのでなければ出るらしい。

　ぺたりと女の子座りした少女は、ガスマスクをつけたまま。

　少女はおもむろに手を伸ばし、指先で千樫の前髪に触れた。見たかったのは額の傷だ。フロアのタイルに力一杯打ちつけた額は出血し、その血は鼻の横まで垂れている。

　傷を見られるのが恥ずかしくて、千樫は顔を背けた。

「どうして来たの」

　ガスマスクで表情が見えなくても、声色でわかる。怒っている。

「離れてって、言ったよね」

「……いや。離れようとはしたんだけど……何か離れらんなくて」

　ばつが悪くて視線を落とした。少女が膝の上に置いた手に目が止まる。

　指先のたたまれたその小さな手が、わずかに震えている。それを見て千樫は気づいた。どうして自分が、あの場を離れられなかったのか。

　──ああ、そうか。

　男たちを吹き飛ばしながら。紅を追い詰めながら。ずっと、この人は──。

「だって、……泣いてたから」

「……え。泣いて、ないし」

「泣いてたよ。つうか泣いてる。今も」

　少女がマスクで隠そうとする表情に、千樫は気づいた。この異能兵器はやはり、あのときコロッケを食べてくれたあの少女だ。今、この人のまとう空気は卒業式前日のときと同じ。悲しくて悲しくてやりきれない想おもい。

　千樫がガスマスクに手を伸ばすと、少女は小さく「や」と言ってマスクを押さえた。けれど念動力は使わなかった。千樫はマスクを外し、その表情を露あらわにする。

「ほら。泣いてんじゃん。めっちゃ」

「なっ、泣いてない。泣いてなんかっ……」

　すずは赤く腫らした目を伏せて、くちびるを強く結んだ。

　歪ゆがませた顔を手で覆い、鼻水をすする。

「……泣く理由なんてない。私は、インデペンデンス・デイだから」

「ん……さっき聞いた」

「終末をもたらす存在なんだ……！　誰も私には敵かなわない。銃も怖くない。月だって壊せる。私は、化け物で。兵器で。家族の記憶もないんだ。……ない、はずなんだ……！」

　なのに──とすずは声を荒らげた。

「この噴水を覚えてる。来たんだよ。ちっちゃいころ家族みんなで、この噴水を見た」

　赤や黄色にライトアップされた噴水が、音楽に合わせて水の噴き出し方を変える。うねったり、波を作ったり、あるいは大きく噴き上がる。

「もう少しで、思い出せそうな気がした。けど思い出せない。繫つないだお父さんの大きな手は覚えてるのに。その温かさも覚えてるのに。見上げるとその人の顔は真っ白で──」

　何も見えない。隣で笑うお母さんの顔も。

　こっちへおいでと呼ぶお姉ちゃんの顔も。ぜんぶ真っ白に塗り潰されていて、恐ろしい。

　残っているのは、この薄ぼんやりした記憶をとても大切に思っているという気持ちだけ。

「ふぅ……うぐぅ……」

　涙を耐えてうずくまるすずを、千樫はどうしようもなく見つめる。

　頭の一つでも撫なでてやりたい気もするが、恋人どころか友だちかどうかも怪しい間柄だ。代わりに言葉を探した。泣きたいなら泣いてほしくて。我慢してほしくなくて。

「……家族のこと、もう少しで思い出せそうならさ。やっぱり市ヶ谷さんは、化け物なんかじゃないってことだろ」

　すずは顔を伏せたまま。また鼻水をすする。

「月を壊せるなんてたしかにまあ、普通じゃないのかもしれないけどさ。けど俺は、八年も前から市ヶ谷さんのこと知ってるからさ。変わんねえと思うよ、そんなに」

「……変わってるよ、さすがに」

「変わってねえって、ぜんぜん」

　千樫は苦笑する。

「さっき、あいつらと戦う前に、俺が巻き込まれないようにって助けてくれたろ。市ヶ谷さん覚えてねえだろうけど、俺を助けてくれたの二回目なんだよ。小二んとき、俺の食えねえエビクリームコロッケ、食べてくれたんだ」

　すずが顔を上げ、千樫を見返す。

　そのぬれた瞳が噴水のライトの光を反射して、キラキラと輝いていた。

「……ちょっと大人びたけど、変わんねえって。やっぱ今もかわいくて。ちょっと不思議で、魅力的な女の子だろ？　そうだよ。少なくとも俺にとっては、そう見える」

「え」

「だから普通の女の子らしく、泣いたっていいんじゃねえかな、別に」

　じわ、とすずの目尻に涙が浮かぶ。頰を赤くして、くちびるを歪ませて。けれどまだ涙は耐える。耐えて尋ねる。

「かわ……いい？　辰巳くんに、とっては……？」

「……それは、つまり」

　しまった……と千樫は視線を泳がせる。

　選んだ言葉にウソはない。ウソがないどころか、本心がちょっともれてしまっていた。

　今のはもはや、告白に近かったような。いや、これでいい。思い返すは、すずのツイッターアカウント。自分を好きだと言ってくれたツイート。勝ち星は見えている。

　そっと深呼吸して息を整え、千樫はすずを見据えた。

「──つまり、ええと。その、小二んときから、ずっと……好……」

「す……？」

「好ぅ……」

　何だ。出ねえぞ言葉が。「ああくそっ」と膝を殴った。

「好っ……！　好きだったって、言うか……」

「……うぅ……うう──」

　いよいよ我慢できなくなったのか。すずは見る見るうちに表情を崩して、声を上げた。

「……うぅぅ。あああぁぁん……あぁぁぁんっ」

　まさかのリアクションに、千樫は怯む。ここで泣くのか？　何で？　嬉しすぎて？

　驚いたが、泣き顔さえかわいいところは、あのころと変わらない。

　ここは畳みかけどころだ、と千樫は今一度勇気をふるった。

「あのっ。ぜんぜん、いいから。異能兵器でも。だから、できたら俺とつき合って──」

「ムリでずぅぅうっ……」

「え？」

　千樫がぜんぶ言い切る前に、すずは深々と頭を下げた。

「……すごく嬉しいんだけど……!!　ごめんなざい。……あの、私ええと……他に好きな人がっ……。おり、まして……」

　──え？　だからそれって、俺じゃなくて？

　予想外の展開に目眩めまいを覚える。え？　え？　と脳内で疑問符がステップを踏んだ。思考がまとまらない。視点が定まらない。ぐるぐると目を回しながら、口の端から吐血する。

　ふらりと一度体を揺らした千樫は、そのまま広場に昏こん倒とうした。

「え!?　たっ、辰巳くん……!?」

　すずは慌てて千樫のそばに寄り、その顔をのぞき込んだ。

　どれだけ撃たれても、どれだけ血を流しても死ななかった辰巳千樫は、八年間想い続けた人にフラれて、死んだ。








第二話　アリス・イン・ワンダーランド









　ピリ……と眼球が疼うずいた。まぶたに強い光を感じる。

　手の平が痛い。何か尖とがった細いもので、ぐぐぐと強く押されているような。

「ってえ……。い、ってえ」

　頭を振ってうめく。

　痛みがいよいよ我慢できないレベルに達して、千ち樫かしは勢いよく体を起こした。

「痛えよっ！」

　ベッド脇で千樫の手を握っていたのは、頭部がまんまテレビと入れ替わったような、奇妙な男。

「……は？」

「おはようございます。ご気分はいかがですか？」

　白衣を着た男性の体に、頭がテレビ。地デジ放送となってからは久しく見ることのなくなった、奥行きのあるブラウン管テレビだ。

　消えた画面に、ぽかんとする千樫の顔が映り込んでいる。

「……何これ夢？」

　テレビ男は、再び千樫の手の平に親指を突き立てた。

「いっ……！　てえって!!　何だよ、こいつ」

「痛覚は問題なし。痛い、は生きている証あかしですよ。喜ぶべきことです。んふっ」

　すうっと音もなく立ち上がったテレビ男は、手にしたカルテに何やら書き込む。

　千樫はその姿を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　この男、身長が高い。二メートル近くあるのではないだろうか。蹴れば折れてしまいそうなひょろひょろっとした体格から、デカいというより長い、といった印象を持つ。

「嗅覚はどうでしょう？」と鼻先に差し出されたのはヨレヨレの靴下。

「くっさっ！」と顔を背けたその口に、「味覚は？」とカットレモンが押しつけられる。

「すっぱっ！」

　さらさらさら──千樫のリアクションを次々とカルテに書き込んだテレビ男は、再びベッド脇の丸椅子に座った。

「自身の名前はおわかりですか。年齢は？　家族構成は？」

「……辰たつ巳み千樫、一六歳。父、母、妹、猫……」

「市いちヶが谷やすずは好き？　嫌い？」

「そりゃ好……いや何その質問」

「正常。意識の混濁はなし、と」

「正常なんだ？　何この検査？」

「あそうそう、視覚もね、診とかなきゃ」とテレビ男は千樫に向かって指を立てる。

「これ何本に見えます？」

　指の数以前に、医者の見え方がおかしい。

「……目は、ちょっとやばいかも。目の前の医者がテレビに見えてます」

「え？　僕が……テレビに……？」

　テレビ男は胸に手を添え、じっと千樫を見つめた。

　それからカルテに視線を落とし、

「正常」

「正常なんだ？」

　長い足を組み、さらさらさら──と軽快にペンを走らせるテレビ男。

　千樫は改めて部屋を見回した。白い壁に白い天井。窓はどこにもついていない。

　部屋は広くて大きいが、ベッドは千樫が占領するもの一つだけ。まるで上等な病室のようだ。枕元には点滴用のスタンドと、メーターやコードがたくさんついた、よくわからない機械が置かれている。医療器具にしては厳いかつい機材。千樫は怪け訝げんに眉根を寄せる。

「……俺は、一体……」

　ぼんやりと記憶を探った。

　たしか氷ひ川かわや市ヶ谷さんたちと水族館に向かって、エレベーターが止まって、スパイに撃たれて──そうだ。色とりどりにライトアップされた噴水の前で告白して──。

「……あれ。俺、死にかけてたよな……？」

　病衣をめくって自分の体を確かめる。痛みはなく、傷口もなかった。撃たれたはずの腕にも脇腹にも、銃創どころかかすり傷一つない。

「死にかけていたというか、死んでましたね。ここに運び込まれたときには」

　パタン、とカルテを閉じたテレビ男が顔を上げた。

「なので、生き返らせてみました」

「……へえ……？」

　コンコンとドアがノックされる。スライドドアの向こうに現れたのは、スーツ姿の女性だった。その頭部がテレビでなくて、とりあえず安心する。
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　肩の上で毛先を切りそろえたボブカットに、首から提げた認証カード。タイトスーツを着こなしてはいるが、就活中の大学生のようにも見えてしまうのは、幼い顔立ちだからなのか。女性は千樫の顔を見るなり、「うそっ」と口元を押さえた。

「ホントだっ、普通にっ生き返ってる……!?」

「……何か失礼なこと言われているような……」

「辰巳千樫さん！　私たちはあなたに、感謝を述べなくてはいけません！」

　ベッドに駆け寄った女性は千樫の手を取り、そのスレンダーな体に引き寄せた。

「ありがとうございます!!　インデペンデンス・デイを護まもってくれて！」

「……はあ」

　戸惑う千樫に気づき、女性は「あっ」と手を離した。

「申し遅れました。私わたくし、復興庁終末局局員、麴こうじ町まち真ま知ちと申します」

　女性は姿勢を正し、懐から取り出した名刺を丁寧に千樫へ差し出した。

　千樫も思わずかしこまり、丁寧にそれを受け取る。

　──こうじまちまち……？　変な名前……。

「そしてこちらが、終末局管轄、終末研究所生命工学室の室長である──」

「Ｑです。アルファベットのＱ、ただそれだけです」

　もっと変な名前がいた。

「せんせえ……辰巳さんには別に、素性伏せなくてもいいんじゃないですか？」

「嫌です。僕は彼をよく知りませんし、彼もまた、僕をよく知る必要はありません」

「ハア……」と肩を落とした麴町は、とりつくろうように千樫へ微笑ほほえむ。

「すみません辰巳さん、気を悪くしないでくださいね？　先生はこれでも、世界屈指の超優秀な学者さんなのです。死んだ人を生き返らせるなんて、普通じゃないですよね」

「……あのそれって、もしかして……俺のこと？」

　千樫の質問に、麴町の笑顔が凍りつく。言ってないんですか？　というふうに睨にらんだＱが肩をすくめたので、「説明します」と改めて背筋を伸ばした。

「〝ラティメリアタウン爆破事件〟……。日本政府はこれを、中国政府によるインデペンデンス・デイの略奪行為だと断定し、抗議しました。ただし向こうは関与を全面的に否定。抗議に遺憾の意を示しています。あれは政府との繫つながりを持たない裏組織──つまり中国マフィアの仕業なのだと。まったくの白々しいウソです。赤い髪の女を見ましたか？」

　赤い髪の女──頰ほおに傷を持つ隊長格の女だ。千樫はうなずく。

「彼女は紅熊猫ホン・シオンマオ。人民解放軍陸軍特殊部隊〝虹色熊猫パンダ〟の赤色担当ですよ」

「……パンダ？」

「インデペンデンス・デイを狙っていたのは、間違いなく中国軍なんです。他国からの異能兵器への接触は、終末局も多分に警戒していました。すずちゃんには、二四時間態勢で時に一〇人を超える監視員がついているんです」

「……え？　池袋んときも……？」

「……はい、常にです。けれどエレベーター内で監視を遮断させられてしまって……油断しました。辰巳さんは孤立したインデペンデンス・デイを護るべく立ち回り、そして……命を落としたのです……」

「わあ……死んだんすか、俺……？　え？　やっぱ夢？」

　不自然な笑みを浮かべる千樫に、麴町は説明を重ねる。

「辰巳さんは……ええと、表向きは重傷者として数えられています。ご家族には、都内の病院にて入院中と伝えてありますが、面会謝絶ということに。というのも、ここはその病院じゃありませんので……」

「え、どこですか……？」

「終末研究所のとある一室です。所在地は言えませんが……端的に言えば異能兵器を研究している施設ですね。三年前からは主に、インデペンデンス・デイの保護、育成、能力解明、軍事利用設計などを行っています」

　インデペンデンス・デイとは、すずを差すのだろう。

　──じゃあ。ここか。

　ここが、能力を発現させたすずが連れて来られた〝ある研究所〟。すずを実験し、挙げ句家族との記憶を奪った場所。すずはここから逃げ出したのだ。

　続いてＱから、千樫の体に投与された薬や、施された施術について説明された。しかし聞き慣れないカタカナの連続で、自分が四日間も眠っていたことしかわからなかった。

　あれから、すずはどうしているだろう。

「質問があればどうぞ？」

　千樫は、自分の顔が反射して映るテレビ画面に尋ねる。

「……俺のケータイあります？」

「ケータイ？　麴町くんケータイですって」

「辰巳さんの持ち物はすべて保管してあります。けど電源を入れるのはちょっと──」

　逡しゆん巡じゆんする麴町の頭に手の平を乗せて、Ｑがその言葉を吞のみ込ませる。

「構いませんようお好きにどうぞ。生き返って初めてやりたいこと──何よりも大事な優先事項。それを止めるなんて野暮はよしましょう？」

　千樫は麴町から、電話の使用やＳＮＳの投稿は自重するようお願いされた。心配ないと答える。ただアプリを起動させ、確認したいことがあるだけだ。

　すずが最後に投稿したツイートは三日前。爆破事件の翌日だった。





　──ごめんなさい






　一体誰へ、何に対しての謝罪なのかはわからない。千樫は指をスライドさせ、タイムラインを遡る。爆破事件当日。みなで池袋へ行くのを喜ぶツイート。

　それから〝好きすぎてつらい〟というツイート。それから。





　──あの人の中学生時代の話　めちゃくちゃ元気になるぜ[image: ]






　このツイートにある〝あの人〟とは、眉なしムンバニーを差しているのではなかったのだろう。恐らくこれは、夏都のこと。

　どうして考えなかったのか。夏都がすずとの会話の中で、自分の中学生時代を話題に出した可能性を。〝あの人の話聞けただけでも　学校通い続けてよかった〟〝自分から話しかけてみたいけど　だめだ緊張しすぎてムリ〟これらは全部、夏都に対しての言葉だ。

　ムンバニーを笑って元気になったのだと勘違いしていた。話題など何だってよかったのだ。すずを元気にしていたのは千樫ではなく、夏都だったのだから。

　転入してきて一ヶ月。クラスにうまく馴な染じめずにいたすずは、毎日のように話しかけてくる夏都に心惹ひかれた。夏都が千樫の依頼ですずに近づいたことを知らず、恋に落ちた。

　──余計なことだったか？　バカなことだったのか？

　──俺は、自ら恋敵を作ってしまったのか……？

　しかもこっそりのぞいたツイートで勘違いし、告白までしてしまった。

　愚かすぎて、情けなさすぎて──卑ひ怯きようすぎた。これは報いだ。

「ああ……。死にてえ」

　思わず口にした言葉に、Ｑが大きくうなずく。

「いいですねえ。では今一度死んでみましょう」

「は……？」

　顔を上げた千樫の眉間に、小さなピストルが突きつけられる。

「ちょ、先生っ──!?」と麴町が止める直前、Ｑは引き金を引いた。

　──プシッ。

　空気の抜けるような銃声を聞いて、額を撃たれた千樫は再び死んだ。




　　　×　　　×　　　×




「──つまり生物というのは、個体別に設計図を持っていると言えるのです。それは同じ種族でも一つ一つ違う。僕とあなたが同じ人間でも、身長や体格、声帯や指紋、趣味嗜し好こうや好きなタイプさえ違うように」

　──ペタペタペタ。ペタペタペタ。

　廊下を先導するＱは進みながら踵きびすを返し、後ろ歩きしながら語りかける。

「僕の好きなタイプは〝僕にだけエロい女性〟です。〝市ヶ谷すず〟の場合、なぜか僕にだけ語尾に『殺スゾ』をつけて話すので、惜しくも該当しませんね。あれがプレイの一環だったのであれば話は別ですが」

「……一〇〇パープレイの一環じゃねえよ、前向いて歩け殺スゾ」

　不機嫌極まる千樫は頰を引きつらせつつ、Ｑのあとをついていく。

　千樫のやや後ろを、麴町がついて来る。まるで千樫が逃げないよう、後方を見張っているかのように。

　Ｑは前を向いて続けた。

「辰巳さん。あなたの体に移植された人工細胞を、僕たち研究者は〝ナノＱ〟と呼んでいます。このナノＱ、辰巳さんの個人設計図を記憶していまして、その体が破壊した際には瞬時に結束し、損傷箇所を修復いたします。破れた血管も、ちぎれた神経もすべてつなぎ合わせ、元通りに。たとえ心臓が止まったとしても、設計図通りに、ね」

「だから生き返るってこと？」

「ええ、死ねないんです。ちなみにこの施術、成功率が極めて低く、僕もまさか成功するとは思ってもみませんでした。ハハッ！　ヒト科における成功例としてはルーシー、シェーンに続いて三体目となります。コングラッチュレーションッ！」

「……ルーシーとシェーン……？　外人さん？」

「チンパンジーですけど？」

「くそが……」

　何がなんだかよくわからないまま、千樫は額をなぞる。

　着ている病衣には、ところどころ血が跳ねていた。しかし撃たれた額に傷はない。たしかに撃たれたはずなのに、今は痛みさえ消えている。

　Ｑの説明には信じがたいものがある。しかしあのピストルがニセモノでもなければ、千樫は頭蓋を撃ち抜かれ死んだ状態から、生き返ったということになる。

「……ホラーかよ。いやファンタジーか？　俺、歳とし取らないってこと？」

「いいえ不老とはいきません。ナノＱは、個々の持つ設計図に従って体を修復しますが、この設計図は老いとともに書き換わっていくものですから。ただ、負傷を元通りに修復するように、花粉や病原体などの外敵──つまり設計図にない異常因子は当然排除しますから、病気にはなりにくいですねえ、かなり」

「……メリット、ってことでいいんだよな……？」

「逆にどこにデメリットの要素が？」

　孤独を千年生きる的なファンタジーに苛さいなまれるわけでもないのなら、結局は傷や病気がすぐ治るびっくり健康人間になったということ……？

　じゃあ本当にラッキーってことでいいのか……？

　ただこのテレビ男、嫌いだ。この男の手による施術というのは充分なデメリットに該当するような気がする。いくらすぐに復活するとは言え、ためらいなく人に銃を向けられる人間の言葉を、どこまで信じていいものか。

　Ｑは、あるドアの前に立ち止まった。

　千樫はＱの背中越しに、スライドした自動ドアの向こうをうかがう。広いフロアには、いくつものデスクが並んでいた。学校の職員室を連想する。

　Ｑを先頭にした一行の登場に、中にいた白衣の職員たちが、一斉に口を噤つぐんだ。フロアを横切る間、千樫は周囲から注がれる好奇の視線に耐えなければいけなかった。

　──んだよ、落ち着かねえな……。

　フロアの奥に壁で区切られた個室があって、Ｑがそのドアを開き千樫を中へ促す。

　革張りのソファーが向かい合った、応接室のような部屋だ。向けられていた視線はブラインドで遮られ、千樫はほっと息をついた──のも束の間。

「──さて、辰巳さんはインデペンデンス・デイについて、何をご存じなのでしょう？」

　ソファーに深く腰かけたＱは、向かいに座った千樫を見据えて尋ねた。

　今度は正面からの落ちつかない視線を感じながら、千樫はテレビ画面に三白眼を向ける。

「……何も知りませんね。巻き込まれたばっかなもんで」

　小学校卒業前にこの研究所に連れて来られたこと。家族との縁を切られて、記憶を消されたこと。何も知らないわけではなかったが、とぼけた。千樫はこの男をまったく信用していない。

　それを知ってか知らずか、うんうんと満足げにうなずくＱ。

「彼女の能力が発見された二〇一六年三月から、二〇一九年二月までの二年と十一ヶ月の間、彼女はずうっとこの施設で研究、管理、保護されていました。ところが今年のバレンタインデー。インデペンデンス・デイはこの施設を脱走しまして。彼女は彼女を追って出動した自衛隊一個大隊を壊滅させると、政府にある要求をしたのです」

「……要求」

「ええ。一方的に〝不干渉条約〟を突きつけてきました。要約すれば、私に関わるな、私の目に映るな、私のラブコメを邪魔するな、といったところでしょうか」

「……今変なの入ってなかった？　ラブコメ？」

「ええ、ラブコメ。不干渉条約をやぶるのならこうしてやるぞ、と彼女はその念動力を似もつて、月の一部を破壊しました。いわば脅しですね。それが九ヶ月前に起きた終末の始まり〝月かじり事変〟のあらましです」

「おお……」

　たしかにそれは、すず本人から直接聞いた話と一致する。しかし、ＶＳ自衛隊だの月の一部破壊だの、話のスケールが大きすぎてファンタジーの域を出ない。

　千樫の知るすずは、教室のすみで植木鉢に水をやる大人しめの女子高生なのに。

「それ……ホントにあの市ヶ谷さん、なんすよね……」

「資料を持ってこさせましょうか。交戦記録には戦車、戦闘機の損失数や負傷者数も載っています。政府はよくぞここまでの被害を隠しきれたなという凄すさまじさですよ。一〇代少女一人でやった功績としてギネスに申請したなら、ぶっちぎりで審査通るレベル」

「……まじか」

　考えてみれば、例の襲撃者たちと対たい峙じしたときの〝ガスマスクすず〟は、たしかに好戦的だった。あの状態のすずなら、戦車や戦闘機を相手に立ち回る姿は想像できる。

「インデペンデンス・デイは月を破壊することでまざまざとその力を見せつけ、堂々と研究所を去っていきました。あれほどの力を持つ異能兵器とやり合うなら、それこそ核が必要です。我々は、彼女の突きつけた不干渉条約を受け入れるしかありませんでした」

　一度うなだれたＱは、すぐにその重そうな頭を持ち上げる。

「けどまあギリ大丈夫!!　実はこっそり二四時間態勢で監視しているなんてバレたらガチで殺されかねませんが、それでも日本から出ないでいてくれる限り、インデペンデンス・デイの存在は、いまだこの国を支え続けてくれています。ただ、野放しとなっている現状ってものすごく危険なんですよねえ。巻き込まれた辰巳さんならおわかりでしょう」

「狙われやすいってことですか……」

「ええ。考えてもみてください。辰巳さんが敵国ならどうします？　月をかじった異能兵器が、保護してた研究所を飛び出し日常生活を送ってるんですよ？　そんな情報耳にしたら、さらうなら今しかない！　と思いませんかあ？」

「まあ……思うかな……」

「でしょう!?　インデペンデンス・デイは現在、五人いる異能兵器中、最もさらいやすい兵器となってしまっているんです。彼女を他国に奪われるわけにはいかない。だからこそ、僕たちは彼女を護まもりたいのに、彼女はそれに抵抗する──」

　力で押さえつけることはできない。富や権力にも興味を持たない。そこで大人たちは考えた。どうすればすずを手駒にできるか。どうすれば自分たちになびいてくれるのか。

　すずは何を欲している？　キーワードは、ラブコメだった。

「……あ、また出たな、ラブコメ」

「そう！　研究所を逃げ出した彼女は麴町くんのサポートを受け、生まれ育った町へと帰って行きました。何をするかと思えば学校へ通い出した。なぜか。ラブコメのような楽しい学校生活に憧れているからです。そこで。彼女の生活圏内にいるあなたに協力を仰ぎたい」

「……俺？」

「ええ。あなたを生き返らせた理由は二つ──まずはインデペンデンス・デイの正体を知っているということ。彼女はそれ自身が国家機密です。発見された町や現在の居場所、素性や年齢、何なら人間なのかどうかさえグレーのトップシークレット。それらを第三者に明かすのはリスキーです。なので先日の襲撃に巻き込まれ、偶然にも多くを知ってしまった辰巳さんならば話が早い、ということですね」

「……へえ」

「次に、すでに彼女の生活圏内に知人として存在しているということ。加えて彼女が能力を発現する以前からの知人ですから、終末局との繫つながりを連想させにくく、警戒される恐れも少ないでしょう。スムーズな作戦実行に必要不可欠な要素です」

「……いや、作戦って何の」

「〝独立記念日回収作戦〟です。あなたには、彼女を連れ戻していただきたいのです」

「……いやあ、ムリでしょ……俺そんな強くないですし……」

「誰が正面からやり合えと言いました。それなら何も知人を選ぶ必要はないではありませんか。辰巳さんに期待しているのは、アサシンとしてのスキルです」

「アサシン……？　暗殺者になれっての？　もっとムリだって。俺ただの一般人ですよ」

「当然、素人である辰巳さんに一撃でターゲットを気絶させ、連れてくるだけの能力があるとは考えておりません。そこはきちんと、お助けアイテムを用意してありますよ？」

　執務机に回り込んだＱが引き出しからつまんで見せたのは、拳銃である。先ほど千樫に向けたような、手の平サイズの銃。しかしその銃身は極端に短い。

「超強力スタンガン〝シーマストダイ〟です。こうやって安全装置を外して……銃口を対象の体に接触させ、引き金を引くだけ」

　すると短い銃身の先でパチッ──と一瞬だけ、電気が光る。

「従来のスタンガンとは違い、攻撃対象は一瞬にして気絶します。一〇年ほど前から発明されてはいますが、あまりに悪用しやすすぎて商品化できないという代物ですよ」

「……それで市ヶ谷さんを撃てって？」

「ええ。辰巳さんにはラブコメを望むインデペンデンス・デイに近づき、面白おかしい日常を提供しつつ二人きりになったらバチ──とこれを撃ち込んでいただきたい。それで辰巳さんの任務は終わり。すぐに監視員が彼女をこの施設へと搬送するでしょう。これで彼女は──ひいてはこの国が救われるのです。あなたの、おかげで」

　テーブルの上にスタンガンを置いたＱは、それを千樫の前に押し出した。

「さあ。この国の英雄になる準備は──」

「ないですね、最初っからそんな気はさらさら」

　このテレビ男は、自分にすずを撃てと言っているのか。冗談なのかどうかも判断がつかず、ドアの前に立つ麴町を振り返る。目の合った麴町は、逃げるように目を逸そらした。まじかよ終末局。

「……そんな卑ひ怯きような真似まねしなくてもさ、危険なら説明して研究所に帰って来てもらえばいいんじゃないですか？　わかってくれるでしょ、市ヶ谷さんも」

「わかってもらえないから苦労しているのです。彼女は、どうしてもここがイヤなのだそうで」

　すずの家族の記憶を消したのも、もしかしてこいつなのではないだろうか。千樫は目の前のテレビを睨にらみつける。逃げ出したくなる気持ちもわかる。

「とにかく、俺はお断りです。助けてくれた礼をしたい気持ちは山々ですが、あの人の敵になるつもりはこれっぽっちもねえし」

　Ｑは腕を組んでアゴ──に当たる、テレビのふちをさする。

「敵だなんて。例えば辰巳さん、猫の寿命ってご存じですか？」

「？　長生きして一五年くらいでしょ」

「ええ。きちんと保護してケアして大切に育てれば一五年以上生きる家猫ですが、対して野良猫の平均寿命は二、三年です。おわかりですね？　保護してあげることの大切さが」

　千樫はうんざりして目を伏せた。

「……あの人を野良猫扱いすんなよ……」

「……ふむ、よろしい。もうちょっと説明しましょう。ただその前にちょっと──」

　Ｑはドアの前に立つ麴町へテレビ画面を向ける。

「麴町くん、コーヒー入れてくれます？　あ、僕のはホットミルクで」

「……言っときますが、私は先生の部下じゃないんですよ？」

「知ってますよう。優しい麴町くんが断れないのも、知っています」

　麴町は「もう」と肩を怒らせながらも、部屋を出ていった。

　ドアが閉まってから、Ｑは改めて口を開く。

「インデペンデンス・デイの不干渉条約には、『終末局局員および研究所職員は、彼女の半径二十五メートル以内には近づかないこと』と明記されています。ところが、麴町真知は局員でありながらインデペンデンス・デイに接触できる。麴町くんに限っては今でも市ヶ谷すずに慕われ、そのそばで生活面をサポートできている。どうしてかわかりますか？」

「さあ……」

「彼女が純度一〇〇％の善意の塊だからです。赤子や動物と同じですよ。自分を慕う無む垢くな善意に対しては、殺意なんて向けらんないでしょ？　人は、優しい人の前では優しくあろうとするものですから。まあ鬱陶しいですよねえ……。ということで退場していただきました。さあもう、格好つける必要はございませえん」

　Ｑは両腕を大きく広げ、まるで千樫を解放してあげたかのように言う。

「……いや別に、格好つけてたわけじゃ」

「いいえ。僕の話です」

「……は？」

「これからあなたを脅すので、彼女がいると邪魔なのです。僕は彼女に嫌われたくありませんから」

「……は？」

「さてえ。あなたの体に施した人工細胞ナノＱによる治療ですが、実はまだ終了しておりません。ナノＱは非常に細胞分裂のスピードが速く、今もあなたの体で増え続けているのですが、本来あなたの設計図に載っていないナノＱ同士ですから、やがて不毛な戦いを始めます」

「戦い……え？　で、どうなるんすか」

「直しては壊し、直しては壊しを体内で続けることになります。やがてその戦場となる体は疲弊し、壊え死しすることになるでしょう。ですから治療を終えた段階で、ナノＱは薬で殺さなきゃいけないかなあって思ってます。これを以もつて施術終了ってことで」

「いやいやいや、あるじゃねえかデメリット！」

　思わず立ち上がった千樫を、Ｑは悠々と見上げる。

「ありますよ、デメリット。逆に何でないと思ってたんですか？」

　自分はまだ、治っていない──つまりこの男に命を握られているようなものではないか。

「僕は、あなたの命に執着していません。あなたを手術した理由は、インデペンデンス・デイを捕らえるのに利用できそうだったから。先に言った通り、手術が成功するとさえ思っていませんでした。なのでこれは──〝独立記念日回収作戦〟は、お願いではなく命令なのです。言うことを聞いてくれないのであれば、死んでもらってかまいません」

「……すげえな。俺以上に卑怯なやつ初めて会ったわ」

「光栄です」

　千樫は力なくソファーに腰を落とす。

「気絶させる……んだよな。あの女の人にさせれば？　市ヶ谷さんのサポート役なら、撃つチャンスも……」

「ええ。麴町くんは人にさせるくらいなら自分が、と言い張ってはいますが、彼女は終末局とインデペンデンス・デイとを結ぶ最後の窓口。そんな彼女が矢面に立って失敗し信用を落としてしまったら、インデペンデンス・デイは海外へ出てしまうかもしれない。それだけならまだしも……今度は日本をかじるかも」

「……さすがに、それは」

　ないと言えるのだろうか。異能兵器であるすずを、千樫はよく知らない。

「インデペンデンス・デイは〝ラブコメがしたい〟と研究所を飛び出しました。率直に言って無理です。彼女は世界に五人しかいない異能兵器。世界中が彼女を狙い、欲しています。そしていまやＣＣＯの加盟国である日本は、彼女なしでは存在できない。なのに彼女はラブコメがしたい……その望みはあまりに──幼稚すぎるとは思いませんかあ？」

「……」

「辰巳さんは今日これより、終末局の臨時工作員となります。市ヶ谷すずの求めるラブコメを演出しつつ、お友だちのフリをして近づいてください。あなたを〝お友だち係〟に任命しましょう。コングラッチュレーションッ！　何かご質問は？」

「……いいえ」

「よろしい」とＱはおもむろに立ち上がり、ドアに向かって歩いた。

「今日が十一月二十六日の火曜日ですから、期限は今週の土曜日でいかがでしょう。細胞分裂のスピードを考慮したギリギリの期間です。三十日土曜の夜八時までに、インデペンデンス・デイを眠らせてください。彼女が研究所へ戻ることを条件に、ナノＱは除去いたします。任務完了＝治療完了といった具合です」

　言い終わると同時に、ドアを開ける。

　ドアの前にはトレイで両手を塞がれ、立ち往生していた麴町の姿がある。

「あっ、ありがとうございます。たまに優しいですよね、先生って」

「ええ？　僕はいつも優しいですよー？」

　千樫はソファーに座ったまま、テーブルに置かれたスタンガンを握った。

「麴町さん……でしたよね。市ヶ谷さんは今、学校ですか？」

「え。と、すずちゃんはお家で休んでます。あの日からずっと引きこもってて……」

「案内してもらえますか？」

「それは、いいですけど……」

　麴町は部屋に立ちこめる重たい空気に戸惑い、Ｑと千樫を交互に見た。

　トレイからマグカップをつまんだＱが執務机に回り込み、イスに腰かける。

「期待してますよ〝お友だち係〟さん。それなりにね」

　──カツッ。

　Ｑが口元で傾けたカップがテレビ画面を叩たたき、その音に反射して千樫は視線を上げた。

　何が冗談で何を笑っていいのか。生き返ってからずっと、混乱しっぱなしだ。




　　　×　　　×　　　×




　──ピン、ピン、ピン……。

　じゃぐちの先から垂れる水滴が、コップの水面を叩いている。

　打ちっぱなしコンクリートの冷たい壁。あちこちに飾られた観葉植物。

　積まれた漫画やライトノベルで作られた、いくつものタワー。

　調理道具の少ないダイニングキッチン。ファーストフードの紙袋が散らばる流し台に、水の音はやけに大きく響く。

　──ピン、ピン、ピン……。キュ。

　じゃぐちのハンドルが勝手に動き、キツく締まる。

　ダイニングキッチンから見通せるリビングに、ベッドが置かれていた。

　閉めきられたカーテンの隙間から、陽ひの光が細く差し込んでいる。

　カーペットさえ敷かれていないフローリングには、直じか置おきされたテレビと小さな座敷テーブル。広さを持て余したリビングで、すずの生活圏はその一角だけだ。

　ベッドの上で毛布を頭からかぶり、丸まっている塊。その隙間から腕が伸び、ダイニングキッチンへ──水道のじゃぐちへと向けられていた。

　念動力でじゃぐちを締めたすずは、続いてその手の平を、ベッド脇のテーブルへ向ける。

「……」

　しかしその体勢のまま。すずは毛布の隙間から、テーブルの上のハンバーガーを睨みつけたまま。念動力を使おうとしてやめた。腕を降ろす。

　つい日頃から、この便利な能力に甘えてしまいそうになる。悪いくせだ。麴町には「こんな力ほしくなかった」と涙まで見せたことさえあるのに。

「自己嫌悪……」

　すずは頭を覆う毛布ごと前のめりになり、ハンバーガーへと腕を突き出した。

　指先がバーガーの包み紙に触れる。あと少し。腕を伸ばし、背筋を伸ばし、体を乗り出して──「あ、わ……」

　どしん。ベッドから転げ落ちてテーブルに額をぶつけ、床に倒れて目を回す。

　毛布を下に敷いた状態で、仰あお向むけになったまま。寝巻きの裾はめくれヘソを露あらわにし、片足はベッドの上に投げ出したまま。泣き腫らした赤い目に、ぐしゃぐしゃの寝癖。

　すずはぼんやりと天井を見つめたまま、起き上がろうとはしなかった。

　紙に包まれたお月見バーガーが、床に転がり落ちている。

　手を伸ばしても届かない距離。

　けれど手の平を向ければバーガーはひとりでに浮き上がり、すずの元へやってくる。

　途中で脱力し、伸ばした腕を床に降ろした。バーガーもころんと床に転がる。

「ハア……」と本日何度目かの深いため息。

「……これじゃほんとに化け物だよ」

『こんな力ほしくなかった』──麴町に言った言葉はウソではない。便利だけど。役にも立つけれど。これは普通の女子高生には、まったく必要のないものだ。

　この異能力のせいで、すずの憧れていたラブコメは壊れてしまった。

　四日前のラティメリアタウン襲撃は、自分を狙ってのものだった。関係のないクラスメイトたちを巻き込み、一番近くにいた辰巳千樫などは命を落としてしまった。

　自分のせいで、この力のせいで。ごめんなさい。

　考えると胸が締めつけられ、また涙が溢あふれてくる。

「んぐっ……、うぅ……」

　腕を交差して顔を覆い、嗚お咽えつを漏らす。肩を震わせ、鼻水をすする。

　ごめんなさい、ごめんなさい。自責の念で消えてなくなりたい。もう学校へは行けない。日常には戻れない。ラブコメがしたいなど、化け物である自分にはすぎた願いだった──。

　ピンポーン、と不意にチャイムが鳴った。

　すずは息を止める。出なくてもわかる。昨日の放課後も、一昨日もやってきた。

　桜さくら田だアリスだ。

「市ヶ谷さーんっ。今日もお見舞いに来たよー！」

　玄関の向こうから、大きな声が聞こえてくる。努めて明るい声を出しているのがわかる。事件に巻き込まれ、不登校になってしまったすずを心配してのことだろう。

「市ヶ谷さーん！　まだ体調悪いー？　顔だけでも見せてよー」

　すずはフローリングに仰向けになったまま息を殺し、昨日のように居留守を使う。

「……もう、ほっといてよ」

　広すぎるリビングにぽつりとつぶやいた直後、アリスの言葉に、目を見開いた。

「今日はねっ！　辰巳くんも来てるよー？」

　勢いよく体を起こす。今……死んだはずの人の名前が出なかったか。

「辰巳くんも市ヶ谷さんが心配で、お見舞いに来たんだってー！」

「……え？」
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「すぐそこでばったり会ったのよ。市ヶ谷さんの家に行くって言うからさ、じゃ一緒に行こうかー？　ってなって。辰巳くんもずっと学校来てなかったから心配してたけど、元気そうでよかったよねっ」

　玄関ドアの向こうには制服姿のアリスが立っていて、その後ろには、確かに死んだはずの千樫の姿があった。ジャージのポケットに両手を突っ込んで、どこか決まりが悪そうに。

「……うす」

　視線を泳がせ、小さく会釈した千樫にすずは同じようにして応える。

「……うすっ……」

　すると勝手に、じわと目尻に涙がにじんだ。鼻水をすする。

「なっ……何で……？　心臓止まってたのに。私……てっきり、死んだと思って」

「ああ……何か、生きてたみたいで」

「そうなんだ。そうなんだ……！」

　すずは裸足はだしのまま、よろよろと千樫に近づいた。

　戸惑う二人の間に入り、千樫のジャージをつまむ。

「よかった。本当に、よかったよ……！　うぅ……」

　喜びと安あん堵どと驚きが入り交じり、すずはその場で泣き崩れた。




　二人にはダイニングキッチンのテーブルで待っていてもらい、すずは制服姿に着替えた。顔を洗い、寝癖もきちんと整え、改めて二人を迎え入れる。

「す……すみません、取り乱してしまいました……」

「いいよ、いいよー。こちらこそ寝てるところお邪魔してごめんね？　市ヶ谷さんのケータイ知らなくて、いつもいきなりのお見舞いになっちゃって……てか何で制服？」

「……私服、選んでる暇がなくて、もうこれでいいかなって──んがっ……！」

　二人の座るテーブルの向こう──ここ数日鬱々とすごしていたリビングが目に入り、すずは駆け出した。とても人様に見せられるような状態ではなかった。特にベッド周りは、これでもかという荒れっぷりである。

「もうちょっとっ、待ってて！」

　自己嫌悪、自己嫌悪、自己嫌悪……！　いつもはもっとキレイなのに……！　すずは忙せわしなく動いた。ファーストフードのゴミを捨て、漫画やラノベのタワーをきれいに並べ、シーツや布団を整える。二人の視線があるため、念動力は使えない。

「市ヶ谷さーん。手伝おっかー？」

「いっ、いらない……！　あ、そうだごめん、お茶、お茶淹いれるね……！」

　今度は台所へ駆けて、やかんに水を入れる。ああ、どうしてこうも気が利かない。ぐるぐる目を回しながらお湯を沸かし、用意した湯飲みに入れていく。

　──ドボドボドボッ。勢いよく注がれた湯がしぶきを上げて、すずの指先に跳ねた。

「あづっ……！」

　反射的に手を引くすず。その指に、ペットボトルがあてがわれる。ひんやりと冷たいオレンジジュースだ。いつの間にかすぐ後ろに、アリスが立っていた。

「気を張りすぎだわ、市ヶ谷さん。落ち着きなよ」

「あ……あり、がと」

「ねえ市ヶ谷さん。学校休んでる間、ファーストフードばっか食べてたでしょ？　袋多すぎ。ハンバーガーもいいけど、そればかりじゃ元気出ないわ」

「……でも私、料理とか、あんまり……」

「ふっふふー。そんなことだと思ったの。ランチいっつもハンバーガーだもんね」

　嬉うれしそうに笑うアリスは、テーブルへ駆け戻る。足元に置いていたのは、買い物袋だ。

「じゃあん！　料理はあたしの数ある特技の一つなんだ。ねっ、台所借りてもいい？」




　　　×　　　×　　　×




「……改めて、実感した。月かじったの……ホントに市ヶ谷さんだったんだなあって」

「ホッ、ホントにかじってはないよ？　追っかけてくる人たちがあんまりしつこいから、ちょっと脅かしたっていうか……」

「ああわかってる。かじったってのは比喩だよな？　あの力だろ。びゅんびゅんって男たち飛ばしてたやつ……念動力……？　だっけ」

「……お恥ずかしいかぎりです……」

　アリスがキッチンに立っている間、すずと千樫は並んでベッドに腰かけていた。

　声をひそめ、アリスに聞こえないよう秘密の話をする。

「……俺、あのあと研究所に運ばれたんだ。そこで手術を受けて……何とか一命を」

「え……!!　研究所って、終末研究所!?　ひどいことされなかった!?」

　すずがずいと顔を近づけ、千樫は思わず体を仰のけ反ぞらせる。

「いや……。手術してもらっただけ……だけど」

　それが〝ひどいこと〟に繫がるのかもしれないが、ターゲットであるすずにそんなこと言えない。

「そう。よかった……」

　すずはほっと胸をなで下ろす。その姿を見て、千樫は胸が痛くなった。いったいこの子はあの研究所で、どれだけの〝ひどいこと〟をされてきたのだろうか。

「……もしかしてさ、市ヶ谷さんの家族の記憶奪ったのって、あいつ？　テレビ頭の」

「Ｑ!!　やっぱ会ったの!?　くっ、やっぱり殺してくればよかったよ……!!」

「い、市ヶ谷さん……？　怖い顔になってるよ……？」

　ギリ、と奥歯を嚙かみ合あわせていたすずは、「うあ」と顔を覆った。闇は深そうだ。

「……私の記憶奪ったの……あいつの指示だけど、やったのはまた別の人。沖縄に花人ハナンチユっていうユタがいてね？　その一族は、人と人との縁を切っちゃうことができるんだって。縁を切られるとね。お互いにお互いのこと忘れちゃうの。どんなに大切な人のことでも」

「……へえ。不思議だな。ほんのちょっとも覚えてないの？」

「うん」

　すずはうなずき、テーブルのお月見バーガーを見つめながらつぶやく。

「……だから家のことより、学校のことのほうが記憶にあるんだ。小学校時代のね。思い出すと不思議。楽しかった思い出しかないの。国語の音読とか、音楽の合唱練習とか、体育のドッジボールとか。給食とか、帰りの会とか。掃除時間さえ楽しかった。放課後はみんなで遊んだりして──学校生活、もう一度してみたいなって」

「ああ。ラブコメ？」

　千樫が小さく笑い。すずはハッとしてその横顔を見る。

「な、なぜそれを……？　聞いたの？」

「えと……少しだけ。好きなんだなあって、思って」

　千樫が目を向けたのは、部屋のすみでタワーになっている本の山だ。一見してその多くは日常系。恋愛物の少女漫画や、ラブコメのライトノベルであることがわかる。

　千樫の視線に気づいたすずは、恥ずかしそうに説明する。

「……施設では、テレビはダメだったけど、本を読むことは許されてたから。麴町ちゃんにいろいろ買って来てもらって、シリーズとか追っかけてて……」

「なるほどそれでラブコメがしたくて、か……」

「ラ、ラブコメっていうか。普通でいいんだ。年相応の、学校生活。お友だちがいて、好きな人が……いて……みたいな」

「はは、それって氷川と──」

　すずと目が合う。しまった。

　告白してフラれた身としては、別に気にしてないよー感を出して関係の修復を図りたいところだが、今めちゃくちゃ卑屈っぽくなかったか？　気まずい。

　慌てて視線を逸そらした。

「あのっ……俺、ええと……応援すっから。別に市ヶ谷さんが異能兵器でも、あいつは」

　──そうだ。相手があいつだから言える。あいつだったら、応援できる。

　──っていうかあいつには、勝てる気がしねえ……。

「あいつはたぶん、気にしないんじゃねえかな。誰とでも仲良くなれるんだ。たとえそれが異能兵器でも。……たぶん」

「……ん。ありがとう……」

　しばし沈黙が流れて、すずが思い出したように「お手伝いしてくる」と席を立った。

　千樫はうなずき、その背を見送る。




　──くそ、何が応援するから、だ。近づくための方便かよ。

　千樫はチラと部屋を見渡した。一人暮らしのわりに広い家。引っ越して来たばかりだからか、思っていた以上に家具が少ない。ソファーも勉強机も、スリッパさえなかった。

　ただ、そんな部屋にも緑の葉を広げる観葉植物があったり、ダイニングキッチンの仕切りには小さなサボテンが並んでいる。植物が好きなすずらしい一面を見つけると嬉しい。

　夢にまで見たすずの部屋。しかし千樫は自分の境遇を嘆く。

　やっとしゃべることができたのに。

　やっと部屋に入れてもらえるほど仲良くなれたのに。

　──俺はあの人の敵。あの人のラブコメを阻止する立場だ。卑ひ怯きよう者め。

　すずと話している間中ずっと、ジャージのポケットの中では、すずを気絶させるためのスタンガン〝シーマストダイ〟が握られていた。

　タイミングを見計らって二人きりにならないと──すずを研究所へ連れ戻さないと、自分は死ぬ。何とか隙を見つけなくてはいけないが……アリスが、邪魔だ。




「……ねえ、あいつ一人でブツブツ何か言ってんだけど。キモいね」

　すずがラインアプリをインストールしている間、アリスは流し台からリビングの千樫を眺めてつぶやいた。

「てかまだ帰んないのかなー。晩ご飯、あいつの分も作んなきゃいけない？」

「それは作ってあげようよ……」

　すずは苦笑いで応え、「これでいい？」とスマホの画面をアリスに見せる。

「うん。んで、あたしのＩＤ登録するから。これで電話もできるよー」

　アリスからの最初のメッセージは『よろしくね』と書かれたスタンプだった。

　すずはアリスを見上げ「……うん」とうなずく。

「スタンプで答えなよ」とアリスは笑った。




　ト、ト、ト、ト、ト──。軽快なリズムを刻むアリスの包丁捌さばきに、すずは見とれる。

「桜田さん、上手だね」

「うち妹めっちゃ多かったからねえ。家がやっばい貧しくて自炊ばっかしてたのよ」

「へえ。貧乏って感じじゃないのに。何かもっと……派手なイメージがあった」

「ふふ。そんなことないわ。よく誤解されるけど、本当のあたしはめちゃくちゃ質素で凡庸なんだから」

　刻んだ野菜をボウルに入れ、ついでのようにアリスは尋ねた。

「学校にはいつ来るの？　みんな待ってるよ？」

「……うん」

「氷川も会いたがってる」

「えっ。うん……」

　レタスを手にうつむくすず。アリスは意味ありげに微笑ほほえんだ。

「市ヶ谷さんさ、好きでしょ。氷川のこと」

「え……！　何で……!?」

「わかるよー。わかりやすいもん。あの事件の日さ、エレベーターで氷川やあたしとはぐれたとき、泣きそうな顔してたし」

「うそ……！　してない、よ」

「してたよー」

　にやにや笑うアリスのそばで、すずはモジモジとうつむく。

「……でも、氷川くん、桜田さんのことが好きって……あのとき……」

「んなわけないでしょ。あんなのただの軽口じゃん。別にあの後カレー食べに行ってないし。速攻はぐれたし。だからあたしは応援するよ？　市ヶ谷さんの恋」

「……うん」

「だから早く来なよ、学校」

「うん。でも……学校は……」

　ちぎったレタスを氷水に浸して、すずは手を止めた。

「とある事情がありまして。私が学校に行くと、困った事態になっちゃう可能性が……」

「困った事態って？」

「い、いろいろ……。また……巻き込んじゃう。もう迷惑はかけられないよ──」

「迷惑かけてよ」

　ト、ト、ト、ト、ト──。包丁を握る手を動かしながら、アリスは言う。

「何を悩んでんのかわかんないけど、巻き込んでよ。一緒に困らせてよ。どんなことでもいいから、一人で抱えないで相談してほしいわ。あたしたち友だちでしょ？」

　頭半分背の高いアリスを見上げ、すずは目をしばたたかせた。

「と、友だち……？」

「あ、あれ？　違うの？　あたしはそう思ってたんだけど」

「ち、違わないと、思う……！　ぐうっ……!!」

　すずは胸を搔かきむしり、流し台に突っ伏す。友だち。

　小学生以来、久しく持てなかった関係性〝友だち〟──。

「ええっ!?　どうしたの？　市ヶ谷さんっ!?　気分悪い？」

　アリスに背をさすられながら、すずはくちびるを嚙んだ。

　──桜田さんと友だちになりたい……。

　しかしだからこそ、伝えなければならない。

「迷惑かけてよ」──アリスはそう言ってくれたが、それがまさか行く先々で爆発の危険があるレベルの迷惑だとは思ってもいないだろう。そんなものには巻き込まれたくないと思うのが常人だ。

　すずは新たなレタスをむしりながら、恐る恐る尋ねる。

「桜田さんは、あのっ……異能兵器について、どう思う？」

「え？　何、突然」

　きょとんとして小首をかしげるアリス。

　少し間があいて。すずは緊張のあまり呼吸を忘れた。

　異能兵器に対して、よくない印象を持つものは世界中にいる。

　兵器と呼ばれる子どもとはいったい何なのか──地球人なのかさえ怪しまれているのだから、当然と言えば当然であった。重宝される一方で、世界に終末をもたらす存在として恐れられ、宗教的に忌み嫌われたり、各地で排斥運動が行われたりもしている。

　アリスがそういった思想の持ち主なら、友だちになるのは難しいだろう。

　ドキドキ、ドキドキ──。

　じぃっと見つめる先で、アリスの赤いくちびるが動く。

「異能兵器かあ……。うーん。あたしはあんまり好きじゃないかなあ」

　──終わった……！

　愕がく然ぜんとするすずに、アリスは手を振る。

「ああでも。この間、ある話聞いてからだいぶ印象変わったな。ねえ知ってる？　中国が保有してる異能兵器のこと」

　他の国の異能兵器に関して、そう詳しいわけではない。すずは首を横に振った。

「あたしの叔父さん、よく中国に出張に行くんだけど、土産話がね、いっつも面白いの。この間、異能兵器の話聞かせてくれて。ほら、第三位の」

　第三位──それは五人いる異能兵器を、その危険度順に並べたワールドエンドランキングと呼ばれる順位を示す。その能力値や世界への影響度などからＣＣＯが発表するランキングは、素性の知れない異能兵器の脅威を知る重要な情報の一つだった。

　第一位に近いほど、世界に終末をもたらす可能性が高い異能兵器であるということだ。中国保有の兵器は第三位。ちなみにすずは現在第四位だった。

「叔父さんも又聞きらしいんだけどさ。その第三位の子がどこで生まれて、どうして異能兵器になったかって話。聞きたい？」

「うん。聞きたい」

　アリスが語ったのは、すずと同じような力を持つ異国の少女の物語──。

「中国のとある村に生まれたその子はね、捨て子だったんだって。まだ一人っ子政策がどうとかって厳しかった時代だよ。女の子はハズレだって捨てられちゃうこともあって、そんな子たちを集めてる養護施設みたいなのがあったんだって」

　その少女は、多くの捨て子たちと同様に集団生活を送っていた。貧しくひもじい暮らしだったが、不幸を嘆いている暇はない。姉妹はみな同じ境遇で、それゆえに平等だった。自分の居場所は自分で見つけなくてはいけない。実力主義だ。

　人の役に立てなければ、食事にありつくことさえ難しかった。その評価は施設長であるママが行っており、ゆえに子どもたちは、みなママに愛されようと必死だった。

　──ママ、私を見て！　こんなにキレイに掃除したのよ！

　──ママ、私を見て！　この大きなカボチャは私が育てたの！

「けどその子はね、何も得意なことがなくて、なかなか見てもらえなかったんだって。その子の境遇が一変したのは、八歳のとき。能力を発現したときだったんだよ。知ってる？　第三位の能力」

「……ううん」

「〝体積変化ボリユームチエンジ〟」

　物体のサイズを自由に変えられる能力──。大きくもできるし、小さくもできる。それは自身の体だけに留まらず、パンや野菜など食物のサイズも変化させられるのだという。

　その能力で食物を巨大化させれば、食べるものに困ることはなくなる。

　少女はその力を使い、施設や村の人々を飢えから解放した。

　結果ついた呼び名が、

「〝神の子〟だってさ」

「おお〝神の子〟……」

　何と尊く、おごそかな呼び名。

　すずは自分の能力〝念動力サイコキネシス〟をかえりみる。物を動かして破壊し、月まで壊してしまった自分とは大違いだ。その少女は、貧しい人たちのために能力を役立てた。立派である。

「神の子はママの一番のお気に入りになった。村の人たちからも讃たたえられるようになって、ようやくその子は、自分自身の居場所を見つけられたのね」

　その評判は山を越え、隣村にまで及び、いよいよ中国政府に目をつけられるほどになった。一〇歳になった少女は、高い報酬と引き換えに中国人民解放軍に所属することになる。

　村を挙げての祝賀会が行われた。捨て子の家から軍属となるものが出るというのは、最高の誉れである。少女はおめでとう、ありがとうと手を振られ、英雄として村を出た。

　それからすぐに異能兵器として認められ、様々な実験に協力した。その見返りとして得た報酬は村に送り、貧しかった村はどんどん潤っていった。

　少女は自分の生き方に満足していた。

　軍に身を捧ささげることが私の使命。ママはたくさん褒めてくれるだろう。私を高く評価して、私に居場所をくれるだろう。

　──これが私の天命テイエンミンなんだ。

「ティエン……ミン？」

　アリスがぽつりとつぶやき、すずは目を丸くする。

「ええと、天命。変えられない運命みたいな？　けどね、ある年のお正月、研究所から許可をもらって村に帰省したときなんだけど。その子と再会したママが、ひざまずいたの。その子の仕送りでまるで宮殿みたいになった施設の前で、『これもみな〝神の子〟であるあなたのおかげです』って。『あれぇ？』ってその子は思ったんだって。だってママにそんなお礼言われたって、ちっとも嬉うれしくないんだもの」

　成長した少女はちゃんとわかっていた。ママが捨て子を集める理由を。ママがほしかったのは、労働や資本としての力だ。森や荒れ地に捨てられ死ぬはずだった少女を拾って、家事労働力として使ったり、人身売買の業者に売り飛ばしたりする。

　いわば子どもたちのリサイクル。見せかけの家族ごっこ。

　大きくなるに連れ理解し始めていたが、理解できないふりをしていた。

「……だってその子にとっては、そこが唯一の居場所だったから。だから、何も知らない子どものふりをしていたのね。けどママがひざまずいちゃったから。神の子だなんて呼んじゃったから……急に冷めちゃったんだってさ」

　──ダメじゃない、ママ。ちゃんとママのふりを続けてくれなきゃ。

「その子はお礼じゃなくて、賛辞じゃなくて。ただママに、『おかえり』って言ってほしかったのよ。別に神の子なんかになりたかったわけじゃない。ただ、ママに愛されたかったんだわ。たとえそれが、ウソの愛だったとしてもさ」

「……」

　沈黙が流れ、手を止めてしまっていたことに気づくアリス。

「うわ、恥ずっ。何か語っちゃった。ごめんね、何か」

「ううん。興味深いお話だった。叔父さんにもお礼を」

「その子あたしとおんなじ歳としだったからさ、その話聞いてかなり感情移入しちゃって」

「ええっ!?　私と同じ歳でそんな壮絶な人生を!?」

　それはやばいね、とつぶやいてから、すずは黙々とレタスをむしり続ける。

　氷水を張ったボウルには、すでにこんもりとレタスの山が積まれている。

「……むしるねえ、市ヶ谷さん。そんなに食べられるかしら」

「ね、あの……その子のことだけど。第三位の」

「ん？」

「その子、今はどうしてるかな。今も中国にいるのかな」

「さあねえ。今何してるかまでは……」

　ちょっと考えてから、アリスは曖昧に笑った。

「──でも、きっと今もどこかで頑張ってんじゃないかな。自分の居場所探して、さ」




　　　×　　　×　　　×




　シャアッ──。アリスがカーテンを開け放つと、リビングに眩まぶしい陽光が差し込んだ。ベランダへ続く窓を開けて、空気を入れ換える。

「西日が差すのね、ここ。ちょっと眩しいけど、窓は開けといた方がいいわ。空気を入れ換えるだけでも、気分って上々になるものよ！」

　アリスは鼻歌を歌いながら、キッチンテーブルへと戻ってくる。

　テーブルの一辺には、千樫が背筋を伸ばして座っていた。

「何固くなってんの、辰巳くん。人んちだからって緊張しすぎじゃない？」

「……っせえな。何でお前は自分ちみたいにくつろいでんの」

「ええ？　だって友だちんちだしぃ」

「ご機嫌かよ。気持ち悪ぃ」

「はあ!?　何なのこいつ！　そんな親しくないはずだけど生意気だわっ！」

　すずが、三人分のお茶をトレイに乗せて運んできた。

「大丈夫だよ、辰巳くん。エビは入っていないから」

　千樫の緊張を、エビを警戒してのものだと勘違いしたらしい。

　着席したアリスが、お茶をテーブルに置くすずに尋ねた。

「何？　何でエビ？」

「辰巳くん、エビが食べられないんだよね」

「え、そうなんだ。早く言ってよ。エビづくしにしたのに」

「……何でだよ」

　すずはアリスのそばに座った。千樫の正面に位置する席だ。

　手を合わせたアリスにならって、一同は「いただきます」と声をそろえる。

　料理が得意だと豪語していただけあって、テーブルに並べられた料理はどれもおいしそうだ。湯気を上げる生しよう姜が焼きに、豚バラ大根の小鉢、それから野菜たっぷりの豚汁。すずのむしったレタスサラダは、テーブルの真ん中に置かれてある。

「……豚多くね？」

「ぶひーだっ。豚肉こそ至高なんだからっ。文句言うなら食うなっ」

　アリスはよほどお腹なかが空すいていたのか、生姜焼きをほかほかご飯の上に運び、次々と口に入れていく。見ていて気持ちがいいほどの食べっぷりである。

「意外と……よく食うなこいつ……」

「……だからそんなに育つの……？」

　その大きな胸へ目を細めるすずに、アリスが頰ほおを膨らませながら言う。

「早く食べないと、あたしがぜんぶ食べちゃうよ？」

「わあ、食べるよ、食べる。辰巳くんも食べて」

「お、おう」

　生姜焼きを口に運ぶ千樫に、すずが「おいしい？」と尋ねる。

「あ……ああ、おいしい」

　千樫は視線を泳がせながら答えた。正直味よりも、すずが普段使っているであろう箸を口に入れていることのほうがやばい。箸やばい。おいしい。

　二人のやり取りを見ていたアリスが、豚汁をすすってから訊きいた。

「ねえもしかして辰巳くんって、市ヶ谷さんのこと好きなの？」

　びくり、とすずが肩を跳ねさせ、千樫は生姜焼きを落とした。

「デリカシー！　薄々気づいてはいたが、デリカシーがないな、あんたは」

「……アーハァン。はいはい、なるほどね……読めたわ」

　だからあのとき、氷川はエレベーターに乗らなかったのか──アリスは一瞬にして全容を察し、ニヤアっといたずらな笑みを浮かべる。

「いーじゃん、いーじゃん。告っちゃいなよー？　どうせフラれるだろうけど」

「うっせーもう告ったんだよ。ほっとけ」

「え、そうなんだ。何て答えたの？　市ヶ谷さんは」

「えと……私は……」

　やめろ、やめろ。困ってるじゃねえか。千樫は斜はす向むかいのアリスへ眉根を寄せ、威嚇する。これ以上傷口をえぐろうとするな。ただでさえちょっと気まずいのに、もっと気まずくなってしまう！

「……そうだよねえ、市ヶ谷さん好きな人いるもんねえ。友だちならいんじゃない？」

「う、うん。友だちなら」

「とっ、友だち……！」

　体を仰のけ反ぞらせた千樫に、アリスは尋ねた。

「だってさ。友だちはいや？」

「そんな……ことは……」

　ない。

　友だちなら話せる。友だちなら遊びに誘える。恋をして五年。行方を捜して三年。都合八年を経て告白してフラれ、振り出しに戻ったと思った矢先に数歩進んだ。

「ありがとう桜田。お前、実はいいやつだったんだな」

「おうおう気にすんな。けど君二番目だかんね。一番の友だちはあたし。調子のるな？」

「うっす。お世話んなりやす、姉さん」

　……友だちにはなれた。〝お友だち係〟じゃない、ホンモノの友だちだ。

　が──テレビ男が頭をよぎる。自分はその友だちにスタンガンを向けなければならない身。どうしたって〝お友だち係〟なのだ。

　Ｑの示した三十日までにすずを撃たなければ──と、引っかかるものを感じる。

　三十日……？　その日は期限とは別に何か大切な日としてインプットしていたような。

「あっ!!　じゃ、あの、三十日。次の土曜。友だちとして、どっか行かねえ？」

「えっ……」

「ハイハイハーイ、あたしも行くー」

　すずが答える前に大きく手を挙げたのは、当然アリスである。

「……いや姉さん。あんたは来なくていいんだけど」

「おいっ！　速攻調子のってんじゃんか。あんた付き合えてないんだからね？　何二人きりでデートしようとしてんの、身の程を知りなさい！」

「ぐぅ……！」

「一緒に行こ、市ヶ谷さん。氷川も誘ってさ。水族館のやり直し」

　夏都の名前が出たからか、すずは微かすかにうなずく。

「……あ、でも。やっぱりダメ。また前みたいに……」

「ああそっか。ラティメリアタウンは爆破されちゃったから行けないね。市ヶ谷さん、どこか行きたいところある？」

「え？　ええと……」

　どこへ行ったって自分がいれば危険なのだが、勢いに圧おされたすずはもじもじと答えた。

「浅草、とか」

「渋っ。いいけど、浅草で何するの？」

「浅草……で、木刀買いたい。名前彫ってもらうの」

「えー……。どうすんのよ。木刀なんて買って」

「たたかう」

「たたかう……！　誰と!?」

　二人のやり取りを聞いていた千樫は、小さく笑った。異能兵器であるすずに、木刀など必要ないのでは？　しかしアリスがいる手前、秘密を話すことはできない。

「ホントにいいの？　浅草で」

「……うん。楽しみ」

　アリスに確認され、すずはつい微笑ほほえんでしまう。自分が狙われていることも忘れ、ただ純粋に今度の土曜日──自分の誕生日に、またみんなで遊びに行けると。想像しただけで嬉うれしくて、わくわくして。その、直後だった。

　んふふ、と頰を緩ませたまま──ふらりと脱力したすずは頭を垂れ、生姜焼きの上にべちゃり──顔面をうずめた。

「市ヶ谷さん!?」

　驚きよう愕がくした千樫は立ち上がる。慌ててテーブルを回り込み、すずの肩を起こした。

　気絶しているのか、にへらと笑いながらまぶたを閉じて、がくんと脱力したままだ。

「木刀かあ。誰と戦うのかわかんないけど、いらないよねえ──」

　桜田は静かに席を立ち、テーブルから離れた。

「──素手で月も壊せちゃう、インデペンデンス・デイには、さ」

「桜田……？　何でお前それを……」

　アリスは取り出したスマホを耳に当て、哀れむような目で二人を見る。

「ハア……めちゃくちゃ長い任務だったわ。ここはいじわるな感じで笑っておくべきかしら。『やっと騙だまされてくれたね、市ヶ谷さん。苦労したわ』なんて。大丈夫、殺しはしない。あたしたちの目的は、インデペンデンス・デイの奪取だから」

　千樫とすずから視線を外し、スマホを通して何やら報告するアリス。その言葉は日本語ではない。ラティメリアタウンで聞いたのと同じ、中国語だ。

「うぅ……」とすずが頭を起こした。

「桜田……さん……？」

「うーわ、まじで？　意識あるんだ？　けっこう強めの痺しびれ薬だよー？　頭も体も痺れて動けないはずなんだけど」

「え……と……？」

「騙しててごめんね、市ヶ谷さん。中国保有の異能兵器。ワールドエンドランキング第三位の体積変化能力者〝アリス・イン・ワンダーランド〟──それがあたしの正体よ」

「……？」

　ぽかんとする二人に、アリスは肩をすくめる。

「つまり四日前、あなたを水族館に誘ったのは、あなたを奪うための作戦だった。けど紅ホンのやつが失敗しちゃったでしょう？　次なる刺客があたしってわけ。異能兵器が直々に、異能兵器をさらいに来てやったの」

「じゃああんた、あいつらの仲間？　中国人なのか……？」

「そう言ってるじゃない。向こうじゃあ〝神の子〟なんて呼ばれてる存在よ。説明するのもめんどうなんだから、一回で理解してくれない？」

「……いや、そんなもんが隣のクラスにいるわけないだろ。アホじゃん？」

「アホじゃないし!?　簡単に言うとっ。あたしが日本に来たのは月がかじられた直後だった。目的はインデペンデンス・デイの捕獲。彼女の脱走はすぐにリークされてたからね。月を壊してまで自由になりたかったその理由を聞いたときは、耳を疑ったわ」




　──ラブコメがしたいから。




「次の情報が入ったのは夏。どうやらある町のある高校に、超絶ビップ待遇の転入生がやってくるらしいってことで、二学期の開始と同時に転入しといたのよ。ターゲットは情報通り、隣のクラスにやって来た。あとは油断してもらうため、仲良くなるだけ」
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「う……くう」

　すずは痺れた手でテーブルを押し、ふるふると席を立ち上がる。

「ねえ市ヶ谷さん。あなたの天命は、この国を護まもることだった。あたしの天命が中国を護ることであるようにね。あなたを失った日本は失墜し、間違いなく中国には刃向かえなくなる。こんなことになったのは、あなたのせいだわ。あなたが日本を貶おとしめたのよ。ラブコメがしたいだなんていう、まったく理解できないわがままのために」

　すずは垂れた前髪の隙間から、アリスを見つめる。

「……ハア、ハア、ハア」

「さようなら、市ヶ谷さん。お友だちごっこも、まあまあ楽しかったわ」

　肩で息をし、頰ほおを赤く上気させながら──「私もだよ」とすずは笑った。

「……私も、楽しかった。だから嬉しい。すごく。すごく、嬉しい」

「……はあ？」

　すずはアリスに近づこうとしてつんのめり、駆け寄った千樫に支えられる。

「友だちになりたいって思った人が、同じ異能兵器だったなんて、すごい。すごすぎる奇跡だよ。私の正体知ったら、いくら桜田さんでも、友だちになんてなってくれないんじゃないかって、心配だった……。けど、桜田さんも異能兵器なら──」

「何言ってんの、だから友だちのくだりが全部ウソなんだってば！　最初から違うの。友だちになろうって近づいたのも計画のうちなの。頭朦もう朧ろうとしてんじゃないの!?」

「いいよ、それでも。嬉しかったんだ。ウソだとしても、友だちって言ってくれた。私の恋を応援するって言ってくれたよ。私にとっては、嬉しいんだよ……！」

　すずは笑みを浮かべたまま顔を歪ゆがめ、声を荒らげた。

「私には──たぶん、私たちにとっては、誰かに受け入れてもらえるってことがすごく贅ぜい沢たくで、すぎた望みで、とてもまぶしく感じてしまう。桜田さんだってそうでしょう？　桜田さんだって、ウソでもいいから、ママに愛されたかったって言ってたじゃんかっ」

「あんたと一緒にしないでよ!!」

　すずを睨にらみ返かえしたアリスは、ずいと一歩前に出る。

「さっさと眠ってくんない？　すぐに連れてってやるから──」

　アリスの視線を遮って、すずをかばうようにして前に立ったのは千樫である。

「やっぱアホじゃん、あんた。目の前で誘拐なんかさせるかっつうの」

「……ねえ辰巳くんも食べたよね、生しよう姜が焼き。何でさっきからのびのび動いてんの」

「知らん。普通においしかったからなあれ。ごちそうさま」

　間違いなく、体に移植されたナノＱが毒を中和してくれたのだろうが、ビビらせておいたほうが有利だろうと思い黙っておく。

「ウソでしょ……？　意味不明なんだけど」

「言っとくが、容赦しねえからな俺は。女にも」

「……ふ。知ってるわ。女性工作員も殴り倒したんだもんねえ？　エレベーターでは」

　先に踏み込んだのは千樫だった。

　先手必勝。いくら異能兵器とは言え、相手は女子高生。一発でも殴って怯ませて、またあのときのように動けないすずを抱き上げ逃げる作戦──のはずが。

　パシン、と千樫のこぶしは手の平でいなされる。続いて突き出す左、右。ヤンキー時代に培った息もつかせぬ連撃を、アリスはたやすくいなしていく。パチ、ペチ、パシン──。

「何だてめえ……強えのっ!?」

「当然でしょ、こちとら一〇歳んときから軍属なんだから。ある程度の武術は習得してるって」

　こぶしや膝を繰り出しながら、千樫はある不思議な現象に気づいた。アリスの顔やアリスの手。その身長、その肩幅。戦う相手の体が、徐々に大きくなっているような気が──。

「ちょっ……え？　お前、何かデカくねっ……!?」

　天井すれすれにまで巨大化したアリスの手が、千樫の手首を握った。

　千樫はそのまま腕を吊つられる。デカいぶん、アリスの力は増している。腕を摑つかまれ、露あらわとなった千樫のボディへ、アリスの手の平が張り出された。

「おぶっ……！」

　掌底──どころの衝撃ではなかった。胸骨の軋きしんだ音と同時に息が詰まり、気がつけばコンクリートの壁に背を打ちつけている。千樫はがくんと膝をつき、うつぶせに倒れた。

　その背に、巨大な足が乗せられる。

「あんた元ヤンらしいじゃん？　ケンカ慣れしてるってことも知ってる。容赦しないわ」

「ぐ……ごふ……ぅふぅっ……！」

　腕を立てようとしたが、力が入らない。

　力尽きた千樫の横顔を、アリスは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて見下ろした。

「っていうか、もう終わり？　大したことないのね。チビ男お」

　瞬間、アリスのそばに吊つるされていた電球が弾はじけ、「きゃっ」と顔を背けた。

「……桜田さん。私やっぱり、学校に行くよ」

「え？　学校？　もう行けないわ。あんたは中国に連れてかれるんだから」

「ううん、今決めた。絶対に行く。だから、連れていかれるわけにはいかない。だから、抵抗するね。精一杯。んで、桜田さんを倒す」

　向き直ったアリスに、すずは微笑んだ。

「そして一緒に、学校行こう」

「……はあ？　あんたまさか、まだあたしを友だちだと思ってんじゃないでしょうね。何度言ったらわかるの？　あれはウソだったって──」

「うん、全然ＯＫ。だからこれから友だちになろ？」

「はあっ……？」

　巨大アリスは眉根を寄せる。言葉が通じない。イライラする。

「言っとくけどっ。あたしだって最初はあんたとしゃべるの、普通に楽しみにしてたんだから。同じ異能兵器なら、仲良くなれるかもって。なのに話は嚙かみ合あわないし、着こなしダサいし、教室でいきなりサボテン育て始めるし。近づくのにどれだけ苦労したことか……そうよね。あたしたちは同じじゃない。生き方や育ってきた環境が違うんだもんね。期待したあたしがバカだった」

　大きなため息をつく大きなアリスに、すずは憤慨する。

「だからっ、話し合おうぜって言ってんだよ。わからず屋！　厚化粧！　おっぱい星人!!」

「わからず屋はどっち!?　不思議ちゃん気取り！　サボテン女！　レタスむしり女!!」




　──一体何を言い合っているんだ……？

　千樫はアリスの後ろに転がったまま、人知れず吐血する。

　食らったダメージが思いのほか大きく、内臓の修復はまだ終わらない。体が動かない。

　すずが狙われているのなら、自分が動かねばなるまい。薬を盛られたすずは今、満足に能力を発揮することもできないはずだから。

「ふんっぬぅぅぅうう……！」

　腕立ての要領で体を起こす。が、次の瞬間──千樫の体はまるで突風にでもあおられたかのようにふわりと舞い上がり、再び壁に激突した──「ぐふぅっ……！」吐血。




「あたしたちが普通に学校なんか通えるわけないでしょう。ラブコメって何、舐なめてんの？　国を護ること、それが宿命なの。覚悟決めなさい!!　異能兵器なのよ!?」

「知るかそんなもん、だよ。天命とか宿命とか、そんなもん私たちならぶっ壊せる！　何だって自分たちで決められるんだよ。だって、異能兵器だもん！」

　すずはアリスへ腕を伸ばし、念動力でその動きを封じ込めようとする。しかし痺しびれた脳ではコントロールが効かない。

　腕を交差して体を護るアリスの周りで床板が剝はがれ、テーブルが弾かれ、窓ガラスが割れ──千樫が壁に叩たたきつけられた。

　──薬の効きが弱い……もしかして、研究所で耐性つけられたの……？

　アリスは部屋を駆けながらスマホを耳に当て、母国の言葉で叫んだ。

『捕獲対象沈黙せず！　毒耐性があるみたい。作戦の練り直しが必要だわっ』

　瞬時に体のサイズを元に戻して、飛んできたテレビを屈かがんで避よける。

　皿やナベ、リモコンや漫画やライトノベルを紙一重で避ける。一刻も早く、この忍ばないポルターガイスト現象のような嵐の中から逃げ出したい。

　撤退するわっ！　とアリスは電話口に叫んだ。

『あたしの〝体積変化〟は〝念動力〟と相性悪いんだから！　能力封じ込められないんならムリっ!!　作戦は失敗だわっ!!』

　しかし電話口の声は、──紅熊猫ホン・シオンマオの声はアリスの要求をはねつける。

『次はないわ、アリス。ここで作戦を終了させるの。ここでっ、インデペンデンス・デイを奪取するのよ！　薬が効かないんなら、殴ってでも連れて来なさい！』

『……殴ってでも？　だからムリだって言ってんじゃん』

　念動力に弾かれたベッドが、激しく回転しながらアリスへと迫った。

　瞬時に体を大きくしたアリスは、スマホを耳に当てたまま、もう一方の手を前に出す。ずん、と衝撃を辺りに散らして、迫り来るベッドを摑んで止める。

　そのベッドが、アリスの手の中でシュルシュルと縮んでいく。フィギュアのように小さくなったベッドを、ぎゅっと握り潰した。

　視界の開けたリビングに、すずが立っている。つつ、とその鼻から血を垂らして──。

　何だ、効いてんじゃん、薬──とアリスは薄く笑う。変な子。読めない子。あの子は、正体を明かした自分と友だちになりたいなどと言う。一緒に学校へ行きたいなどと言う。

『……ムリよ。だって、想像しちゃったんだもの』

　すずと学校に行く自分を。国の期待や天命──今ある自分の居場所を捨てて、まるで普通の子のように学校へ通う毎日を。

『……ちょっと楽しそうかもって、思っちゃったんだもの。もうムリだわ。あの子を殴るなんて。今そんな気分じゃないっ。帰る！』

『落ち着きなさい、アリス。あまり困らせないで』

『やだもう帰る。やってらんない。あたしは帰るわっ！』

『バカな子……あなたの癇かん癪しやくは想定済みよ。あたしたちには試作一四号の準備があるわ』

『え……？』

　ベラベラベラベラ──。

　突如、開け放たれたベランダから、独特なエンジン音が鳴り響いた。

　リビングから振り返ったアリスは、ベランダの上空に戦闘ヘリを見る。開かれたヘリのドアの向こうで、スマホを手に赤い髪を躍らせているのは、紅だ。

『失敗はもう許されないの。あたしたちはあなたの離反を想定して、戦線を離れるようなら一四号使用の指示を受けている。だから言うことを聞いてちょうだい……!!』

『いっ……』

　アリスはキツく赤い髪を睨みつけた。

『嫌だって言ってるでしょ！　ふざけんなっ！』

『警告はしたわ。残念よ、アリス』

　紅のそばに屈んでいた兵士が、構えていたライフル銃を発射した。

　銃弾が腕を交差したアリスの肌に刺さる。それは鋭い注射針──アリスの体内に注入されたのは、ニンニクエキスである。




　──説明しよう。

　幼少期の貧しさから何でもおいしく食べて育ったアリスだったが、ただ一つだけ、ニンニクだけがどうしても苦手だった。主張の強すぎるあの味、口内に染みつくあの臭い。食べると体がムダに興奮し、頭はくらくらとして発熱することさえあった。

　ニンニクはアリスの思考を奪う。

　そこに目をつけたのが、アリス・イン・ワンダーランドを研究する中国の軍事兵器研究者たちである。幾度も実験を繰り返し、ある一定量のニンニクエキスをアリスの体へ注入すれば、その意思をコントロールできるという可能性を見つけた。

　ただし、その精度は未いまだ未知数。

　過去一三回におよぶ試験では、たしかに意識を朦もう朧ろうとさせたアリスは、近しい人間の単純な命令であれば素直に従うものの、確実にその意思をコントロールするにはいたっていなかった。

　ただ、今一歩なのだと計算式を示す研究者もいる。「次の段階まで濃度を高めれば、確実にコントロールできる」──と。それこそが、今放たれた試作一四号である。




「くっ……なんっ、でっ、まじでっ……？」

　──ズン、ズン、ズン……。

　背中を丸め、目を充血させたアリスの体が、徐々に巨大化していく。着ている制服ごと、握っているスマホごと──。先ほどよりも大きくなったスマホから、紅の声がする。

『聞こえるわね、アリス。我が国の誇るその力、見せてやりなさい。あなたの天命は……わかっているでしょう？　目の前にいるその子。インデペンデンス・デイの捕獲──』

『……くふうっ、る……さいっ。わかってる』

　屈んだ状態で巨大化するアリスを、すずは驚きよう愕がくの表情で見上げる。

　いまやすずの胴をもへし折れそうなほど大きくなった手が、目の前に迫った。

　すずは念動力でその手を押おし退のけようとする──が。アリスは腕力だけで念動力を弾き、すずをキッチンへとぶっ飛ばした。

「うあっ……」

　破砕音と舞い上がる粉ふん塵じん。じゃぐちが取れ、水道管から勢いよく水が噴き出す。

　アリスは血走った目ですずの姿を捜した。

「ふうっ……はあっ。あつうっ……」

　白い肌は赤く染まり、体中から湯気を放っていた。意識が朦朧としている。いまやアリスは、すずを求めて彷徨さまよう巨人と化している。

　次の瞬間、アリスの両腕が、自分の意思とは関係なく体へと巻きついた。

「きゃっ……！」

　まるで両腕で体を巻かれるように、巨体がギリギリとねじられていく。

　粉塵が霧散して、すずのシルエットが露わになった。肩や裾の破けたセーター。伝線して穴の開いた黒タイツ。すずはアリスを睨にらみつけ、両腕を前へ突き出している。

　巨大な体を、直接念動力で拘束しようというのだ。

　舐めるな、とアリスは体に力を込め、自分を抑圧する念動力に抵抗した。

「ぐるるるるる……！」

　ねじられる体とは、反対方向に力を込める。

　負けられない──し、負けたくない。

　インデペンデンス・デイは一二歳のころにその力を発見され、以降は研究所でぬくぬくと温室暮らしをしていたと聞いている。一方で自分は捨て子の貧困街育ち。一〇歳で軍属となり、異能兵器として戦闘のいろはを教えられた。

　愛だの恋だの友情だの。そんなものアリスの人生には必要なかった。そんなことよりもより多くの実験に従事し、より多くの戦闘技術を学ぶほうが重要だった。自分の能力を磨くことでやっと得ることのできた居場所を、いとも簡単に「ぶっ壊せる」なんて言ってほしくない。

　そしてそんな言葉に、少なからず動揺してしまった自分が許せない。

　どうして揺れるの？　それじゃまるであたし、我慢してきたみたいじゃない。選択を間違ったみたいじゃない。まるで生き方を──失敗したみたいじゃない。

　──許せない。あたしのこと、これっぽっちも知らないくせに……！

　ラブコメがしたいなどと。そんな生ぬるいことを言う子なんかに、負けたくない。

「ぬぬぬぬぬっ……！」

　歯を食いしばり、顔を赤くして、念動力に耐えるアリス。ねじられ体に巻きつく腕を、力ずくで元に、戻すっ──！

「ぬああああああっ……!!」

　全力を以もつてしてすずの念動力を弾はじいた──やった、勝ったざまあみなさい。温室育ちのあなたとは、能力の質が違うのよ──と、その刹那。アリスによって弾かれた念動力は、アリスの着ていた制服や下着をも巻き込み、部屋に破けて飛び散らせた。

「……は？」

　部屋に散る巨大化した衣服のきれはし。

「わあ」と弾かれた勢いで吹き飛ばされるすず。

　一瞬何が起きたのかわからないアリスは目を丸くして、パンツ一枚とハイソックスだけを残した自分の姿に気づく。

「きっ、きゃあああっ……！」

　リビングに伏せて背中を丸め、前面を隠す巨大なアリス。

　──ズン、ズン、ズン……。

　恥ずかしさのあまり頭は冷静さを取り戻したものの、その体はいまだニンニクエキスによる暴走が続いている。上限を知らないまま、どんどん大きくなっていくアリスの裸体。

　いよいよリビングでは収まりが効かなくなり、丸めた背が天井をこする。

　ミシミシミシ……──。

「ハア、ハア……！　やばいっ……!!　これ、止まんないっ」

「お……おお……？」

　興奮状態のまま大きくなっていく少女を、すずはただ呆ぼう然ぜんと見上げるしかなかった。
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　ベラベラベラベラベラベラベラベラ──。

　内部から倒壊し始めたすずの一軒家、その上空にて。

　赤い髪を強風になびかせて、紅はヘリの内部から眼下を見下ろしていた。

　片腕は三角巾で吊つられ、片足はギプスで固定されている。包帯で包まれた右手などは、何かを摑むことすら適わない。ラティメリアタウン襲撃の際、すずとの戦闘で負傷したものだ。本来なら、外出さえ止められるほどの重傷。しかしインデペンデンス・デイを奪えないまま、本国への帰国は許されない。

　紅は操縦席へ向かい、操縦者のそばにある無線機を使って状況を報告する。

『試作一四号の影響は想定を超えています！　アリス・イン・ワンダーランドは予測数値を超えて巨大化中──おおよそ七メートルから、八メートル。なおも巨大化中。意思の疎通は可能ですが、能力のコントロールが利いていないと見られます──』

　無線機からは、しわがれた男の声が返ってくる。冷静であるものの、いら立っている様子がその声色から伝わってくる。

『意思の疎通が可能であれば問題ない。都内へ向かわせろ。都庁かスカイツリーか──何でもいい。東京を象徴する何かを破壊させるんだ』

　紅たちの背後にいる中国政府は、アリス・イン・ワンダーランドを中国マフィアに強奪されたと発表している。自分たちは無関係だと──国VS国という構図を避け、衝突せずしてインデペンデンス・デイを奪取しようというのだ。

　紅の部隊を仮想敵に見立て騒ぎの責任を押しつけ、被害者ヅラして日本に協力を申し出るつもりでいた。そのためには、アリスによって破壊された東京の復興に、中国側が貢献できるような状況が好ましい。私たちは敵ではなく味方だと──インデペンデンス・デイを奪いながら、日本にそう取り繕うために。

『スカイツリーでも破壊できれば、我々の手で再建される次のタワーは友好の象徴となるだろう。お前たちは東京破壊の混乱に乗じてインデペンデンス・デイの奪取を完遂しろ。いいな』

『はっ……！　ただ、意思の疎通は可能ですが……アリスが言うことを聞いてくれるか』

『そのためのお前だろうが。アリス・イン・ワンダーランドを手て懐なずけられないのなら、一介のマフィアとしてそこで死ぬか？』

『いえ……。了解……しました』

　紅は操縦席から眼下を見た。まるで悪夢のような光景に息を吞のむ。

　四角い一軒家。そのベランダから、巨大な腕が突き出ている。斜陽を浴びて、何か摑つかむものでも探しているかのように、フラフラと動いている。

　──ゴゴゴゴゴゴゴ……。

　やがてその屋根が割れ、巨大な少女の背中が姿を現した。崩れた瓦が礫れきに屈かがみ込む裸の少女。立てばその身長は、すでに一〇メートル近くになっているだろう。

『……アリス。……あなたなぜ、裸なの……？』

　体積変化能力は、触れているものの体積を変える力。身につけている衣服や小物も体と比例して大きくできるはずだが、アリスは制服を身につけていない。

　突如現れた裸の巨人に人々が声を上げる。近所の家々ではベランダや外階段、庭などにも住民たちが現れ、閑静な住宅街が騒然とし始めた。

　紅は操縦席を離れ、スマホに声を上げる。

『聞こえる、アリスっ！　都内へ向かいなさい！　スカイツリーを破壊するの』

　返事はない。

　巨大なスマホを手にした巨人は、無言のまま通話を遮断した。




　　　×　　　×　　　×




「むりっ……！　むりむりむり、むりだからこれええーっ!!」

「ん……うぅん……？」

　上空から降る絶叫を聞いて、千樫は目を覚ました。いつの間にか気絶していたようだ。ナノＱのおかげか、体の痛みはなくなっている。口元の血を拭う。

　体を起こすと野外だった。吹きすさぶ風にぶるりと身を震わせる。

　砕けた瓦礫の散乱する荒れ地に、夕ゆう陽ひがさしていた。

「あれ……？　たしか俺……市ヶ谷さんの家に……」

　振り返ると、パンツとハイソックスだけを身につけた巨人がしゃがみ込んでいる。

　屈んでさえ二階建てに匹敵するであろう大きさの桜田アリスが、腕で胸と下半身を隠し、涙ぐんでいる。

「え……？　な……何これええええ!?」

「むりだってばあああああああっー!!」

　千樫に気づいた巨大アリスは、「やああっ」とスマホを握ったまま前屈みの状態で立ち上がった。ただ立っただけなのに凄すさまじい迫力。千樫の体全部が、アリスの影に隠れる。

　逃げるように去っていくアリスの巨大な尻を、ぽかんとして見送る千樫。

　そのジャージの裾をつまむものがあった。

　振り返ると、大きなキャスケットを深くかぶったすずが立っている。

「ご、ごめん……辰巳くん。桜田さん追ってくれないかなっ……！　私、もう限か──」

　ジャージをつまんだまま、ふらりと倒れそうになるすず。

　千樫は慌てて膝を曲げ、その体を支える。「ごめん」とうつむくすずの顔には、鼻血を拭いたあとがあった。

「追うのはいいけど市ヶ谷さんも行くのか？　体が……今は寝てたほうが──」

「私は大丈夫……。本当に、申し訳ないんだけど……あの、お……おぶってもらってもいいかな。目立つかもだから、一応これかぶって」

　すずが差し出したのは、ニット帽だった。首までかぶれば、目と口元だけ穴の空いたマスクのようになるニット帽。たしかに顔は隠れるが……何か銀行強盗みたい。

「それ……市ヶ谷さんの？　私服すごいね……どこで買うのそんなの」

「ヴィレバンだよっ!?」

　おしゃれでしょう!?　とばかりにドヤ顔で答えるすず。ぽかんとする千樫に気づく。

「あ、キャスケットがよかった？　だったら交換して、これを……」

「いや。市ヶ谷さんにこんなのつけさせらんないわ。俺がかぶるわ」

　観念して千樫はニット帽をかぶり首まで沈める。見通しがよかった。




「うううう……何なのこれ、[image: ][image: ][image: ][image: ]ゴ[image: ][image: ]……!?」

　巨大アリスは人目に怯え、比較的背の高いマンションとマンションの間に身を縮めていた。しかし巨体を隠すには心こころ許もとない。一刻も早く元のサイズに戻りたいが……どうしても体が元に戻らない。大きくなるのと同様に、小さくなるのも造作ないはずなのに……ニンニクエキス一四号のせいで、体が言うことを聞かない。
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　巨人の出現に、近辺はパニック状態に陥っていた。

　子どもを抱いて階段を駆け下りる主婦、ベランダから身を乗り出してスマホを向ける学生たち。次々と野次馬が現れ、トップレスの巨人を見上げる。

　けたたましいサイレンを鳴らして集まってくるパトカー。その向こうから、キャスケット女を背負った、銀行強盗が走って来る。

「ウソでしょ!?　あいつら、追いかけてきた……!?」




「あっちにジャンプして」と千樫の背ですずが指差したのは、マンションの屋上である。

「おし、任せっ……いや待ってくれ。さすがにあそこまでは跳べない」

「補助するから。コントロールはまだうまくできないけど、補助くらいなら──」

「お、おう……？」

　よくわからないまま、千樫は思いっきり飛び跳ねた。

　瞬間、その体はふわりと浮き上がり、無重力状態となる。まるで宇宙飛行士が月を探索しているかのような──大量の風船で吊られているような浮遊体験のあと、千樫は目的地である屋上に着地する。

「お……おおう……すげえ」

　ここからなら巨大アリスを見下ろすことができる──と、思いきや。

　アリスは立ち上がって走っていく。

「ごないデ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」

「待って……！　桜田さんっ!!」

　千樫はすずの指示に従い、マンションの屋上から眼下の屋根へ飛び降りる。

　そこからまた別の屋根へ。ジャンプを繰り返して、巨大アリスを追いかける。

　とある家の屋根から、住宅地を遠くまで見通せた。周りの屋根よりも身長の高くなってしまったアリスは、目立ちすぎていて見失いようがない。

　屋根を飛び移りながら併走していると、アリスの握る巨大なスマホが大音量を夕空に響かせた。

　足を止めたアリスは一方の腕で胸を隠しながら、スマホの画面を見下ろし立ち尽くす。

「電話に出て……。桜田さん」

　すずは千樫の背でスマホを握り、祈るようにつぶやく。

　しばらくして、アリスは意を決したようにスマホを耳に当てた。

『……[image: ]じ[image: ]じ』

「もしもし大きい桜田さん？　どこへ行くつもりなの」

　ぐすっと涙ぐむ声は、すずのスマホを通して千樫の耳にも届いた。

『わがんない[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。もう追って来ないでえっ』

「追うよ。どこまでも追う。だから逃げようとしないで」

『ひどい……ひどずぎる……うあああああああん……』

　──バタバタバタバタ。

　どこからかヘリコプターが近づいてくる。千樫は辺りを見渡した。丸みのあるあのヘリは、おそらくマスコミのものだ。二機か、三機か……ヘリのエンジン音は重なって夕焼け空に反響し、四方八方から聞こえた。

　東京に突如現れたトップレスの女巨人──マスコミがそんなスクープを見逃すよしはない。人の目は時間とともに増えていくだろう。巨大アリスは好奇の視線にさらされたまま、羞恥に耐え続けなければならない。

『どうじだら、あだじっ……もうっ……』

　アリスは胸を抱いて道の真ん中でしゃがみ込み、動かなくなってしまった。

「桜田さん、ここにいちゃダメだよ。隠れなきゃ」

　答えないアリスの代わりに、千樫が尋ねる。

「……あんだけ大きい体隠せる場所って……体育館とか、倉庫とかか……？」

「どこまで大きくなるのかわかんないから……結局また天井突き破っちゃうかも。桜田さん、わかる？　限界どこまでか」

『……わがんないれす……どごまでも大ぎぐなれそうだったがら……試す場所さえながったくらい……インフィニティれす……。ちなみに小さくなるのもインフィニティ……』

「どこまでもって……さすが異能兵器だな。規模がでけえ……」

　すずが顔を上げ「海に出るしかないね」と提案した。

「深いところまでいけば、かなり隠れられるでしょ？」

「なるほど。こっからだと……東京湾辺りか？」

「……念動力で運べればいいんだけど、今の私にあんな大きい人運ぶ力はない。走って向かわなきゃ」

「いや、ちょっと待て……ここ板橋区だぞ？　東京湾は山手線の向こうだ」

　千樫は、頭に東京都の地図を思い浮かべた。

「真まっ直すぐ最短距離で向かうとしたら、都心を突っ切ることになる。めちゃくちゃ皇居の方角だぜ。皇居に向かう巨人なんて、自衛隊とか米軍とかがガンガン攻撃してこないか？　まあ、ここにいてもミサイルくらい飛んで来そうだけど……」

『[image: ]わぁぁあん、ミサイル[image: ][image: ][image: ][image: ]……!!』

「うっせえよ、泣くなっ！」

　すずのスマホを通して聞こえる大きな泣き声に、千樫は顔をしかめる。

「遠くてもいいなら、茨城方面か神奈川方面とか……？」

「街を通るのはダメ。何も壊しちゃダメだ。誰も殺しちゃダメなんだよ。茨城も神奈川も、人の多いところは避けなきゃ」

「さすがに何も壊さないってのは……難しいんじゃないか……？　あれだけの大きさで被害〇ゼロってのは。まだデカくなるんなら、一歩が道路の幅越えるかも知れねえし……戦闘機とか戦車来たら戦わねえと……」

『だだが[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!』

「うっせえ泣くなって！　お前強えだろうが！」

「……でも、ダメなんだ。敵になっちゃ。人の敵になっちゃったら──」

　すずは言う。まるでそれが当たり前であるかのように。

「──学校に戻れなくなる」

「……え？　学校？」

　……戻す気でいるのか？　ここまで派手に目立ってしまった桜田アリスを？

「うん。だって決めたんだ。一緒に学校行くって。いいよね、桜田さん。だから素性もバレちゃだめ。胸より顔を隠すことを優先して。それから絶対に誰も殺さないで。殺しちゃったら、日常に戻ったとき笑えなくなるから」

　すずは巨人を見据え、スマートフォンを手に語りかける。

「何とか乗り切ろう。がんばって桜田さん。ぼくがいるよ」

　しばらく沈黙があった。

　巨人はスマホを手に屈かがんだまま、ぽつりと答える。

『……ぐずっ。うん……がんばる……』

「うん。私と辰巳くんは何とか顔を隠して行動するけど……桜田さんサイズの顔を隠すのは難しいね……何かないかな」

「あ、顔バレ阻止優先ならさ、パンツ脱いで頭からかぶったら？」

『バカなの!?　それあたし誰一人殺さなくったって笑って日常に戻れないからねっ!?』

　すずのスマホを通して、アリスが叫ぶ。

　いつもの調子を取り戻したようで、少しばかり安心する。

「とりあえずこっから離れねえとだよな。街を避けるとなると……山側か？」

　埼玉から群馬に入り、新潟へ抜けて日本海へ……一体何キロ歩けばいいのか。先を考えると不安しかないが──と屋根から周囲を見回した千樫は、〝なかいた〟と書かれたアーチを見つけた。

　中板橋商店街。飲食店や小売商店が多く向かい合い、普段なら人通りの多い商店街も、今は巨大アリス登場により閑散としていた。

　千樫はその商店街の先に光明を見る。

「……川だ。桜田、商店街を抜けるぞ」




　商店街に垂れる数多あまたの電線は、すずが念動力を使って持ち上げた。

　その下を、四よつん這ばいとなったアリスが顔と胸を隠しながら這っていく。

　脇道に避難していた人たちが、巨人にスマホを向けていた。

「お嬢ちゃんがんばれえ」とおじさんに声をかけられて、涙目のアリスは「アアッ!?」と威嚇する。パン屋から出てきたおばさんが、これ持っていきなさい、とパンをくれた。

「いらないんだけどっ!?　今それどころじゃないの見てわかんないかなっ!!」

　巨人にも優しい町、中板橋。人を食うわけではないとわかると無遠慮に近づき、ぺちぺちと太ももを叩たたくものまでいた。

「ちょっと、触んなっ！　あっちイケッ……！　ウガ[image: ][image: ][image: ][image: ]ッ……！」

　気のいい人たちを威嚇して散らしながら、アリスは這い進んだ。

　数百メートル進んだ先に、石神井しやくじい川がわが見えてくる。

　水深が浅く、幅のそう広くない川ではあるが、陸より一段低くなったところに流れてるため、両岸を塀で囲まれている。二階建て住宅を優に越える身長となってしまったアリスには、ちょうどいい目隠しとなるだろう。

　アリスは胸を隠しながらゆっくりと塀をおり、その水面に飛沫しぶきを上げた。

「このまま川を下れば、隅田川に合流するはずだ。いけるぞ、桜田」

　一度すずを降ろした千樫は、スマホでマップを確認しながら伝える。

　隅田川から、さらに大きな荒川へ移る。東京湾はその先だ。




　　　×　　　×　　　×




　橋はくぐって進んだ。アリスは少しずつ大きくなっており、それはいくつも乗り越えなければならない橋と比較すると顕著にわかった。

　川が一時地下へ隠れてしまう王子駅では陸に上がり、人や車や電線に気をつけながら線路を横切る。アリスは小走りで石神井川を下り続け、ついに水深のより深い隅田川へ出る。

　木枯らし吹きすさぶ十一月下旬。アリスの体はヘソの下まで水に浸つかった。

『ヅベダアアアァァァァアッ……!!』

「我慢しろよ、自業自得だ」

「走ってれば慣れるよ、がんば」

　隅田川に架かる首都高速道路。そのへりに立ち、すずと千樫は水面を割って進むアリスを見下ろす。

　雲を散らした夕空は、茜あかね色いろと群青がきれいに混じっている。東の空はもう薄暗かった。じきに夜がくる。水温はだんだん低くなっていくだろう。

　千樫はアリスの体力が少々心配になった。

「大丈夫か、桜田。行けるか？」

『イゲるわげないでしょッ!?　もう帰るううっ……!!』

　すずの電話口から聞こえてくるデスボイスは頼もしい。

「よかった。元気じゃねえか」

『あのぎれいなうみにがえるのオオオッ……!!』

「もう立派な大怪獣だねえ……」




　二人に激励されながらアリスはぐんぐん隅田川を下り、途中でそばを流れる荒川へと移った。隅田川よりも都心の外側を流れている大きな川である。進むのに障害となる橋も、隅田川に比べればまだ少ないはずだ。

　東京一の長さを誇るだけあって幅が広く、水深も隅田川に劣らないだろうと思われた。しかしその水面は、ざぶんと川へ身を躍らせたアリスの太もも。

　アリスは明らかに成長している。

『……ザブイイィィィ……』

「おい、鳴き声小さくなってんじゃねえか。弱ってんな」

「体力があるうちに海へ出なきゃ。ヘリコプターも増えてきたよ」

　千樫はすずを背負い念動力サポートを受けながら、荒川沿いの首都高速を跳ねるようにしてアリスと併走する。車は一台も走っていなかった。電光掲示板には封鎖中とある。間違いなく、アリスの接近による影響だろう。

　街にはサイレンや避難放送が流れ、頭上を戦闘機が飛んでいく。車は走っていなくても、東京中がざわざわと落ち着かない雰囲気に包まれていた。

　どこからか現れた陸上自衛隊の戦闘ヘリが、荒川を進むアリスに近づいてくる。

『未確認体に交渉願います。会話は可能ですか。こちらの言葉がわかりますか──』

　目的は何ですか。あなたは異能兵器ですか。敵意がなければ手を挙げてください──。日本語の他にも、英語と中国語で同じ質問が繰り返された。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……！」

　デスボイスで威嚇するアリスに、すずがスマホを通して言う。

「無視だよ無視。大丈夫、こっちから攻撃しない限り何もしてこないから」

　さすがに自衛隊とやり合ったことがあるだけあって、いろいろと熟知している。

　アリスはすずに言われた通り、周りの声を無視して進み続ける。

　遠くに光り輝くスカイツリーが見えた。その手前には、逆光でシルエットの浮き立つ巨大な女の子。何とインパクトの強い光景だろう。ポストカードにしたら売れそうだ。

　灯あかりの灯ともり始めた街並みを横目に、いくつもの橋を越えた。体が大きすぎてくぐれなくなってからは、跨またぐために陸へ上がる。荒川は河川敷が広くて助かった。

　東京湾まで、いよいよ残る橋はもう二本──。

　川の中央、清きよ砂すな大橋の前でアリスは立ち止まる。三角形を描いて広がるケーブルが二つ橋の上に並んだ、跨ぐには難しそうな橋。

「や……これたぶん行けんな……」

　アリスはつぶやいたあと、ケーブルの作る三角形と三角形の間へ大きく足を広げた。

　橋の上にドバドバとしたたるしずく。封鎖されているためひとけはないが、橋の上から見上げれば大迫力の光景だろう。

　難なく橋を跨ぎ、残る橋はもう一本──と東京湾を見据えたアリスの前に、独特なエンジン音を響かせる戦闘ヘリが一機──。

　ベラベラベラベラベラベラベラベラ──。

　突如現れた他国の戦闘ヘリが、アリスの行く手を阻む。

『戻りなさいアリス！　どこへ行くつもりっ!?』

「紅……」

　足を止めたアリスへ、紅はヘリのスピーカーを通して指示を出す。

　しかしそれは今までと違い、懇願に近かった。

『お願いよアリス。言うことを聞いてちょうだい！』

「……」

　アリスは、深くうつむいて表情を隠す。

『あなたはっ、あなたを拾ってくれたママの気持ちを踏みにじるつもりなの？　親なしのあなたを育てて、居場所を与えた。あなたには今、生きる理由が──あなたにしかできない使命があるわ。それをなぜ今さら放棄するようなまねを。いったい何が不満なの!?』

「うっさあいっ！」

　叫んだのはアリスではなく、清砂大橋で千樫の背から降りたすずだった。

「市ヶ谷さん、中国語わかんの……？」

「これっぽっちもわかんないよ。けど桜田さんの顔見れば、何かしょっぱいこと言われてんのくらいわかる」

　キャスケットを深くかぶり直し、すずは千樫に頭を下げた。

「ここまでありがとう。痺しびれはだいぶ治まってきたよ。まだ指は震えてるけど」

「もう歩けるのか？」

　心配そうに尋ねる千樫に「うん」と大きくうなずき、すずはぴょんと軽快に欄干へと飛び乗った。そして千樫へと振り返る。

「桜田さんピンチみたいだから、ちょっと行ってくるね」

「お、おう……！　気をつけてな」

　身を投げだし、一度欄干の向こうに姿を消したすずは、すぐに空へと上昇した。

「おおっ……！　ヒーローみてえだっ」

　こぶしを突き上げる銀行強盗姿の千樫を背に、すずは解放軍のヘリを見上げる。




　──……家族ごっこは、もううんざりよ。

　顔を上げたアリスは、正面で滞空するヘリを睨にらみつける。

　一方紅は、哀かなしみを湛たたえてアリスを見つめる。

『……残念ね。今度は試作一五号よ、アリス。任務を果たしたらすぐに鎮静剤を打ってあげるから……安心して、暴れてちょうだい』

　言うことを聞かないのなら、聞かせる他、道はない。試作一四号よりもさらにエキスの濃い一五号。紅の合図で、戦闘ヘリの下部からミサイルが発射される。

　白煙を噴出してアリスの巨体に迫るミサイルは、着弾の手前で破裂。中から大量の注射針が弾はじけ飛び、アリスの肌に迫った。対巨大アリス専用の注射ミサイル──。

「……っ!!」

『一本でも食らえば、今度こそあなたの意思は完全に吹き飛んで──何っ』

　しかし無数の注射針は、その巨大な的から軌道を外れて飛んでいく。

　振り返った紅の視界に映るのは、空中に浮かぶすず。キャスケットを深くかぶり、スカートを風にはためかせたまま、両腕を横に広げた異能兵器。

『インデペンデンス・デイっ……！』

「行って桜田さん！　あとは一直線。あの橋を越えればもう東京湾だよ！」

　すずはスマホを耳に当て、アリスへ叫んだ。

「ここは任せて。痺れはもう大丈夫だから、ヘリ一機くらいなら私が──」

　言いながらヘリへ手の平を向ける。すずの念動力を以もつてすれば、墜落させることさえも可能な、はずなのに──。

「……あれ……？」

　ブォン──とヘリを囲むように、一瞬だけ虹色の光彩が輝いた。念動力をぶつけた結果はただそれだけ。見えない何かに阻まれて、すずの力はヘリまで及ばない。

　ヘリの中から、赤い髪を躍らせた紅が高笑いをする。

『残念だったわね。このヘリは〝断動力シールド〟を搭載しているの。ざまあみなさい。撃ち落としてあげるわっ！　インデペンデンス・デェイっ！』

　ベラベラベラベラベラベラベラベラ──！

　ヘリは大きく迂う回かいして、機首をすずへと向ける。収納された注射ミサイルの代わりにヘリの下部から出てきたのは、ガトリングガンだ。

　ダッダダッダダダダダダ──放たれた銃弾から逃げて、すずは夕空を滑空する。

『市ヶ谷さんこそ、ここを離れてっ』

「大丈夫。時間くらいは稼ぐよ。桜田さんは早く東京湾に……！」

　くるくると錐きりもみ回転して急降下するすずを、ヘリは執しつ拗ように追いかける。

『容赦はしない。油断だってもうしないわっ！　蜂の巣にしてでも連れて帰るのよ。しっかり狙いなさいなっ！』

「げっ……激こわだよ、あの赤いおばさんっ……！」

　殺意たっぷりの凶弾が、すずのスカートや髪をかすめて飛んでいく。ダダダダダダ──。

「ぴゃっ……！」

　いよいよ銃弾を腕に食らったすずが悲鳴を上げた。

「市ヶ谷さんっ!!」

　落下する途中で宙に静止したすずは、電話口に微笑ほほえむ。

「大丈夫だよ……掠かすっただけ。桜田さんは、早く──」

『もらったわあっ!!』

　旋回するヘリがすずに迫る。銃口を向け、突撃する──と、サイドに飛んでくる巨大なスマートフォンに気づき急ブレーキ。放られたスマホが川の水面を叩たたいて沈む。

『……アリス。今あなた、あたしを狙ったの……？』

「ハア、ハア、ハア……」

「桜田さん……？」

「……イヤよ、もう、言われるがままなのは」

　肩で息をしながら、アリスはくちびるを歪ませる。

「考えてみれば、あたしずっと言われるがままだったわ。言われるがまま神の子のふりして、日本人のふりして。……家族のふりして。でも、もうやだ。あたしやっぱり、見せかけじゃヤだよ──」

　顔を上げたアリスは、潤んだ瞳でヘリを──その中にいる紅を睨にらみつけた。

「ヤなんだよ、お姉ちゃんっ。あたしは、あたしのために戦ってくれる人を傷つけたくない。たぶんこれは……これだけは本心だわ。たとえお姉ちゃんでもあたしは──あたしの友だちを傷つける人を、絶対に許さないっ……！」

　駆け出したアリスに、紅が叫んだ。

「ママを裏切るの、アリス!?　天命を放棄すればあなたの居場所はなくなるわっ。また拾われる前のように、一人ぼっちになるつもり!?」

「──違うよ。ぼくがいる」

　駆けるアリスの頭上で、すずがとんぼ返りする。

　脱げるキャスケット。すずはスカートをひるがえしながら、両腕を大きく広げる。直後にアリスの足元で水面が沸き立ち、次の瞬間──大量の水が、渦を巻いて跳ね上がった。

　ザッパアアアアアアアンッ──。

　突如発生した巨大な水の竜巻は、アリスの大きすぎる裸体を隠す壁となる。

　胸から手を離し自由を得たアリスは、飛沫しぶきとともにその腕を大きく振りかぶった。

『ひぃっ……!!　退避だっ、退避ッ……!!』

　操縦席に巨大な手の影が落ちる。次々とヘリから飛び降りる乗組員たち。最後に紅が転げ落ちるように空中へ飛び出した──その直後。

「でっかいの見舞っちゃえっ！　アリスっ!!」

「ウラ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ……!!」

　巨大なチョップがヘリのプロペラを叩たたいた。

　衝撃を受けて爆発し、黒煙をまとって高度を下げていく戦闘ヘリ。

　その落下地点は清砂大橋──ガッツポーズを取っている銀行強盗の頭上──。

「あっ……!?」

　気づいたすずが手を伸ばすも遅く。

　ヘリは橋の上に墜落し、さらに大きな爆炎を上げた。




　　　×　　　×　　　×




「ぐぅ……!!　うあああ、うあああああん……!!」

　くしゃくしゃにした顔を袖口で覆い、すずは声を嚙み殺そうと息を止める。しかし涙は滂ぼう沱だと溢れ出てくる。どうしようもない悲しみとともに。

　へたり込む場所は東京湾。海中に体を隠し、頭だけ出した巨大アリスの頭の上。

　今宵は新月。暗い夜空を、無数のヘリコプターが飛んでいた。

「……あたしのせいだわ……。ヘリにチョップしたのはあたしだし……そのヘリがあいつを直撃したんだもの。悪いのはあたしだわ……」

「でも、一緒に桜田さんを追ってってお願いしたのは、ぼくなんだよ。ぼくは、二回もだよ！　二回もあの人を巻き込んで。死なせちゃった……」

「……あんたのことが好きで、あんたの役に立とうと頑張ってたのよね……。何考えてんのかよくわかんないやつだったけど……たぶん、いいやつだったわ。うん」

　落ち込む二人の前に、波に揺られて戦闘ヘリの破片が流れてきた。いかだのようにぷかぷか浮かぶ、スライドドア部分である。その上に座る人影を、上空のヘリコプターがスポットライトのように照らした。

　丸焦げで黒く焼けた肌に、熱でちぢれた髪。着ていたジャージやパンツはボロボロで、ほとんど全裸状態の千樫が二人の視線に気づき、恥ずかしげに手を挙げる。

「……お、おっす」

　目の前を流れていく千樫をぽかんと見つめていた二人は、同時に口を開いた。

「な、何でえ……!?」




　終末研究所からやって来た職員たちがあれこれ処置を施し、アリスの巨大化は一晩かけて治まっていった。トラックに乗るくらいのサイズにまで縮んだところで、終末研究所へと運ばれる。

　職員たちは他国の異能兵器を歓迎し、様々なデータを取りたがったが、片時も離れず彼女を護まもっていたインデペンデンス・デイに牙を剝むかれ、泣く泣く保留とした。

　中国政府は、改めて今回の事件を中国マフィアによるものだと発表した。

　いわくアンダーグラウンド組織がアリス・イン・ワンダーランドを強奪し、日本へと逃走。その最中にアリス・イン・ワンダーランドが暴走し、巨大化にいたったのだと。ただし彼女による首都攻撃は、中国政府と連携を取った彼女自身の意思でかろうじて阻止され、被害は最小限に抑えられた──と。

　中国政府は日本への謝罪と賠償、そしてマフィアからのアリス・イン・ワンダーランド奪還に対する感謝の意を表明し、異能兵器の返還を求めた。

　これを受けて外務省は、とぼけにとぼけた。我々は現在アリス・イン・ワンダーランドの所在を把握していない。インデペンデンス・デイとの不干渉条約があるため、現在我々は異能兵器に対してアクションが取れない。

　つまり返還のしようがない、と。

　そして大人たちはほくそえむ。いくらとぼけようが、アリス・イン・ワンダーランド保有による国力増加は目に見えて明らかだった。

　日本は世界唯一の、異能兵器二体を保有する大強国となったのだ。




〝アリス・イン・東京湾〟事件の翌日。

　アリスは終末研究所の白いベッドで目を覚ました。

　体はすこぶるだるかったが、伸ばした手の平は元の大きさに戻っている。

「おはよ。もうお昼だよー。眠りすぎじゃない？」

　ベッド脇に、制服姿のすずが座っていた。

「……疲れてんの。ねえあたしニンニク臭くない？」

　すんすん、とアリスの首筋に鼻先を近づけるすず。

「全然。石けんのいいにおい。それより早く学校行こ。私いつでも準備できてるよ？」

「……あたし、ホントにまた日常に戻れるのかな」

　巨大化して暴れ回ったあとだ。それもほぼ全裸で。顔バレしているのなら、恥ずかしすぎて死んでしまう。学校どころか外にさえ出られないだろう。ニュースを見るのが怖かった。

　不安げなアリスに、すずが微笑む。

「戻れるよ。おっぱいはだいぶアウトだったけど、顔だけは死守してたもんね」

「え？　ちょっと待って見えてた？　顔と同じくらい死守してたつもりだったのに？」

「おっきいのが仇あだとなったねえ……くくく」

「何でそんな嬉うれしそうなのよ……」

　一つ大きなため息をついて、アリスは体を起こす。

　たとえ顔バレしていたとしても。サボりはこの子が許してくれなそうだ。

「……あたしの制服、あるの？」

「もちろん！」

　病室を出ていくすずの後ろ姿を、アリスは柔らかい笑顔で見送る。

　しかし結局、この日は二人の登校日とはならなかった。

　１０００人弱だったはずのインスタのフォロワー数が一晩にして１０００００００人を超えていて、アリスが再び気絶するように寝込んだのは、このあとすぐのことである。








第三話　プラネット・オブ・ジ・エイプス









「やばい、やばい、やばい……。大事件ですよこいつぁ……！」

　麴こうじ町まち真ま知ちは、はやる気持ちを押さえつつ、終末研究所の長い廊下を早足で歩いていた。

　自動ドアが開き、生命工学室へと入る。研究所職員たちから次々と「麴町ちゃんおはよう」と声がかけられる。そのすべてに「おはよーございまあす！」と笑顔を返しつつ、デスクの間を横切っていく。

　足を止めたのは室長室前だ。

「先生っ、事件ですっ！　ご存ぞん知じですか!?」

　執務机の前に座るＱが、湯気立つマグカップを持ち上げていた。

「ええ恐らく。麴町くんの知っていることなら、僕も知っていると思います」

　言ってＱは、テレビ頭の首の隙間からストローを差し込む。

　真っ白な液体が、つつつ、とストローを上っていく。

「むっ。今バカにしましたね？　けどこれはつい先ほど終末局に入って来た速報ですよ？　ワールドエンドランキングが更新されたんです！　インデペンデンス・デイはなんと」

「第四位から第一位へ。躍進ですね」

「何で知ってるのおおおっ!?　数時間前に発表されたことですよ!?」

「決定はさらにその数時間前でしょう？　発表を待っているようでは、むしろ遅すぎる。ほしい情報は、自分から取りに行かなくては」

「ぐぅ……!!　せっかく急いでお知らせに来たのに！」

　麴町は下くちびるを突き出し、どかっと執務机の前に置かれたソファーへ腰を落とした。

　拗すねながら、持参したｉＰａｄに表示された英文の資料をスライドさせる。Ｑに見せようと持って来た、ランキング更新に関する報告書だ。

「すみません、そう怒らないでください。ちょうど麴町くんの顔が見たかったところです。来てくれてよかったなあ。嬉しいなあ」

「……今さらご機嫌取りしたって遅いです」

　麴町は英文へ視線を落としながら、ぽつりと尋ねた。

「……やっぱり、月をかじっちゃったから……ですよね」

「でしょうねえ。月を壊すレベルの異能兵器なのだから、最も危険で恐ろしく、最も終末をもたらす存在として評価されるのは当然のことです。むしろその審査に九ヶ月もかかったＣＣＯ連中の無能さにこそ、驚きを禁じ得ないですけどねえ、僕は」

　麴町はｉＰａｄの電源を切り、Ｑへと振り返った。

「インデペンデンス・デイが第一位に繰り上がったから、アリス・イン・ワンダーランドは第四位になりました。一位と四位を保有する日本は、名実ともに大強国となりますね……。上は手放しで喜んでますけど、それが悪いほうに影響しないでしょうか……？」

　他国を抑止できる牽けん制せい力も、限度を超えて大きくなりすぎては、不必要な反感を買うかもしれない。ＣＣＯが月かじりを理由にインデペンデンス・デイの放棄を求めてくれば、日本vs世界という構図も充分にあり得る。

「兵器を手にして潤うはずの経済が、逆に制裁を受けて困窮するって可能性も……」

「少なくとも。インデペンデンス・デイをコントロールできていないというこの現状は、早く解決するべきでしょうねえ。どんなに性能のいい兵器でも、いつ暴発するかわからない不良品ならそれはもう武器とは言えない」

　Ｑはすすす、とノートパソコンの画面を向けた。

「我らが第一位はすでに世界中の注目の的。また事件の予感がしますよ」

「……事件、ですか？」

　麴町は立ち上がり、Ｑのそばへ寄る。

　スペースキーが押されると、ある映像が再生された。列になる人々を見下ろす角度で写した、監視カメラの記録だ。先頭の外国人がブースにパスポートを提示し、入国審査が行われている。

「これ、空港ですか？」

「ええ。並んでいるのは、モスクワからの搭乗客です」

　列の中に、一際目を引く二人の女性がいた。

　一人は年齢二〇代前半ほど。ツバの広い帽子とロングスカートは上品で、一見してセレブのようだ。ピンと伸びた背筋に、キュッと上がったお尻。高いピンヒールを履いたその立ち姿には、高い教養と気品を感じさせられる。つんとして目をつむり、薄いくちびるを閉じたままじっとしていた。

　彼女の頭上には、土星の形をしたドローンがふよふよと浮いていた。空港内なのだから、まず間違いなくドローンを飛ばすのは禁止であるはずなのに……。

　先頭に立つのはもう一人のほう。妹なのか──背の低いその子のほうが、先導するようにして前に出る。体の小ささから一〇代前半ほどとは思われるが、カメラに背を向けているため顔は確認できない。

　こちらもクラシック色の強いスカートに、ロシア帽をかぶっていた。ただ、それ以上の奇抜なファッションに目を引かれる。少女の頭には、ツノが生えていたのだ。

　絹のようにきめ細かな金髪の、両耳の上辺りから生えた二本のツノ。湾曲して前に向かっていて、まるでヤギのような──悪魔のような印象を覚える。

　ツノ少女は入国審査官からパスポートの提示を求められ、肩をすくめた。両手を広げ、「何も持っていないわ」というような仕草をする。

　怪け訝げんな表情を見せる女性審査官。恰かつ幅ぷくのいい彼女は少女へ向かって指を立て、何かを言っている。音は拾われていないため内容はわからないが、その険しい表情から察するに、入国を歓迎されているわけではなさそうだ。

　途端、女性審査官はそのポーズを取ったまま、ぴたりと動きを止めた。

「……？」

　突然立ち上がった審査官は、くちびるを曲げて笑顔になる。タイミングとしてはあまりに不自然な、満面の笑顔だ。そうして審査官は、肩を揺らしてリズムを刻み始めた。

　右手を頭の上に乗せ、左手をアゴの下へ。リズムに乗って、両腕を交互に入れ換える。

　一体何が起きているのか──列を成していた人々がざわつき始めた。

「え……？　何で急に踊り出したんですか……この人」

「〝モンキーグミダンス〟というんですって。昔ロシアの一部でテレビ放送されていたお菓子のＣＭらしいです。グミを食べた堅物たちが、〝ウッキャア、ウキャキャ♪〟と踊り出す──そのワンシーンを再現しているのでしょう」

「へえ……。いやいや何で？　何で審査官がそんな……？」

　さらに狂気は伝でん播ぱしていく。

　踊り出したのは、彼女だけではなかった。

　異常に気づいて近づいた他のブースの審査官たち、駆けつけた警備員や空港職員たちが次々と軽快なステップを踏み、飛び跳ね、サルのように踊り出した。

　とがらせたくちびるがパクパクと動いている。

　みな口をそろえて「ウッキャア、ウキャキャ♪」と歌っているのだ。

　最初は戸惑っていた入国者たちは、これを歓迎のフラッシュモブとでも思ったのか、手拍子をして笑顔を見せ始めた。そんな中、くすりとも笑わないロングスカートの女のそばで、ツノ少女が監視カメラへと振り返る。

　カメラ越しに視線が合い、麴町は思わず息を吞のむ。儚はかなげに揺れる金髪に、陶器のように美しい白い肌。それはまるで、職人が一つ一つ丁寧に作り上げた高級人形のよう。

　そしてその瞳は、燃えるように赤かった。

　ぐるぐると渦を巻く不思議な瞳に、吸い込まれていくような感覚──。艶えん麗れいな少女はくちびるをぺろりと舐なめ、口の端に置いた舌を嚙かむようにして笑った。

　人形に悪魔が宿ったかのような、邪悪な微笑ほほえみ。残酷で嗜し虐ぎやく的で、艶やかな笑顔。

　少女のくちびるがわずかに動く。カメラは音を拾っていないはずなのに。少女はおそらくロシア人であるはずなのに──麴町は確かに、日本語でこう言われたような気がした。




　──〝踊り続けろ、サルが〟




「──……ウキッ♪」

「──っとう。危ない」

　麴町が肩を跳ねさせた次の瞬間、Ｑがパソコンの画面を閉じて少女の視線を遮る。

　途端、麴町は息を大きく吐いた。

　後ろに倒れそうになったその背を、Ｑが支える。

「……ッ。ハッ……ハァ……!?」

「失礼。言っておくべきでしたね。彼女の視線に気をつけてって」

「なっ、何なんですか、この子……!?」

「〝プラネット・オブ・ジ・エイプス〟──ロシアの保有する異能兵器です」

　麴町はごくりと息を吞む。

「この子が？　ウクライナ内戦での活躍が有名な異能兵器ですよね」

「ええ。二〇一四年春。親ロシア派と軍事衝突にいたった反政府組織の兵士たち49名による、あまりに場違いなフラッシュモブ。銃弾の飛び交う最前線で、自身の意思とは関係なく踊り続けたというあの事件ですね。化学兵器の使用を疑われた親ロシア派は、当然これを否定しました」

「……ロシアから持ち込まれたのは化学兵器じゃなく、異能兵器だったから……」

「そうです。そのとき兵士たちが踊ったダンスこそ、今見た〝モンキーグミダンス〟です。初の異能兵器実戦投入に、世界中が震しん撼かんした事件でした」

　プラネット・オブ・ジ・エイプスは、悪い噂うわさの絶えない異能兵器だった。

　ウクライナ内戦以外にも、当時の大統領に批判的だった元下院議員の暗殺や、アメリカ大統領選への介入までも疑われている。その理由は、あまりに政治利用しやすい能力。

「〝精神支配マインドコントロール〟──」

　異能兵器保有国は当然ながら情報を隠したがるため、能力の詳細まではわからない。

　しかし一部に漏れ伝わる情報によると、プラネット・オブ・ジ・エイプスの能力は、催眠、洗脳、感情操作にまで及ぶといわれている。

「集団催眠だなんて、怖いですね……目の当たりにすると特に」

「ただ、僕の知る限りでは、本来彼女の〝精神支配〟は一対一専用であるはずなんです。つまり集団催眠は不可能……と」

「え？　でも、ウクライナ内戦では49名の兵士が同時に踊り出したんですよね？　さっきの空港だって、操られてたのは一人じゃなかったし」

「ええ。だから彼女には何か、秘密があるはず。急いで探る必要がありますねえ」

「……急いで？　何で？」

「何でって。だってあの映像、今朝の成田空港のものですから」

「え……!?　うそ!?　日本に来てるの!?　ロシアの異能兵器が……？」

　一気にパニックに陥った麴町は、頭を抱える。

「政府はどうするつもりなんでしょう？　ロシア大使館からは何もないんですか？　ってか私、上から何も知らされてないんですけど！　すずちゃん担当なのに！」

「終末局はまだ何も知りませんよ。この映像は個人的なルートで入手したものですので」

「何で報告してくれないんですか……!!」

「するところでしたよう。だから言ったではありませんか。〝ちょうど麴町くんの顔が見たかったところ〟だったって」

　うふふ、とＱは他人ひと事ごとのように笑い、麴町は険しい顔をする。

「けど……一体何が目的なんでしょう？　もしかしてすずちゃん？　桜さくら田ださん？」

「気に食わないのかもしれませんね。インデペンデンス・デイが第一位となったことが」

「ああ……そういうこと──」

　プラネット・オブ・ジ・エイプス。現在のワールドエンドランキングは──第二位。

「彼女こそ、ちょっと前まで第一位の異能兵器だったわけですから」

　ごくり、と麴町はツバを吞のみ込んだ。

「……とにかく、すずちゃんに連絡しなきゃ。第二位が迫ってるなら、一時的にでもここで匿かくまってあげなきゃ──」

「素直に来てくれるとは思えませんが。折しも今日は〝独立記念日回収作戦〟の最終日です。辰たつ巳みさんに回収を急がせましょう。彼は今どこに？」

　Ｑの質問に、麴町はスマホを操作する指を止め、顔を上げた。

「……浅草で……ダブルデートです」




　　　×　　　×　　　×




　すずのスマホは、すずが膝に抱くリュックサックの中にあった。

　しかし鳴らない。スマホはしんと沈黙を保ったまま、麴町からの連絡は届かない。

「……ねえ、緊張しすぎじゃん？　もしかしてまだ襲撃とか気にしてんの？」

　アリスに顔をのぞきこまれ、すずはキャスケットで表情を隠すようにうつむく。

「大丈夫よ。少なくとも虹色熊猫パンダにはちゃんと言っといたから。〝卒業まではこっちにいるから。ただしバカなことするんなら、一生戻ってやんないから〟って。さすがにもう手は出してこないんじゃないかなー。バカでもなければ」

「……うん」

「っていうか、手の出しようがないわ。だって異能兵器二人が手を組んだのよ？」

　アリスはすずに身を寄せて、声をひそめる。

「……あたしら二人を相手にどうこうできる組織なんて、世界中探したってそうないでしょ。それこそ、同じ異能兵器でも連れて来ない限りさ」

「……うん」

　アリスは余裕たっぷりに言うが、すずの緊張は解けない。

　──タタンタタン。タタンタタン。

　電車は一定のリズムを刻みながら、地下トンネルを進んでいく。

　十一月三十日、土曜日。東京メトロ銀座線。

　二人は並んでシートに座り、揺れに身を任せている。車両内には休日の午前らしい、どこかうきうきとした雰囲気が流れていた。家族連れやカップル、部活へ向かう高校生たちが声をひそめて雑談を交わしている。

　地下を走っているため、窓からの景色は味気ない。すずは向かいの窓ガラスに自分の姿が映っていることに気づいて、大きめの帽子を丁寧にかぶり直した。

　──やっぱり、キャスケットなんてやめときゃよかった……。

　これを選んだのは、少しでも自分の顔を隠すため。襲撃者が現れる可能性を考えてのチョイスではあったが、アリスの言った通り、心配しすぎだったかもしれない。

　だったら、もっと見た目重視で、かわいい髪型とかにすればよかった──。ガラスに映る自分の姿を見ながら、もんもんと毛先をいじるすず。

　アリスがその横顔を見て察する。

「ははぁん、なるほど？　すずが緊張してるのはつまり、襲撃に怯おびえてるとかじゃなくて……あいつがいるからね？　くふふっ！　乙女じゃあん。かわいいじゃあん。すずぅ」

「……静かにして。やめて触らないで」

　つんつんほっぺたをつつくアリスの指を、うざそうに払うすず。

　アリスはちょい大人めのコーディネート。桃色のコートはだぼっとしたシルエットなのに、短いスカートから延びる足が長いからか、全体的にすらっとして見える。

　前回の騒動で知名度が上がってしまったため、丸いレンズのサングラスで顔を隠していた。が、それが妙に似合っていて逆に目立つ。

　対して自分は大きめのパーカーにジャンパーを重ね、下はスキニーパンツ。家を破壊したお詫わびということで、アリスが全身コーディネートし新調してくれたものだが、アリスと並んで座れば、何となくちんちくりんに見えてしまう。

「ね……私ホントに変じゃない？」

　本日何度目かの確認。アリスはすずの不安を笑い飛ばす。

「大丈夫だってば。あたしを信じなさい。大きめの帽子には小顔効果があるんだから」

「ホント？　顔小さく見えてる？」

「うん、うん。かわいいよう、すずぅ。きっとメロメロになってるわ、あいつも」

「……だと、いいが」

「待って待って？　言いかたがかわいくなかったな今」

「……だといいな♡」

「うん。今日は氷ひ川かわと距離を縮めるチャンスなんだよ。最高の誕生日にしようねっ」

「……うん」




「……いや何？　あの帽子、デカない？」

　すずとアリスの座る同じ車両内。出入り口付近に、夏な都つと千ち樫かしは立っている。

　二人でこそこそと話す女子たちを横目に、こちらも声をひそめていた。

「何や今日のすずちゃん〝プチ桜田〟って感じやなあ。雰囲気似てるわ。え、何であんなくちびる赤いん？　いつの間に桜田国の属国になりはったんやろ。なあ、どう思う？」

「……アホか。世界一かわいいわ」

　千樫はジャージのポケットに手を突っ込んだまま、背にした二人を見もせず答える。

「……んじゃ桜田は？」

「桜田？　今日いるっけ？　まあいいんじゃない？」

「認識くらいしといたれよ」

　ケラケラ笑う夏都は、表情の硬い千樫を指差す。

「君な、いつにも増して緊張しすぎちゃう？　今日こそすずちゃんと距離縮めるチャンスやで。なのに、まず何で勝負の日にジャージ着てはるの」

　夏都はジャケットを着ていたが、千樫はいつもと同じジャージ姿だった。

　ただ夏都にはわからないらしい。これが、いつものとは違うジャージであることを。

「ばっかお前。これ結構いい値段するジャージなんだからな。勝負服なんだよ」

「いやそれ〝勝負ジャージ〟やん。頼むから服着てこいや」

　夏都は笑う。

　アリスが異能兵器と知ってなお、あの日池袋へ行ったときと同じようなテンションでいられるこいつはさすがだな、と千樫は感心する。

　アリス・イン・ワンダーランドの巨大化事件以来、すずとアリスが登校したのは一度だけ。金曜日である昨日だけだ。

　早朝、夏都と千樫は自分たちのクラスへ向かう途中、異様な緊張感に包まれた隣のクラスを横切った。教室のほぼ真ん中に、つんとしてイスに座るアリスの姿があった。

　教室内に漂う緊張の原因は、もちろんアリスだ。

　今までただのクラスメイトだと思っていた女子生徒が、世界を震撼させる異能兵器だったのだ。騙だまされていたと憤るもの、恐れるもの、戸惑うもの、怯えるもの。誰もが何と声をかけていいのかわからない。ただアリスから距離を置いて、遠巻きに見つめていた。

「お？　何やあいつ、登校してきたんか。寄ってこ」

　その様子を廊下から見つけた夏都は、ためらいなく教室へ入っていった。

「あ、あれえ……？　桜田さんやないの。今日はあれやねえ？　ずいぶんと大人しめのサイズなんやねえ？」

　怯えたふうを装いながら、それでもへらへら前の席に座る夏都を、アリスは腕を組んで睨にらみつける。

「……何？　バカにしてんの？」

「怖がっとんねんアホ。隣のクラスに異能兵器がおるんやぞ？　どう話しかけたらええの。この戸惑い、わかってくれへん？」

「言っとくけど。あたしはこの学校に来たときからずっと異能兵器だったんだから。それがバレたところで、あたし自身は変わんないわ、別に」

「くく……言われてみればたしかに、どっちにしろ〝アリス〟やんな」

　二人の会話を、教室中が息を吞のんで聞いていた。

　人の視線も、不自然な沈黙もすべて無視して、夏都は続ける。

「なあ、校門前のマスコミ何とかせえや。あれ君目当てやろ？　登校してくるやつらに見境なくインタビューしまくってんで。みんな困ってはるやん」

「知らないわよ、あたしが呼んだわけじゃないし。けどもし何かヤなことされたんなら言って？　踏み潰してやるから」

　にやり、と悪い顔で笑うアリス。夏都もまた、ケタケタ笑う。

「だって。みんなも困ったことあったらこの姉さんに言いや」

　アリスはアリスで開き直っていた。

　校舎を歩けばそれだけで注目の的だったが、「視線がかゆいわ」と不機嫌に言うだけ。周りを無視して、すずとランチを取っていた。

　フォロワー数が異常に増えてしまったインスタのアカウントで、試しに、

　──〝フォローすんなおまえら、[image: ][image: ][image: ]ッ!?〟

　とカメラに威嚇した画像を投稿してみたところまたたく間にシェアされ、逆に一万ほど増えるというカオスな状況を楽しんでいるようにも見える。

　一方、住まいを破壊されたすずは、アリスの退院と同時に研究所を出て、アリスのマンションに身を寄せていると聞いた。同居生活の様子は、すずのツイッターアカウント、ツキヨノウサギでのぞき見ることができる。





　──今日から友だちの家に居候[image: ]　ぼくの家壊したのあいつだから、ちっとも遠慮してやんないんだぜ[image: ]　おふろのぞいたろ

　──人んちのにおいって個性的　この家甘い…ぼくもじきに甘くなるのだろう…

　──料理が得意な同居人ってありがたい[image: ]　この人豚しか作らないけどな!!






　昨夜のツイートは明け方まで続いていたから、すずはたぶん、今日はよく眠れていない。





　──明日浅草!!　木刀買うぞ[image: ]　黒いのな[image: ][image: ]

　──ごあああ何だコレェ…緊張すんぞワレェ…

　──しっかり寝なきゃいけないんだよ　おやすみ[image: ]スヤア

　──あれえ10分おきに目え覚めるの何でえ!?

　──顔むくんじまうようお願いちゃんと眠れてえええ[image: ]

　──今度は爆発とかしませんように　最高の誕生日になりますように






　すずのツイートを追いかけていた千樫もまた、寝不足である。

　──ストーカーめ。

　車両のドアガラスに映る自分を、胸中で罵る。

　すずの誕生日である今日は、Ｑに示された〝独立記念日回収作戦〟の期限最終日でもある。今日の夜八時までにすずを気絶させ研究所へ連れ戻さなければ、千樫の体に移植されたナノＱが暴走し、体を食い破る。生き続けるためには、すずを犠牲にしなくてはいけない。すずが楽しみにしていたこの日を、壊さなくてはならない。

　……自分はあの人の友だちではなかった。所詮〝お友だち係〟だ。

　お気に入りのジャージのポケットの中では、すずを気絶させるためのスタンガン〝シーマストダイ〟が握られている。

「最高の誕生日にしたれや。応援したるから」

　のんきな夏都の言葉に、千樫はぶっちょうづらで答えた。

「……るせえ。言われなくてもだよ」




　──『次は、稲荷いなり町ちよう。稲荷町です……The next station is 稲荷町──』

　電車が次の駅へ走り出した。その直後。

「あれ？　ここ圏外？」と、車両内で声が上がった。

「ケータイ繫つながんなくね」「俺もだわ」「いつもは平気なのに……？」

　多くの人が自分のスマホに目を落とし、小首をかしげている。千樫も何気なくポケットからスマホを取りだし、電波を確認してみた。たしかに圏外だ。地下鉄とは言え、アンテナが一本も立っていないのは珍しい。

「氷川、お前のも──」と、顔を上げた千樫は、夏都の横顔を見て言葉を切った。夏都はその顔にいつもの薄い笑みを貼りつけたまま、窓の外をじっと見つめている。

「……？」

　その視線を追ってみても、走り続ける車両からは地下トンネルの壁しか見えない。

「どうした？　何見てんの」

　尋ねてみても返事はない。その肩を小突く。夏都は横を向いたまま、まるでマネキンのように静止している。

「つ……──」と千樫は顔をしかめる。

　──何だ？　頭痛えな。

　ふと車両内の会話が聞こえないことに気づき、千樫は振り返った。

　乗客がみな夏都と同じように静止している。笑顔のまま、話し中のまま、電波を探して腕を伸ばしたまま──。すずやアリスまで、席に座ったまま止まっていた。

「……何だこれ……？」

　夢……？　電車は走り続けているのに、向こうの車両の乗客も、後ろの車両の乗客も──自分をのぞくすべての人が動きを止めている。一体、どんな悪夢だ──？

　ヴィンヴィンヴィン──ヴィンヴィンヴィン──。

　隣の車両に、宙をふよふよ浮く物体を見つけた。プロペラはついておらず、どうやって飛んでいるのかわからない謎の球体。ドローンだろうか。

　球体のフォルムはまるで土星のようだ。絶えず動き続ける輪っかを有している。

　──何あれ惑星？　ちっこい土星？

　球体の表面には、人間の目が一つだけついていた。それが盛んにまばたきしながら、辺りをうかがっている。その動きは滑らかで、ドローンながら生きているよう。

　その土星型ドローンに先導され、二人の女がこの車両へと近づいてくる。

　千樫はとっさにドアガラスへ額をつけた。他の乗客にまぎれ息を殺す。

　千樫の背後を通りすぎ、去っていく二人の女。そっとのぞき見た千樫は眉根を寄せる。

　──うお……外国人……？　まじかよ……。

　金髪の少女に、クラシカルなドレスの女。一見して北欧だか欧米だか──その辺りの、肌の白い人種である。千樫は青ざめる。

　ここ最近、何これ夢？　と思うことがあると一〇〇％、異能兵器関連だ。

　またここ最近、外国人が現れると一〇〇％、異能兵器の関係者である。

　──あの女たちもそうなのか……？　桜田みたいに、市いちヶが谷やさんを狙って？

　二人が、静止したすずとアリスの前に立ち止まり、疑惑は確信へと変わった。

　ドアに額をひっつけながら、ギリ……と奥歯を嚙みしめて二人を凝視し続ける。

　こちらに背を向けている一人は、身長がある。体格はよさそうだが……戦闘員に見えないのはドレスのような衣装のせいか。あれでは動きにくいだろう。

　──とりあえずあいつは後ろからワンパンで沈めるとして……。

　意味がわからないのは、頭上に浮かぶ土星──それから、金髪の少女が頭から生やしている二本のツノだ。まるでヤギのように対たい峙じする相手を威嚇する凶器。ここが自然界なら誰もがうらやむ立派なツノなのだろうが、東京を歩く少女には、まったく不必要なものだ。

　──あんな奇妙なやつら、異能兵器に決まっている。どちらかか。最悪二人ともか──。どちらにしろすずを狙っているのなら、千樫の取る行動は決まり切っている。

　ツノ少女が、ロングスカートの女に向かって手の平を返した。

　応えて女が少女に渡したのは、拳銃だった。中国の工作員が持っていたオモチャのようなものではなく、アクション映画などで見たことがあるような、厳いかつい拳銃。

　──モデルガン……？　な、わけねえよな。

　ツノ少女はおもむろに銃口をすずへと向けた。

　アリスとの会話の途中で静止したままの、すずのキャスケットへ──。

「パアン──」少女がくちびるを弾はじいた次の瞬間──

「待て、てめえっ!!」

　千樫は反射的に飛び出していた。考えるよりも先に体が動く。駆けながらシーマストダイをポケットから取りだし、ツノ少女へと向ける。

　一見銃のような形のスタンガン。すずを一瞬で気絶させるためのものだが、射程距離は〇ゼロだ。効果を発揮するには、銃口をその体へ直接当てなければならない。

　千樫は手前の女を無視し、拳銃を握るツノ少女へと一直線に車両を駆ける。

　ツノ少女は、千樫の登場に明らかに動揺し怯ひるんでいた。

「……ッ!?」

「その人から離れろっ、ツノおん──!?」

　ロングスカート女とすれ違おうとした、そのときだった。千樫の踏み下ろした足の下に、女の足が差し込まれる。千樫は床を踏めず、走る勢いを削そがれる。

　女は踏まれたままの足を大きく上げて、千樫の上体を仰のけ反ぞらせた。

「んおっ……!?」

　ほんの、一瞬の出来事だった。

　女は上げた足で、千樫の残った足の膝を踏み抜いた。と同時に、バランスを崩した千樫の胸ぐらを摑つかむ。そして踏み抜いた千樫の足を即座に払うと、宙に浮かせた千樫の体を後転させつつ──投げ飛ばした。

「ぐはっ……。あ……？」

　気がつくと千樫は、うつぶせに倒れていた。あまりに刹那の出来事で理解が追いつかない。一体何が起きたのか……？　一瞬にして元いた場所に戻されている。

　慌てて立ち上がろうとした左足に、激痛が走った。

　見れば踏み抜かれた膝の皿が割れ、足があらぬ方向を向いている。

「……なっ、何で……!?　これっ」

『……スタンガン、ですね。見たことのない型ですが』

　異国の言葉に顔を上げた。ロングスカート女が、千樫が握っていたはずのシーマストダイを持っている。あの一瞬で奪われたのだ。

「てめえ、返せコノヤロウ……!!」

『申し訳ございません、プラネッタ様。あまりに予想外の襲撃で、つい──』

　叫ぶ千樫を無視して、女は踵きびすを返した。

『殺してしまいました』

「あ……あぁ……？」

　千樫は、左足とはまた別の鋭い痛みに気づく。

　見下ろすと、腹部にナイフが刺さっていた。サバイバルで使うようなごついナイフが深々と。じわ、とお気に入りのジャージに血が滲にじんでいく──。

『ふん、構わん。それよりそいつはなぜ動けるのだ。故障か……？　不手際か？』

　不機嫌に腕を組んだツノ少女は、頭上に浮かぶ土星型のドローンを睨にらみつける。

『ルカーシュカ、貴様。このプラ様を危機に陥れたのか？　おおん？』

『ヴィ、ヴィ……』

〝違うよ〟とでもいうように、空中でふるふる小刻みに震えるドローン。弁解するようにまばたきを繰り返す。

　電車は、ホームへと入りスピードを落とした。

　車両のドアが一斉に開き、ホームにアナウンスが響き渡る。

『稲荷町、稲荷町です。二番線の電車は、浅草行きです──』

　ホームから乗り込んできた人たちが、車両内の静けさに気づく。静止したまま、まったく動くことのない乗客たち。

　その異様な雰囲気に、人々がざわつき始めた。

　ツノ少女は、すずとアリスに命令した。

『とりあえず。インデペンデンス・デイとアリス・イン・ワンダーランド、お前たち二人、私についてこい』

　千樫にはわからないロシア語だ。馴な染じみのない言語に、二人は「ウキッ♪」と返事する。

　立ち上がった二人の表情は、不自然な笑顔だった。すずがひざに置いていたリュックが足元に落ちる。

　ロングスカート女、土星型ドローンに続いてツノ少女が車両を降りる。笑顔の二人もまた、一行のあとをついてホームへ足を踏み入れた──その瞬間、それぞれ襟首を摑まれ、ものすごい力で車両へと引き戻される。

「……行かせねえよ、コノヤロウ……！」

　二人を車両内へと引っ張り込んだ千樫は同時にホームへと飛び出し、勢いそのままにツノ少女の背中へ飛びかかった。

　すさまじい殺気に振り返ったツノ少女は、またも驚きよう愕がくの展開に悲鳴を上げる。

『えっ……!?　にゃ……[image: ]』

　少女を押し倒した千樫の背後で、車両のドアが閉まった。

『なっ、何なのこいつ!?　殺したんじゃないの!?　オレーシャアアアアッ!!』

「何言ってっかわかんねえよ、日本では日本語しゃべれガキ。そのツノ、もいでや──」

　タンッ──。

　銃声は、走り出した電車の轟ごう音おんにかき消される。

　側頭部を撃ち抜かれた千樫は、鮮血を散らして絶命。

　脱力しツノ少女に覆いかぶさった。

『申し訳ございません、プラネッタ様。あの傷で生きていられるはずがないのですが』

　電車の風圧に髪をそよがせながら、銃を構えたロングスカート女が無表情のまま言う。

『ふざけんなバカアア!!　殺すならちゃんと殺せよバカオレーシャアア！　クソッ、クソクソッ、何でこのプラ様がこんな目にッ』

　死体の下から這はい出たツノ少女は、女の手を取って立ち上がる。

　頰を膨らませてなお美しいその白い頰ほおに、千樫の血がついていることに気づいた女が、ハンカチを取りだそうとハンドバッグへ視線を落とした。

『プラネッタ様。お顔にサルの血が──』

『ひゃっ……』

　その──一瞬の隙を突いて。

　ツノ少女を背後から抱きしめ、女から離すよう後退あとずさりするのは、今さっき殺したはずの千樫。その手に握られているのは、深々と腹部へと突き刺さっていたサバイバルナイフである。鋭い切っ先は少女の首筋に当てられている。

　表情を崩さない女は、やはり表情を崩さないまま思った。

　──え？　確かに脳天、横からぶち抜いたよね？

「ふへへへっ!!　このガキがどうなってもいいのか、女。離れろ。一〇歩離れろ！」

　顔の半分を血で赤く染め、目を血走らせる千樫の言葉に従い、女は後退する。

　ホームのどこかで悲鳴が上がった。さすがに目立ちすぎたらしい。

　駆けつける駅員。集まってくる野次馬たち。

　見れば血まみれの男が、美しい異国の少女にナイフを突きつけ、人質にしている。

　どう見ても悪役は千樫のほう。しかし助けを求めるのもまた、千樫のほうだ。

「駅員さんあんた、警察呼んでくれ！　ああいや、終末局だ！　終末局に電話を!!」

「くっくっく……くだらぬことを。やはり貴様、終末局の人間か……？」

「!?」──腕の中の外国人が突然日本語を発し、千樫は驚いた。

「驚いたか、小僧？　このプラ様の能力を以もつてすれば、言語変換などわけないのさ。忠告しておくが、インデペンデンス・デイを警護していた無能どもならすでに消したぞ？」

「……はは。話が通じんのかよ、ありがてえ。つまりあんたが異能兵器ってことでいいんだな？」

　少女は首筋に刃やいばを突きつけられながらも、にんまりと悪魔のように笑ってみせる。

「いかにも。この私こそがプラネッタファミリーのボス──プラネッタ様だ」

「ボス？　ガキがボスなの？　じゃああのヤバい女は？」

「オレーシャだ。私の秘書兼ボディーガード」

「じゃあのふよふよ浮いてる土星は？」

「あれはルカーシュカ。私をサポートするドローンといったところかな」

「サポート……？　電波妨害とか？　だからか……ケータイが通じなくなったのは」

　ぐい、とプラネッタの首筋に一層強く刃をあてがい、千樫はオレーシャとルカーシュカを牽けん制せいする。どちらも表情がないので、この人質作戦が有効なのかわからない。

「ファミリーってことはマフィアなのか？　とりあえずお前らが何だろうと、インデペンデンス・デイは渡さねえよ。あきらめて帰ってくれねえ？　ああどうっすっかなこの状況……!!」

「くくく……パニくるな小僧。私はただ、遊びに来ただけだ」

「んあ……？」

「終末局よ。第一位を保有する国のくせに、ずいぶんとふざけた防衛力じゃないか？　空港でわざわざゲームスタートまで宣言してやったというのに、誰も遊びに来てくれないし。いとも簡単に貴様らの異能兵器と接触できてしまったぞ？　おおん？」

　プラネッタは両手を返し、ため息をつく。

「インデペンデンス・デイにもがっかりだ。このプラ様より上位に立つくらいなのだから、よほど楽しい能力を持っているんだろうと期待したが、ちょろすぎ。私の力を以てすれば、さっき二人同時に殺せた。殺さなかったのは、あの二人を使えば、もっとおもしろい遊びができそうだと思ったからだ」

「おもしろい遊び……？」

「例えばそうだな。念動力VS体積変化の全力での殺し合いなんてどうだ？　舞台は、兵器二人を保有して調子づいている日本だ。どちらも物理タイプなのだろう？　派手な戦いになるぞ。こんな小さな島国なぞすぐに沈んでしまうかもしれんな？　くふ、おもしろそう！」

「……だんだん読めてきたぜ、その能力。なるほどお前、催眠術師だな？」

「待ってそれはダサい。〝精神支配マインドコントロール〟の使い手と言って？」

　プラネッタはアゴを上げ、千樫を睨みつける。その赤い瞳が、ぐるぐると渦を巻く。

「……しかし貴様には効かんらしいな。どこに断念波アイテムを装備しているのかはわからんが、ずいぶんと臆病な──」

「はあ？　何も持ってねえよ。欠陥品なんじゃねえの？　その催眠術」

　考えられるのは、やはり体に移植されたナノＱだ。洗脳に対しても修復効果を発揮するのか──？　もちろんビビらせておきたいので、黙っておく。

「けっ、欠陥品!?　貴様、全世界が恐れるプラ様の力を欠陥品と言うか！」

「うるせえよ、ツノ。そんなに遊びたいってんなら、俺が相手だ」

「ほう？　小僧、お前が？」

「ああ。だからさっさと市ヶ谷さんたち正気に戻せ。もう電車は行っちまったけど……」

「くくく……。戻っているはずだぞ。ほれ、あれを見ろ」

「ああ……？」

　プラネッタに促され横を向いた──その瞬間。タンッと銃声とともに、千樫の側頭部が撃ち抜かれる。一瞬の隙をついて、正面のオレーシャが拳銃を向けていた。

　衝撃で後ろに跳ねた千樫は、線路とホームとを仕切るホームドアに背をぶつけ、ずるずると尻をついた。

　ホームに再び、悲鳴が上がる。

『プラネッタ様、こちらへ』

『ウァァァンッ!!　オレーシャアアア!!　早く撃てよバカアアアッ!!』

　腕を伸ばし、オレーシャの胸に飛び込むプラネッタ。その小さな体を抱きしめつつ、オレーシャは千樫の体へ銃弾を撃ち込む。

　タンッ、タンッ、タンッ──！　すでに二度生き返っている男だ。眉間を撃ち抜き、心臓を破壊し、今度こそ確実に殺す。

『胸触ったア！　あいつ、私の胸ずっと触ってたアアア!!』

　タァンッ!!　タタタタタ、タァンッ!!　タン、タンッ──!!

　予備の拳銃まで取りだし、これでもかと千樫の体を破壊し尽くすオレーシャ。

『ご安心ください、プラネッタ様。完膚なきまでに壊しておきました。いくら脅威的な治癒能力を持っていたとしても、やつが起き上がることは金輪際──』

　ぞくり、とオレーシャの背筋が怖おぞ気け立つ。

　反射的に銃口を背後に向けた。千樫の死体が、シュワシュワと蒸気を放っている。

　それはもはや、治癒と呼べるようなレベルではなかった。散らばる肉片はこぼれた脳のう漿しように溶け、大量の血液とともに千樫の体へ吸収されていく。顔の欠けた部分が──頭蓋が、血管が、筋繊維が見る見るうちに再建されていく。白目を剝むいていた目玉に光が差した。

　こちらを見上げる視線に当てられ、オレーシャはほんのわずか、頰を引きつらせた。

「……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ニルエンノア（ありえない）」

「フリーズッ!!」──突然、ホームに女性の声が響き渡る。

　現れたのは、スーツ姿に拳銃を構えた麴町だ。

　防弾チョッキを着た麴町の背後から、さらに重装備の男たちが参上する。フルフェイスのヘルメットに自動小銃。オレーシャとプラネッタへ銃口を向ける男たちは、反対側のホームにも現れた。四方八方からターゲットを取り囲み、逃亡を許さない布陣。

『くくく……。ようやく増援が来たか。サルどもめ』

　プラネッタは辺りを見渡し、くちびるを舐なめた。

『いいだろう遊んでやる。せいぜいがんばってこのプラ様を楽しませて……』

　言葉を飲み込むプラネッタ。

　千樫へ銃口を向けたまま、オレーシャが視線だけを向けた。

『プラネッタ様？』

『……チッ。どうやら、この国にもすでに断念波アイテムが配備されているらしい。いつの間にか野次馬も消えてるし』

『暴れましょうか？』

『銃弾の飛び交う中走り回るなんてやだよ、こわい』

『ではいかがいたしましょう』

『ひとまず降参だな。ルカーシュカに私たちのあとを追わせろ』

　プラネッタのため息を聞いて、オレーシャは銃を足元に落とした。




「んっふっふう！　対プラネット・オブ・ジ・エイプス用装備〝断念波空中線〟ですよ。秘密は、この耳にあるんです！」

　麴町が得意げに指差したのは、その頭に乗っかった猫耳である。

「これ、実は微弱ながら電磁波を発していまして、それで〝精神支配マインドコントロール〟をはねつけるんですって。すずちゃんをこっそり監視してた局員たちはプラネット・オブ・ジ・エイプスの襲撃を想定していなかったんで、未装備だったんですよ。それで全滅食らっちゃってました……」

「……そりゃ災難ですけど、そんな耳つけてたらこっそりできないですよね……？」

　支給されたブランケットを肩から羽織りながら、千樫は苦い顔で答える。

　お気に入りのジャージは銃弾でやぶれ、全身血だらけでボロボロ。気分は最悪だったが、体は健康状態に戻っている。我ながら信じられない回復力である。

「つーかそれつけてるのって、麴町さんだけじゃないですか。他のガッツリ装備の人たちはつけてないのに、何で催眠食らってないんすか？」

「彼らの場合は、ヘルメットが〝断念波〟仕様だから必要ないんです！」

「……麴町さんもヘルメットつければ……？」

「ええー？　でもわざわざ先生が用意してくれたから、せっかくだと思って」

　──あんた遊ばれてないか……？

　そう思ったが口にはするまい。本人が楽しんでいるのなら別に。

　麴町は、ごそごそと手に提げた紙袋をあさる。

「他にもありますよ？　つけてみます？　これはブタさんですけど」

　差し出されたのは、ブタ耳つきのカチューシャだ。

「いりませんよ。俺効かなかったし」

「え！　そうなんですか？　ナノＱ効果？　そっか……せっかく鼻もセットなのに……」

「鼻って何？　何を防ぐの？」

「え、何も？　ただ、セットでつけるとかわいいんです！」

　この人本当に終末局局員なんだろうか……？　無邪気な笑顔を見ていると心配になる。

「てか……もういらないでしょ。あのツノ女は逮捕されたんだから」

　千樫は乗客のいなくなったホームを見渡した。

　千樫が銃弾を浴びせられた箇所にはブルーシートが敷かれ、立ち入り禁止の三角コーンが並べられている。〝線路内への人の立ち入り〟という名目で緊急閉鎖されたホームは、じきに再開されるだろう。

　不要な混乱を防ぐため、プラネット・オブ・ジ・エイプスの入国は伏せるのだという。

　プラネッタとオレーシャはベルトで体を拘束され、目隠しをされて、それぞれクローゼットのようなものに入れられ、地上へと運ばれて行った。

　少し大げさな気もしたが、麴町はあれでも心こころ許もとないと心配していた。

「厳密に言えば、逮捕にはなりませんけどねえ。あれだって連行したわけではありません。表向きは〝移動に協力していただいている〟ということになってます」

「え。牢ろう屋やに入れないんすか？　もしかして研究所に連れて行く気？　いややばいっすよ、あいつら。桜田以上だって」

「うーん。さすがに保有は難しいだろうから、たぶんロシアに返還することになるんじゃないかなあ。その辺りはお偉いさんの判断です。……辰巳さんには、またありがとうを言わなきゃいけませんね」

　麴町は猫耳をつけたまま背筋を伸ばし、頭を下げる。

「またインデペンデンス・デイを──この国を救っていただきました。我々終末局は不ふ甲が斐いないです……。すずちゃんの監視役は眠っちゃってるし、すずちゃんや辰巳さんとは連絡繫つながらないしで、ホント焦ったあ……」

　ふう、と額の汗を拭う仕草をする麴町。

「ああ、電話が通じないのはたぶんあれっすよ、土星みたいなドローンのせい……で、ってあれ、回収しました……？」

「……ドローン？　ちょっと確認してみます」

　麴町はスマホを取り出し、どこかへと電話する。通じるのなら、この辺りに電波妨害を行う例の土星はいないということだろう。

「……向こうも現場のほうに確認してみるって。折り返し待ちです。電話が通じるようになったんなら、一応すずちゃんにも伝えとかなきゃ……」

　千樫は、スマホをいじる麴町へ尋ねた。

「あの、俺の任務は？　延期ってことになります？」

「ああ……どうでしょう。これも先生に確認してみます」

「ああいや、たぶんそういう温情かけてくれるようなテレビじゃない。続行でしょう。なら俺的には、市ヶ谷さんにはこのまま知らないで浅草に行ってもらったほうがやりやすいんすけど」

「なるほど。何事もなかったかのようにダブルデートに合流し、任務に戻るってわけですね！　すごい、辰巳さん秘密工作員の鑑かがみです！」

　そこまで大層な志ではないのだが、と千樫は苦笑いを浮かべる。

「……知ってると思いますけど、今日誕生日なんすよね、市ヶ谷さん。でも夜には俺が日常から離しちゃうわけだから……せめてギリギリまでは、普通の女子高生らしい誕生日をすごしてほしいっつうか。浅草があの人の望むラブコメなのかはわかんねえけど……」

「……辰巳さんっ」

　うんうん、と麴町は何度もうなずく。

「見かけによらずお優しいんですねえっ。不肖麴町、辰巳さんの優しさに感動しましたっ！　すずちゃんもいいお友だち係を持ったなあ。ブタ耳いります？」

「いらねえって。それより新しいジャージをください。あと……あのスタンガンも」

　千樫は夏都に連絡を入れておこうと思った。

　ポケットに入れていたスマホは、画面がひび割れてひどいことになっている。

　夏都から複数のメッセージや着信があった。忽こつ然ぜんと車両内から消えた千樫を心配してのものだ。何かあったのか。銀座線がストップしていることと関係あるのか、と。

　千樫はラインメッセージをしたためる。

　──すまん。腹壊したんで電車降りてた。みんな無事か？

　夏都からの返信がすぐに届く。

　──いつの間に!?　ストップした言うても、車内に異常があったわけやないから。

　続けて打たれた、親指を立てるキャラスタンプ。やはり、催眠状態にあったときの記憶はないようだ。今どこにいるのか尋ねると、「金のうんこ見えるとこや」と返ってくる。

　金のうんこ……に見える巨大なオブジェを屋上に乗せたビルは、たしか浅草駅近くにあった。返信をしたためる。

　──悪い。みんなと浅草寺に先行っててくれ。すぐ追いつくから。




　麴町に研究所からの折り返し電話がかかって来たのは、タクシーで浅草寺へ向かう千樫を見送ったあとだ。「何かおかしいんですよねえ」とスマホ越しに職員の声を聞く。

　何度電話してみても、誰に電話してみても圏外になる──プラネッタとオレーシャを移送している車両と、連絡がつかないのだという。




　　　×　　　×　　　×




「あの……アリス・イン・ワンダーランドさん……ですよね？」

「あぁんっ……？」

　繁華街を歩けば人目も増える。雷門への道すがら、アリスはふいに声をかけられた。

　サングラスをずらし、こいつ敵か……？　と目を細めるアリスに凝視され、高校生くらいの女子はもじもじとうつむいた。

「え……と、ファンなんです。握手してもらってもいいですか……？」

　彼女の背後では、友だちと思われる二人の女の子が小声ではしゃいでいる。

「実物超かわいんだけど……!?」「ねー顔ちっちゃ……！　ウチも次握手したーいっ」

　その二人を順番に睨にらみつけ、差し出された手を睨みつけ、正面の子へ視線を上げたアリスは、目を細めたまま尋ねた。

「……何？　あんたらもおっきくなりたいの？　それともちっさく？」

「えっ!!　や、やっぱいいです、ごめんなさいっ……」

　逃げて行く三人の背を見送り、アリスはふんと鼻を鳴らした。

「うかつに触れようとするなんて、体積変化のいい的じゃない。何考えてるのかしら？」

「いや純粋なファンやろ。優しくしてやりぃや……」

　夏都が呆あきれるそばで、すずも苦笑いを浮かべる。

　誰かが目撃ツイートでもしたのか、アリスのファンを名乗る人たちは次々と現れた。

　うんざりしたアリスは、声をかけられるたびに威嚇して散らす。

「いたっ！　アリス・イン・ワンダーランドだ！」

「ゥ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

「きゃああ、アリスだ。かわいー!!」

「ウラァアアアアアアアッ!!」

「やっべ、今俺威嚇されちった」「まじで？　いいなあ！」「え、俺もされてこ！」

「ンゥアァァぁぁぁっ……」

「目に見えて弱ってきとるな……」

「スタミナがないんだよね、アリスは」

　夏都とすずはアリスより少し離れて、その様子を眺めていた。

　ぜえ、ぜえと肩で息をするアリスに、サイン色紙が差し出される。

「あのっ！　サインもらってもいいですか？」

　色紙を奪い取ったアリスはそのふちにがぶっと嚙かみつき、縦に嚙み切る。

「ムキィィィィイイ……!!」

　破れた色紙を放り投げて返したアリスは、してやったりと満面のドヤ顔。しかし渡された男性ファンの反応は、歓喜である。

「っべえっ!!　超レア色紙なんだけどっ!?　あのっ、ありがとうございますっ!!」

　深々と礼をして去っていくその背を呆ぼう然ぜんと見送り、アリスは肩を落とした。

「……何なの？　こいつら……」

「ファンです！」「フォローしてます！」「応援してます！」「がんばってください！」「一緒に写真いいですか？」「握手してくださあい！」「サインしてくださあい！」

「威嚇してくださあい！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」

　アリスは多くのファンに取り囲まれ、すぐに身動きが取れなくなった。

　離れたところで待つ二人に、大きく手を振る。

「ごめーん！　先行ってて！　すぐ追いつくからー」

「しゃーないな。仲なか見み世せ通りでもぶらぶらしとこか」

「え、ん……うん」




　　　×　　　×　　　×




　浅草寺の入り口となる総門──雷門には、四メートル近い巨大な赤提ちよう灯ちんがぶら下がっている。〝雷門〟と書かれた迫力ある浅草寺の象徴。参拝者はこの提灯の下をくぐり、みやげ品店や食べ物屋などが向かい合う約二五〇メートルの一本道──江戸情緒溢あふれる仲見世通りをゆっくり歩く。真まっ直すぐ進んだ先にあるのが、浅草寺本堂である。

　アリスと別れた夏都とすずは、ひとまず仲見世通りを目指して車道沿いを歩いていた。

　雷門の前を横切る、広い道路だ。観光地らしく、ここにも歩道に沿って多くのお店が並んでいる。車道脇には、人力車を引くソフトマッチョなお兄さんたちが笑顔を見せていたりして、ただ歩いているだけでも充分に楽しい。

　すずは、きょろきょろと辺りを見回しながら歩く。

「すずちゃん、ここ初めてなん？」

「う、うんっ……。楽しいね、ここ」

　夏都の問いに、すずは笑顔で応えた。




「……あ、いた」

　車道をタクシーで進んでいた千樫は、その車窓越しに二人の姿を見つけた。

　タクシーを降りた千樫は、車道を挟んだ向かいの歩道に手を振る。

「おーい！　氷川っ。市ヶ谷さん！」

　車通りが多く、千樫の声は届かない。

「おーいっ!!　……くそ。電話すっか」

　と、画面の割れたスマホを取り出した千樫は、怪け訝げんに眉根を寄せた。

「え？　圏外……？」

　タァンッ──!!

　側頭部への銃撃はあまりに突然だった。

「久しぶりぃ……でもないかの。再会を喜ぶには早すぎたか？　おぉん？」

　ガードレールに腰かけ、嬉うれしそうに笑うツノ少女。つい先ほど終末局に拘束され、連れて行かれたはずのプラネッタである。

　そばには、千樫の側頭部を拳銃で撃ち抜いたオレーシャが立っている。

　ここは人通りの多い繁華街だ。そんな中で発砲音が響き渡り、堂々と殺人が起きたというのに、なぜか気に留めるものは誰一人いなかった。

　歩道を往来する人々は、倒れた千樫を含む三人を自然と避けて通りすぎていく。

「……なん、で……？　はあ？」

　千樫は路上に横たわったまま、ぷらぷらと足を振るプラネッタを見上げた。逆光でその顔は陰っているが、悪魔のような笑みを浮かべているのはわかる。

「何で、とは？　何で私たちがここにいるのかってことか？　逆に何でプラ様たちが、あんなサルどもに捕まると思ったのかが疑問だな。くくっ！　まあ種明かしをしてしまえば何てことはない。あそこに飛んでいるルカーシュカは暗躍向きでのう」

　プラネッタが指差したのは、車道の上空を飛ぶドローンだ。

「私たちの拘束を解くくらいは簡単なのだ。そしてこのオレーシャもまた、暗躍向きでな。潜入、諜ちよう報ほう、暗殺が専門なのだから、一度監視の目を外れれば、あのこざかしいヘルメットを破壊して回ることなど造作もない。やつらは今ごろ、楽しい楽しいモンキーグミダンスでも踊っているだろうさ。いっそ殺してほしいって笑顔で泣きながらなあっ……！」

　あっひゃっひゃっひゃっひゃっ──。

　腹を抱えて笑うプラネッタを睨みつけながら、千樫は体を起こす。プラネッタ自身やその能力は、効かない千樫にとって脅威ではない。

　千樫が恐れるのは、そのボディーガード。オレーシャだ。震える指先をポケットに隠し、打ち鳴らされる歯牙を嚙みしめる。──マジで怖い。どれだけ気を張ろうとも、体が本能的に逃げたがっている。何度も自分を殺したオレーシャから。

　ケンカにおいて、ビビっていると悟られるのは負けに等しい。千樫は眼光を鋭くする。

「……この、周りから無視されてる異様な状況も、お前の催眠術ってこと？」

「いかにも。私の能力によって、この辺り一帯のサルどもは私たちを認識できない。何かがいるとはわかっていても、見ようとしない。気にも留めず素通りしていく仕様だ」

　自分の力を誇示するときのプラネッタは、本当に嬉しそうに笑う。くくく、と目を細め、わざとらしく向こうを見み遣やる。車道を挟んだ対岸の歩道だ。

「おんやあ？　あんなところにインデペンデンス・デイがいるな」

　往来する他の人々と同じように、夏都とすずも千樫には気づかず、遠く離れていく。

　話題がすずにおよび、千樫はいよいよ青ざめる。不安を、恐怖を怒りで塗り潰す。

「また性懲りもなくあの人で遊ぼうってか……？　させねえぞ、コノヤロウ」

「いやあ？　あれはもういいや。今、私の興味はな小僧。貴様に移っているんだ」

「……俺？」

「そうだ。おもしろいな、お前！　終末局のサルどもから情報を引き出したんだが、お前の素性はあまりに知れない。名前も年齢も機密事項で知っているやつがおらん。秘密工作員？　お友だち係？　ナノＱの実験体？　わけのわからん情報しか出てこんかった」

　ぴょん、とガードレールを飛び降りたプラネッタは、無防備に千樫に近づく。腕を後ろ手に組んで、千樫の体を観察するようにその周りを回った。

「小僧、お前は何者だ？　何回死ねば死ぬんだ？　お前は、本当に断念波アイテムもなしに、私の能力を無効化していたみたいだな。不思議。なのに異能兵器ではない。じゃあいったい何なんだ？」

「……普通の高校生だろうが、どう見ても」

「ほおん？」

　千樫の正面に立ったプラネッタは、上目遣いで千樫を見つめ目を細めた。

「くっくっくっ、そうか。あははっ。ガクガク膝を震わせながら、よくもまあそんな口がきけるものだな。気に入ったぞ小僧。お前、プラネッタファミリーに入れ」

「プラネッタ様？」

　眉をひそめ不快感をあらわにするオレーシャに、プラネッタは告げる。

「こいつはサルじゃない。他の連中とは違う。連れて帰るぞ」

「はっ、ざけんな」

　反発するのは千樫自身だ。

「何勝手に決めてんだよ、ツノ。誰がお前の下になんかつくか」

「おぉん？　そうか……。じゃあ恋人ならどうだ？」

「プラネッタ様ッ？」

　オレーシャはさらに強い不快感を示す。プラネッタはそれを無視して続ける。

「私はこの力を持つからな、手に入らないものがないんだ。金、地位、権力。あらゆる道楽、あらゆる遊び。何でもしたぞ？　けれど、退屈なんだよ。私の人生には有り余るほどの自由はあるが、ときめきがない。ある日ふと一つだけ、やってない遊びに気づいたんだ。わかるか？　小僧」

「……？」

「恋愛だよ。人の心を操るのが簡単すぎて、ほしい人間はいともたやすく手に入る。そんなものに愛されてると言えるか？　そんなものを愛せるか？　私はファミリーに対しては決して能力を使わない──が、それでもときどき、不安に思うことがあるんだ。──私は自分でも知らないうちに、彼らに私を好きになるよう、暗示をかけてやしないかって」

「プラネッタ様ッ！　我々は決してそのような──」

「わかってる。そんなこと考えるのは、ナイーブになって眠れない夜だけだ。けどこいつになら、もしかして。ナイーブな夜にも、そんなバカな不信を抱かず身を寄せられるかもしれん。何せ操ろうにも操れないんだから。なあ、小僧。ときめいたんだ──」

　プラネッタは胸に手を当て、千樫を見つめる。

　頰ほおを上気させ、瞳を潤ませて。

「お前が撃たれまくった状態から再生したとき。死の淵ふちから蘇よみがえったとき。このプラ様がときめいたんだぞ。あのとき、私は、お前がほしいと思った……！」

[image: ]

　それは愛の告白めいていた。

　しかし千樫の心は揺れない。こいつは市ヶ谷すずの敵。それは変わらない。

「……さんざん殺しといて勝手にときめいてんじゃねえよ。物珍しさにテンション上がったってだけだろ。俺はなあ、インデペンデンス・デイが好きなんだ」

「え……」

「何回死ねば死ぬのかって訊きいたな？　何回もだ。何回だって死んでやる。んで、何回だって生き返る。何度でも何度でも何度でもなあ、お前があの人を狙う限り蘇って、お前をぶっ殺してやるんだよ。」

　これは脅しだ。オレーシャがいる限り、千樫に勝ち目はない。だからこのちっこいボスを脅かす。ファミリーを率いて去ってもらうために。

「──わかったら、さっさと国に帰れっ！」

「っ……」

　びくりと肩を跳ねさせたプラネッタは、千樫の気迫に圧おされて後退あとずさりする。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度は消え、代わりに浮かぶ表情は戸惑いの色。プラネッタをかばうようにして、オレーシャが割り込んだ。千樫の鼻先に向けられるのは銃口である。

　──やっぱダメか……。また殺される──と千樫は目を閉じ、顔をそむけた──が、聞こえたのは発砲音ではなくプラネッタの声だった。

「……やめろオレーシャ」

　目を開き、再び見たプラネッタは、またもとの悪徳令嬢のような態度に戻っている。

「……くくく、いいだろう！　何度も何度も、か。お前がどれだけインデペンデンス・デイを護まもりたいかはわかった。それに免じて、今日のところは帰ってやってもいいよ？」

「え、まじで？」

　異能兵器とは言え中身は子どもか。脅してみるものである。

「その代わり、この私と少し遊べ。〝[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]鬼ごつこ〟なんてどうだ。日本にもあるだろう？　私にタッチできれば、お前の勝ち。タッチできなければ、私の勝ち」

「鬼ごっこ？　おお……それで満足してくれるんなら全然いいけど……そんなには遊べないぞ？　俺すぐあいつらと合流しなきゃいけねえから」

「ならすぐやろう。私はこれからインデペンデンス・デイと接触する。そしてやつを洗脳し、さんざんこの国で暴れさせ、自殺させる」

「……は？　何言ってんだお前」

「だからその前に、お前は私にタッチしなくてはいけない。接触を阻止できなければインデペンデンス・デイは暴走し……愛するものを失ったお前は、我が祖国で私に癒やされるんだ。ぎゅっ、てしてあげるね？」

「……いや何言ってんだって」

「それじゃあ、ゲームスタート！　さあ私を追いかけてこい、小僧！　このプラ様を強く抱き締め、見事インデペンデンス・デイの暴走を阻止してみせろ──」

　プラネッタがくちびるを舐なめた──次の瞬間。千樫はふいに後頭部を殴られた。反射的に振り返ると、スキンヘッドの白人男性が千樫を笑顔で見下ろしている。

「いやっ……誰っ……!?」

　男は拾った大きな石を頭上に持ち上げ、千樫の背中へと落とした。何度も、何度も。千樫は体を丸め、防御の体勢を取る。

　腕の隙間から、プラネッタの悪魔のような笑みを睨にらみつけた。

「……のやろうっ……洗脳かっ……」

「くふふっ!!　どうした？　早く私に触らないと、お前の愛する女が、この国を破壊してしまうぞう？」

「……タッチしたら、あきらめて帰ってくれんだな？」

「もちろんだ。ルールを曲げては遊びにならんからな」

「ほんのちょっとでも触れたら、俺の勝ちってことでいいんだよな？」

「この私を軽んずるな。約束は守るさ」

　バチッ、と閃せん光こうが走って、白人男性が倒れ込む。千樫はゆっくりと立ち上がった。

　その手には、対象を一瞬で気絶させるシーマストダイが握られている。

「確かに言ったぞ。ウソじゃないな？」

「ほう……？　やはりお前、おもしろいなっ！」

　人の往来する中、睨み合う二人。

　千樫は跳ねるように駆けた。

　伸ばした指先が触れる寸前──プラネッタは身をひるがえす。

「あははははっ。こっちだ小僧。追ってこい」

　プラネッタが飛び乗ったのは、車道脇に停車していた人力車だ。すでにオレーシャが乗っていて、プラネッタの「逃げろー」の合図で車夫が走り出した。

「待て、コノヤロウっ!!」

　瞬時にガードレールを飛び越え、人力車の尻に手を伸ばす千樫。

　人力車は千樫を引きずったまま、車道を横断する。

　鳴り響くクラクションにブレーキ音。人力車のすぐそばを、車やバスが横切っていく。車道の中央で千樫は振り回され、いよいよ手を離してしまったところに一台の乗用車が突っ込んで来た。

「ごふっ……」

　猛スピードで轢ひかれた千樫は空中へと跳ね、アスファルトの上に落ちた。重傷ではあるが、生きている。だばだばと吐血しながら体を起こす。

「死っ……な、ねえっつうの。もはや車に轢かれたくらいじゃあ、よ……」

　息の詰まる衝撃も、死にいたる激痛ももう慣れた。

　体さえ動くのなら、あとは根性だ。

　千樫はただ、プラネッタにタッチすることだけを考えて周囲を見渡す。

　ここは──。ざわざわと多くの観光客で賑にぎわう門の前。左の雷神様と、右の風神様。二つの巨像に挟まれた巨大な提灯。仲なか見み世せ通りへと続く雷門の前だ。

　車に撥はね飛ばされた千樫を取り囲み、視線を注ぐ大勢の人々。

　雑踏の中に、サルの声を聞く。──ウキッ♪

　笑顔のものたちが数名、人垣を割って千樫に近づいてくる。その手に石やナイフなど、思い思いの武器を握って──。




『……死ね、小僧。死んで死んで死にまくって、インデペンデンス・デイなど忘れてしまえ。何度死んだら、このプラ様を愛してくれるかな』

『何度死んだところで、あの男にプラネッタ様の魅力は理解できないでしょう。私たちとは違って』

　いつも以上に平板な口調で言うオレーシャ。

　その横顔を見て、プラネッタは笑う。

『拗すねるな、オレーシャ』

　それから人力車に腰かけたまま、乱闘の始まった雷門前を眺めた。

『わからんならそれまでさ。せめてもう一度、私をときめかせてみせろ、小僧──』










　　　×　　　×　　　×




「わ、かわいい。ちっちゃくて」

「江戸時代のきび団子まんま再現してるんやて。甘い？」

　串の通されたきび団子をかじったすずは、目を細めて何度もうなずく。

　二人は千樫とアリスの合流を待ちながら、仲見世通りをのんびりと散策していた。参拝者で賑わう一本道を、はぐれないよう身を寄せ合って歩く。

　食べ物屋の多くが単品でも売ってくれるため、通りを歩くとつい買い食いしたくなってしまう。

　目の前で焼かれる、せんべいの香ばしい匂い。それぞれ一枚ずつ購入すると、店の人が海苔のりで挟んでくれた。焼きたてのせんべいは温かくて、嬉うれしい。

　一袋買って二人で分け合った人形焼きは、提灯やら五重塔やらいろんな形が楽しくて、それぞれ食べる前に見せ合った。

　それから、こけし屋に陳列するキャラクターこけしの造形を楽しむ。月のうさぎムンバニーを模したこけしを見つけ、すずが「あっ」と指を差した。

「辰巳くんに買ってあげようかな……」

「はは。眉なしムンバニー、めっちゃ喜ぶと思うけどすずちゃん、値段見て言うてる？」

「いっ、一万円もするのこれえ……!?」




　一方、その眉なしムンバニーは仲見世通りの入り口、雷門付近にて激闘中。

　倒しても倒しても、洗脳された敵は次々に増えていく。もはや操られているだけの彼らに同情する余地などない。対たい峙じしてわかる。

　──こいつら、本気で俺を殺しに来てるっ……!!

　むしられる髪の毛、飛び散る血。殴られ、転がっていく前歯。銃弾を肩に受け倒れた。見れば交番から出てきた警察官が、こちらに拳銃を構えている。

「……また銃かよ……勘弁しろって」

　修羅場と化した雷門前を、プラネッタとオレーシャが悠々と横切っていく。

「インデペンデンス・デイはこの一本道に入って行ったな？　すぐ見つかりそうだぞ」

「待てよ、ツノ！　てめえっ!!」

　千樫はそのツノに手を伸ばし全力で駆ける。ターゲットとの距離が縮まる。触れればいい。ちょっとでも触れれば──が、プラネッタに突っ込む寸前で、洗脳された参拝者たちにしがみつかれた。

「……っぜえな!!　目ぇ覚ませよくそっ!!」

　修学旅行中の中学生を殴り飛ばし、頭に嚙かみつく女を投げ飛ばし、太った中年男性を蹴り飛ばす。ハア、ハア、と肩で息をしながら、去りゆくプラネッタへ足を踏み出す千樫。立ち塞がったのは、三人の外国人男性だ。十一月も終わるころだというのにぴちぴちの半袖Ｔシャツ。首に提げた認識票。盛り上がった大胸筋や、千樫を優に越えるその身長を見て直感する。軍人だ。たぶん、休暇中の。

「……ワッツハプゥン……？」

　男たちは不自然な笑顔で、千樫に向かって駆けてくる。

「おうおう上等だよコラ。かかって来いやメエエン!!」

　と啖たん呵かを切った千樫は直後に踵きびすを返し、男たちを背に逃げ出した。

　──いやさすがに、もうムリだって。




「何か雷門前で暴れてるやつがいるらしいぜ？」「まじで？」「どっち？」「あっち？」

　雷門前の騒ぎは、仲見世通りにも届いていた。血気盛んなものたちはどれどれ、と一本道を雷門に向けて駆けていく──が。みやげ品店内にいた夏都とすずは気づかない。

「かっこいい、これ」

「ええ!?　忍者やで、それ。外人さんが着るもんちゃう？　ちょっと当ててみて？」

　すずが興味を示したのは、忍者のイラストがプリントされたＴシャツだった。月夜を背景に、屋根の上からこちらへとジャンプしている忍者。曲げた足の下に書かれた〝ＮＩＮＪＡＡＡＡＡＡＡＡ!!〟のロゴが最高にダサい。間違いなく、観光客向けの一品である。

　夏都に言われ、Ｔシャツの肩を自分の肩に合わせるすず。

　夏都はアゴに手を当てながら、体を引いて全体像を見る。

「うぅん……。何か見てるといいふうに感じてくるかもしれん」

「ふふ。ほら、氷川くんも忍者の魔法にかかってきた」

「何魔法使っとんねん忍者、忍法使えや」

　笑うすずの手元から、Ｔシャツをかすめ取る夏都。

「サイズこれでええ？　買うたるわ。誕生日プレゼントに」

「えっ!!　そんな、悪い……」

「悪いことあるか予算内や。そん代わり、本命の木刀はあいつに買うてもらい。合流してから、な」

「う……うん……」

「まったく何してんのやろ、あいつ。すずちゃんこんな待ってんのになあ」




　木刀でしこたま叩たたかれていた。

「っぬぅっふぁぁあっ……!!」

　しかし何度背中を叩かれても、スリーパーホールドを決めた軍人の首から腕を離さない。軍人がカクンと膝から崩れ墜ちた瞬間に振り返り、背後で木刀を振り回していた大学生風男子に頭突きを食らわす。

「ハア、ハア、ハア……!!」

　まずい。こんな不毛な戦いを続けている場合ではないのに……。プラネッタはとうに大提灯の下をくぐり行ってしまった。早く追いかけて、タッチしなければすずが危ない。

　フシュウ……と体からは蒸気が上がり続けている。治っても治ってもすぐに破壊されるため、さすがのナノＱも修復が間に合わないと見える。

　千樫は向かってくる人々を見据えた。学生服のものたち。女子大生たち。中年男性たち。乗りつけたパトカーから出てくる警察官。まだ残っている屈強な軍人──。それぞれ思い思いの武器を手にして、千樫を殺しにやってくる。

　対して千樫は素手。シーマストダイはすでに電力を使い切り捨ててしまった。

　不毛だ。あまりに不毛。相手などしていられない。しかし突っ切ろうにも迂う回かいしようにも、これほど数が多ければ必ずどこかで捕まってしまう。

　──あれ？　これ詰んでね……？

　焦りばかりが募る。早くタッチしないと──。

　ツノ女と市ヶ谷さんの接触を阻止しないと──。

　瞬間、耳をつんざくブレーキ音を聞いて千樫は振り返った。

　目の前に、車道を外れた大型トラックが迫ってくる。こちらへハンドルを切ったその運転手が満面の笑顔で、千樫はもはや「ふへっ」と呆あきれて笑うしかなかった。

「……覚えてろよ、あのツノまじで──！」

　強く目を閉じ顔を背け、衝撃に備える。

　直後にドンッ──と衝突音を近くに聞いた──が、しかし。衝撃はない。

「グッ……キャァァァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」

　ギュルギュルギュル──と白煙を上げるタイヤ。トラックにズリズリと押され、靴底から煙を上げるブーツ。暴走トラックを正面から受け止めたのは、ちょっとだけ大きくなった、アリス・イン・ワンダーランド。

「桜田っ……！」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」

　アリスの広げた腕に止められたトラックが、見る見るうちに縮小していく。まるで吸収されしぼんでいくように、トラックはアリスの手に収まった。

　小さくなったトラックをぽーんと一度宙に投げてキャッチして、地面に置くアリス。見た目はもうオモチャのトラックだ。かわいいエンジン音を上げ、歩道を走り去っていく。

　元のサイズに戻ったアリスは千樫に背を向けたまま、パンパンと手を叩いて埃ほこりを落とした。

「……何ピンチになっちゃってんの、あんた。しっかりしてくれる？」

「……ああ。すまん桜田。正直助かっ──」

　千樫はアリスの頭に、ブタの耳を見つけた。プラネッタのマインドコントロール対策だろう。振り返ったアリスは、ちゃんとブタの鼻も装着している。

　──……わあ。

「麴町ちゃんから話は聞いた。プラネット・オブ・ジ・エイプスがすずを狙ってるんだって？　で、あんたが一人で戦ってたんだって？　すずの誕生日を護まもるために？　バカじゃないの？」

　何か怒っているっぽいが、その不機嫌な顔についたブタ鼻が気になって仕方がない。

　言ってあげたほうがいいのだろうか。それ意味ないよって。

「ねえ忘れたの？　あんたは友だち二号なんだから、そういうことならまず友だち一号であるあたしに相談するべきだったわ！　何一人で背負おうとしてんのよ。今日を最高の誕生日にしてやりたいってのは、あたしだって同じ気持ちなんだからっ！」

「……あの、姉さん。熱くなってるとこ言いにくいんだが……マインドコントロールを防ぐのはその耳だけであって、鼻は意味ないぞ？」

「え？　うそ？」

　ブロロロロロ……。エンジン音を響かせて、千樫のそばで停まった原動機付自転車があった。鮮やかな黄色のかわいいベスパ。乗っているのは〝断念波〟仕様のヘルメットをかぶった麴町だ。アリスがブタ鼻を指差して叫ぶ。

「麴町ちゃん！　これ意味ないの!?」

「えっ、意味はあるよ!?　耳とセットでつけると〝すごくかわいい〟って意味が」

「ぶひぃっ!!」

　ブタ鼻を地面に叩きつけるアリス。

　麴町は千樫をベスパに乗るよう促す。

「辰巳さんっ！　すずちゃんを捜しに行きます！　乗ってくださいっ！」

　言われるがまま麴町の後ろに跨またがる千樫に、ブタ耳アリスが言う。

「すずを助ける役、今回だけはあんたに譲ってあげるわ。ここまでがんばってきたんだったら、最後まで護り抜きなさい。好きなんでしょ？　あの子が」

「……ああ。サンキュ、桜田」

　仲なか見み世せ通りへ走っていくベスパを見送ってから、アリスは洗脳された人々を見据えた。

　立ちはだかるは門の前。左に雷神。右に風神。背後に〝雷門〟の大提ちよう灯ちん。

「……さあて。ここから先はアリス・イン・ワンダーランドが通さないわ。あんたたち」

　アリスは赤いくちびるの端を吊つり上あげた。

「──踏み潰されたいの？」




　　　×　　　×　　　×




「どいてどいてっ!!　どいてくださあああいっ!!」

　プープーププー！　プーププー!!　ホーンを高々と鳴らしながら、黄色いベスパは仲見世通りを突き進んでいく。クモの子を散らすように逃げていく参拝者たち。

「すみませえん！」と謝りながらハンドルを握る麴町の後ろで、千樫は声を荒らげる。

「二人乗りいいんすか、これ原付でしょ!?」

「絶対ダメです!!　参道をバイクで走るなんてのも無礼極まりない行為です、下馬してくださあい、ただっ、今は緊急事態です許してえ！」

　前輪が石畳の段差で跳ね、車体が大きく揺れる。

「プラネット・オブ・ジ・エイプスがすずちゃんに迫っている今、もう一刻も猶予はありません！　すぐにでもシーマストダイで気絶させて保護しなきゃ──」

「や、あの……それが。あのスタンガン使えなくなったんで捨てちゃって……」

「ええ!?　あれが予備なのに!?　じゃあ直接話してわかってもらうしか……」

　千樫はバランスを取りながら、麴町の耳元で声を上げた。

「その役目、任せていいですか？　俺今、鬼ごっこの最中なんすよ！」

「……へえ？」

　プラネッタとのやり取りを簡単に説明する。あの少女にタッチさえすれば、この騒動は収まるのだということ。プラネッタは、今この道の先にいるということ。

「──あと少しなんすよ……！　さっきもあと少しで触れそうだったんだけど、洗脳されたやつらに邪魔されて……けどあいつらがいないなら──あのツノに近づけられんなら」

「勝算はあるんですか……？」

「これ」と千樫が麴町の背後から前に回した手には、歯が数本握られていた。

　運転しながらチラと一瞥してドン引きする麴町。

「殴られて何本か取れちまったんで、集めといたんです。これをあいつに近づいて投げつけてやろうかなって。『さーわった』っつって。これも俺の体の一部なんだから、タッチしたことになるんじゃねえかなーって。卑怯っすかね？」

「卑怯というか……エグいですね……」

　間違いなく褒めてはいないが、千樫は「えへへ」と欠けた歯をのぞかせて笑う。

　麴町はその笑顔から、蒸気がシュワシュワと上がっていることに気づく。見れば蒸気は、千樫の体中から発せられていた。

「辰巳さんっ！　大丈夫なんですか、その体っ……!?」

　言われて初めて、千樫は自身の体に気を留めた。痛みは全身におよび、どこが壊れているのかなどもうわからない。明らかに、傷の治りは遅くなっている。

「別に……ほっときゃ治る。そういう仕様でしょ？」

「治りませんよ！　最初の日に先生が説明してたじゃないですか。人工細胞だって生きてるんですから、負担をかけ続ければ機能が低下してしまいます。そんな状態で致命傷を負えば、ホントに死んじゃいますよ!?」

「……あれ？　そうだっけ……？」

　たしかに初日、ベッドの上でいろいろと説明を聞いたが、生き返ったばかりでよく覚えていない。

「まあだとしても、大丈夫です。俺をツノんとこまで連れてってください」

「大丈夫じゃないでしょ……。聞き入れられません。今までのご尽力は、大変感謝しております。けれど今はすずちゃんを研究所に連れ帰ることが──」

「戻りませんよ、あの人は。他の異能兵器が迫ってるって知ったらたぶん、戦っちゃうでしょ。自分のせいでってまた、自分を責めて。今度の敵は、まじでやばい。特にあのボディーガードは危険です。俺は腹を刺されました。頭を何度も撃ち抜かれて、殺された」

　その相手が、死んでも死なない自分でよかった。腹を刺されたのが──頭を撃ち抜かれたのがすずだと思うと──そんな光景を想像するとぞっとする。

　麴町が疑問を口にした。

「……辰巳さんは、どうしてそこまでしてすずちゃんのために……」

「何でって……。何でですかね？　わかんねえけど……あの人は、異能兵器じゃないんです。俺にとっては」

「……？」

「好きになった人がたまたま兵器になってたってだけで、市ヶ谷さんは、ずっと市ヶ谷さんなんです。小二のころ、エビが食えなくて居残りしてたとき、唯一助けてくれた人なんですよ」

　──「そんなにまずいのー？　それ」

　誰もが自分を見ないふりし、世界のすべてが敵にさえ思えたあのとき。

　机のふちからちょこんと顔を出したあの笑顔に、どれだけ救われたことか。

「あの人の望みは、ラブコメみたいな楽しい毎日をすごすことでしょ。今やっと、叶かなってるんすよ。好きな人と、好きな場所で普通の子として、誕生日を迎えられてるんです」

　ある日つぶやかれたすずの願い。





　──普通の子みたいになりたいな[image: ]






　たったそれだけの願いを、世界中がこぞって潰そうとしている。中国政府やロシアンマフィア、母国の終末局でさえ家族の記憶を奪い、すずを拘束しようとする。

「だから、せめて俺だけでもって……そうだ。気絶させるとか、連れ帰るとか……やっぱムリですよ。世界中が敵だったらなおさら、俺はあの人の味方してやんなきゃなんねえ。あのとき、あの人がそうしてくれたみたいに──」

　──今度は俺が、あの人の苦手なもの全部、食べてやる番だ。

「考えてみりゃ俺、あの人を泣かしてまで、生きたいとは思わねえし」

　どうせ拾った命だ。恩返しに使ったほうが、幾分も有意義に思える。

　できるはず。ただ、タッチすればいいだけなのだから。最悪、手首をちぎって投げつけてでも。あのツノ少女に触れさえすれば、すずのラブコメは終わらない。

　麴町はベスパのハンドルを握りながら応えた。

「……辰巳さんのお気持ちは、痛いほどわかりました。けど、やっぱり辰巳さんが鬼ごっこに勝てるという確証はありません。タッチされたプラネット・オブ・ジ・エイプスが、本当にあきらめてくれるという確証も──」

　その直後だった。麴町が急ハンドルを切る。

「わ、わ、わっ。何、この人たち」

　洗脳されたものたちが、「ウキッ、ウキッ」とバイクに近づいてくる。

　プラネッタはすずを探して仲見世通りを歩きながら、めぼしい人間に次々と催眠術をかけていったらしい。自らの危険を顧みず飛び込んでくる人々を避け、麴町が叫ぶ。

「何？　轢ひかれたいの!?　こわっ」

「麴町さん、上だっ!!」

　店の屋根の上から、両手を広げて飛びかかってくる男がいた。まるで予想していなかった事態に麴町は対応できず、男にしがみつかれた千樫はベスパごと倒れて石畳を滑る。

　ギリギリギリ、と火花を散らしながら店に衝突するベスパ。すばやく立ち上がった千樫は、ベスパが店ごとボンッと爆発するのを目の当たりにした。

「……うおぉ……」

　炎上した店内に人の姿は見えない。麴町さんはどこだ──と辺りを見渡す。

「ぎゃああああわだじのベスパああああっ!!」

　数メートル先に投げ出された麴町は石畳にへたり込み、燃えさかる店に腕を伸ばしていた。店に──というより、燃えるベスパに。よかった。元気そうだ。

「じゃあ麴町さん。俺、あのツノ捜してきます！」

「待って、辰巳くんっ……!!」

　呼び止める麴町の声を背に、千樫は先を急いだ。




　　　×　　　×　　　×




「出えへんなぁあいつ……。まだお腹なか壊してんのか……？」

　スマホを片手に、夏都は困った顔をする。

「人の誕生日に、かなんやっちゃな。桜田なんかケータイすら持ってへんし」

「ふふ……何かノリで海に投げちゃったんだって」

　すずは微笑ほほえみながらそう言って、おしるこをすすった。

　仲見世通りと十字に交差する伝法院通りは、本堂よりもやや手前。参道である仲見世通りほどガヤガヤしてはいないが、この道もまた、江戸情緒溢あふれる飲食店や雑貨店が軒を連ねている。

　仲見世通りを本堂に向かって歩いていた夏都とすずは、一本道に終わりが見え始めると、手前で左の道に逸それた。四人で来ているのに二人で参拝するわけにはいかないと、伝法院通りのおしるこ屋でひと休みだ。

　柳の垂れる店前の、背もたれのついたベンチに二人並んで座る。

　秋の空気はひんやりとして冷たいが、プラスチックケースに入れられたおしるこが温かい。鼻び腔こうをくすぐる甘い香り。口いっぱいに広がる上品な甘さ。ノドを落ちていく温かさにほう、と息をつく。

　澄み渡る空からは、柔らかな日差しが差していた。

　二人は千樫からの連絡を待ちながら、通りを往来する人々を眺める。

　おしるこに浮かぶ餅をスプーンでつついていたすずが、意を決したように手を止めた。

「……あの、氷川くん」

「ん？」

「えと、あの。ありがとう……」

　キャスケットを深くかぶり、うつむくすずを見て夏都は小首をかしげた。

「忍者の服？　別にええって、誕生日プレゼントやし」

「忍者も……だけど。今日、来てくれたり、とか。遊んでくれて、とか……」

「……いえいえ」

　ずず、と夏都はおしるこをすすった。

「私、転入して一ヶ月経たつけど、あまりクラスに馴な染じめなくて。氷川くんが話しかけてくれたのが、嬉うれしかったの。だから、そういうのとかもろもろ込みで、ありがとうって」

「……ええ子やねえ」

「……？」

　ぽつりとつぶやかれた言葉に、すずは顔を上げた。

「やあ、ええ子やなあすずちゃんて思って。ただ俺はそれを、教えてもらった立場やねん。誰よりも早く、君が一人なのに気づいたやつがおる。君がクラスに馴染もうとがんばってることに、気づいたやつがおる」

「……アリス？」

「ちゃうわ、ちゃう。気づいたげて？　違うよー？」

「……」

　すずはまたうつむき、黙ってしまう。困ったようなその横顔を見て、夏都は笑う。

「……俺ちゃうんよ。礼なら、そいつに言うてやってくれ」

「……うん」

　しばし沈黙が流れて、夏都は大きなあくびをした。

「ふああ。甘いもん食うたら何や苦味ほしくなってきたな。コーヒー買うてくるわ。すずちゃん何がいい？　ミルクティー？　コーンポタージュ？」

「何でもいい。お茶でも」

「うんそれお茶やね。ちょっと待っとき」

「うん」とすずはうなずき、自動販売機を探して去っていく夏都の後ろ姿を見送った。

　それからぼんやりとベンチに座ったまま。おしるこの餅をスプーンでつつく。

　つつきながらぼんやりと、氷川くんは優しいなあと思った。彼が誰のことを指していたのか、本当はちゃんと気づいている。

　思えば、きっかけはすべて辰巳千樫──彼だったのかもしれない。

　辰巳くんが一緒に水族館へと後押しし、辰巳くんがお見舞いに来てくれたから、アリスを家に招いて料理を作った。今日も辰巳くんが誘ってくれたから。だからダブルデートのやり直しが実現したのだ。

　──ああ、楽しいなあ。

「ふふ」と思いだし笑いをしていたすずに、おしるこ屋の店員が近づいてくる。

「あの……すみません。お客さんにこれ、渡してくださいって……」

「……？　私ですか？」

　差し出されたのは、普通はおしるこを乗せて運ぶであろう和風のお盆。その上には一昔前の──バブル時代のごつい携帯電話と、うさ耳のカチューシャが乗っていた。




　　　×　　　×　　　×




『ウッキャア、ウキャキャ♪　ウッキャア、ウキャキャ♪　一口食べるとウッキッキー、二口食べるとウッキッウキッキー♪　みんな仲良しモンキーグミッ♪』

　プラネッタは軽快なステップで仲なか見み世せ通りを歩き、浅草寺本堂の前までやってきた。

　参道の両脇に向かい合う建物では、おみくじやお守りを売っているらしい。雷門前での騒動など露知らず、多くの参拝者で賑にぎわっている。

『……ふむ。とうとう見つけられずに、道の終わりまで来てしまったな』

　プラネッタは参道を真っ直ぐ進み、浅草寺本堂を見上げて足を止める。

『ほわあ。大きいな……！』

　近くで見ると迫力のある建造物だった。紳士用ハットのような屋根の形がかっこいい。

　正面の階段を上がった賽さい銭せん箱ばこの手前には、巨大な提ちよう灯ちんがぶら下がっている。提灯に書かれた字を読むことはできなかったが、それでもプラネッタは満足げに腕を組んだ。

『うむ。なかなかに〝粋〟だ』

　左手にそびえる五重塔も粋。右手のずっと向こうに見えるスカイツリーもまた馴染んで粋。下町情緒溢れる雰囲気をたいそう気に入ったプラネッタは、上機嫌だった。

　本堂の手前、参道の真ん中にある大きな瓶かめのような物体──常香炉に目がいく。中でたくさんの線香が焚たかれているらしく、多くの参拝者が瓶の上に頭を差し出し、線香の煙を浴びようと手で扇あおいでいる。

『あれは何をしているんだ……？』

　はたから見れば滑こつ稽けいな光景だが、きっと何か意味があるに違いない。

　プラネッタは参拝者に混じって、ツノつきの頭に煙を浴びた。

「くっそ、ツノ女っ!!　お前何普通に観光してんだ！　腹立つなおい」

　呼ばれて顔を上げて見れば、本堂と仲見世通りとの間にある大きな門──宝蔵門を背に、千樫がこちらを指差していた。

「おや？　生きていたな小僧。くくくっ。まあこのプラ様が認めた男なのだ。あの程度、乗り越えてもらわなくては困る。しかし……何だお前も、煙を出しているのか……？」

　千樫は体のいたるところから、いまだもうもうと蒸気を上げていた。

　プラネッタを睨みつけつつ、しまった、と下くちびるを嚙かむ。せっかく煙に夢中になっていたのだから、こっそり後ろからタッチすればよかった。今が最大のチャンスだったのでは……？

「くそっ……まあいいや。あの怖い女は──いないようだな……」

　見回した限りオレーシャの姿は見えない。プラネッタの頭上には例の土星型ドローンが浮かんでいるが……あれを数に入れるかどうかはさておき、オレーシャの不在は間違いなく僥ぎよう倖こう。心の中でガッツポーズを作る。

　千樫もまた、参道の上。プラネッタと数十メートルを挟んで向かい合う。

　ツノの少女は、やれやれというふうに手の平を返した。

「インデペンデンス・デイが見つからんのだ。まさかもう隠してしまったのか？」

「さあね。人混みにでも紛れてんじゃね」

「くくく。その人混みの中、よくぞ私を見つけてくれたな。嬉しいぞ、小僧」

「お前は目立ちすぎなんだよ。ツノ生えた金髪のガキ見かけませんでしたかって何人かに訊きいたらすぐわかった」

　プラネッタは口をへの字に曲げ、腰に手を添える。

「……ふうむ。まったく貴様は。どれだけのＶＩＰをガキ呼ばわりしているか、わかっているのか？」

「知らん。お前になんか興味はねえよ」

「つくづく腹立たしい小僧よのう……。散々殺してやったのに、まだこのプラ様の恐ろしさがわからんらしいな。まだあの女をほしがるか。月をかじった異能兵器──インデペンデンス・デイを。気づいているのか？　世界だぞ？」

「……は？　何が？」

「かの少女をほしがっているのはお前だけではない。いまや世界中があれをほしがっているのだ。つまり小僧。お前の恋敵は、世界だ」

　プラネッタは赤い瞳で千樫を見据えたまま、くちびるを舐なめた。

　──……ウキッ♪

　プラネッタの意思に呼応して、おみくじやお守りを買っていた人たちが──常香炉で煙を浴びていた人たちが──参拝していた人たちや、千樫の後ろのこれから参拝しようとしていた人たちが──次々としゃっくりをするように「ウキッ♪」と声を跳ねさせる。

　彼らが満面の笑顔で見つめる先は、当然、千樫。

「はは……上等だよ、世界コノヤロウ」

　千樫はジャージの裾を引き上げ、前に出た。首を曲げ、肩を回す。

「お前らがあの人を見つける三年前よりもずっと前から、俺はあの人に惚れてんだよ。何とかランキングで世界一位取る前からずっと、俺ん中じゃ世界一だったんだよ。それを横からしゃしゃりでて来やがって……今さらくれてやるかってんだっ！」

　シュワシュワ蒸気を上げながら、千樫は駆けた。

　目指す先は一直線。参道を真まっ直すぐ駆けた先のプラネッタ。近づいて──ギリギリまで近づいて、握った歯を見舞ってやる──。

　サルと化した参拝者たちが、一斉に千樫へと群がった。

「ウキッ、ウキッ♪」と飛び跳ねるものたちの数は、雷門のときよりも増している。老いも若きも男も女も。その思考は、プラネッタによって植えつけられた千樫への殺意で占められている。

　そんなものらとやり合っている暇はない。千樫は飛びかかってきたものを避け、踏みつけ、ジャンプして群れを抜ける。プラネッタまであと少し──というところで。

　パーンッ──！

　日のかたむき始めた空に、銃声が響いた。

　膝を撃ち抜かれ、石畳に転がる千樫。

　ゾクリ、と怖おじ気けが走った。いる。どこかにいる……！

　直後、頭のすぐそばの石畳が弾はじけた。──パーンッ！

　──ちきしょう……!!　畜生畜生畜生!!　やっぱいるじゃねえか、あいつ!!

　どこだ。屋根か、木の上か。どこか見晴らしのいいところで、プラネッタに近づこうとする千樫を狙撃してくる。これでは、歯をぶつけるどころか近づくことさえできない──。

　倒れた千樫の背に、洗脳された人たちが重なる。首を踏まれ、手首や足首を嚙かまれる。

　千樫は痛みをこらえてごろごろ転がり、群がる連中の足を払い、隙を見て立ち上がった。男は殴り、女は投げ飛ばす。嚙みついてくる子どもはもう無視だ。

　殺される。殺される──。まずい。このままここにいても──。

　振り下ろされたのは、みやげ品店で売られている模擬刀だった。十手で突き刺してくるやつもいる。龍りゆうが剣に巻きついたキーホルダーでぐりぐりしてくるやつもいる。

「おふっ！」とこめかみに突き刺さったのは手裏剣だった。おい忍者もいるのかよ。

　そのすべてを蹴散らして、千樫は再びプラネッタを見据えた。

　悠々と腕を組み、悪魔のような笑みで千樫の激闘を鑑賞するツノ少女を。

　体中から吹きだす蒸気が増している。痛みが引かない。血が止まらない。ラティメリアタウンで瀕ひん死しになったときの感覚と似ている。あ、まずい。これまじで死ぬやつだ──そう思うと焦りが募る。

　──ダメだ、一度引いて態勢を立て直して……。

　しかし。踵かかとを下げた千樫の足が止まる。

　──立て直して……何だ？　形勢逆転するってのか？　いや今だ。今行くしかない。

　またこの距離までプラネッタに近づけるとは限らない。それにこれは、荒らくれていた中学校時代に学んだこと──一度恐れて逃げてしまった相手には、もう勝てない。

　ビビってはダメだ。

　自分を騙してでも、進まなきゃならないときがある。

　本能が、足を前に出すのを拒む。プラネッタに近づけば撃たれる。怖い、怖い、怖い怖い怖い──。だから、ころころ変わるすずの顔を思い浮かべた。

　教室でサボテンに水をあげるすず。千樫が生きていると知って、泣き崩れたすず。照れたように笑うすず。そして、夏都と話しているときの楽しそうなすず──。

「んんぬぅぅぅぅうっし、怖くねえっ……!!」

　歯を食いしばり、目を血走らせ、膝にこぶしを叩たたきつけて千樫は前に出た。どうせじっとしていてもリンチにあって死ぬ。

　また死ぬ。すぐ死ぬ。何したって死ぬ。軽い命だ。どうってことない。

　すずのために使うと思えば──。

　──パーンッ！

　プラネッタまであと数十歩というところで。頭を撃ち抜かれた千樫は、参道に倒れた。




　　　×　　　×　　　×




　カラン、コロンと薬やつ莢きようが瓦の上を転がっていく。

　千樫の頭を撃ち抜いたオレーシャは、すぐに次の弾を装そう塡てんしレンズをのぞく。

　プラネッタの周囲がよく見える屋根の上。腹ばいになったまま、じっと息を殺す。インデペンデンス・デイとの対たい峙じを見越しての布陣。しかし、プラネッタの前に現れたのは千樫だった。どちらにしろ、ボスに近づけさせないという仕事は変わらない。

　ただ、そうなるとインデペンデンス・デイの位置が気になる。彼女は今どこに──と、一抹の懸念が脳裏をよぎった次の瞬間、背後に殺気を感じ、オレーシャは手持ちの拳銃を向けた。

「………………」

　しかしそこには誰もいない。気のせいか……？　と眉根を寄せた直後。

　伸ばした右腕の関節が、瞬時に逆へと曲げられた。──ゴキッ。

「……ッ!?」

　敵が見えない。狙撃銃が勝手に弾かれ、屋根から落とされる。

　オレーシャは拳銃を左手に持ち替え、構え直した。しかしどこへ銃口を向ければいい？

　──まさか、もう見つかるとは……。

　かの念動力の射程は月にまで届く。見つかれば遠くから弄もてあそばれる可能性は充分にあり得た。だからこそ、目立つプラネッタから距離を置いて暗中飛躍に徹していたのに──。

　ガコ……──背後にかすかな物音を聞いて、咄嗟に銃口を向けた。

　目の前に飛んで来たのは瓦だった。

「……がっ!?」

　眉間に瓦をぶつけられたオレーシャは衝撃でひっくり返り、階下へと転げ落ちた。




　　　×　　　×　　　×




「──鬼さんこちら、手の鳴るほうへ。日本じゃあ鬼を、そうやって挑発するんだろう？　さっき通りで鬼ごっこをして遊んでるんだと言ったら、親切なおじさんが教えてくれたんだ。……ええと。あいつだ。お前がさっきぶっとばしたやつ」

　プラネッタは膝を曲げ、参道にうつぶせる千樫の横顔を見下ろす。

　千樫は動かない。シュワシュワと上がる蒸気は少なくなっている。なのに側頭部から流れる血は止まらない。石畳にじわじわと血溜だまりが広がっていく。

「……小僧。お前もしかしてもう死ぬのか？　ほら、もうちょっとだぞ？　手を伸ばせばタッチできるぞ？　いいのか？　インデペンデンス・デイ襲っちゃうぞ？　おぉん？」

　何を言っても生き返らない。

「……こんなんじゃあ、ときめかんぞ、小僧……？」

　プラネッタはしかめっ面を作る。

「つまらん、つまらん、つまらあああんっ!!」

　プラネッタの激げき昂こうに呼応して、サルと化した人々が飛び跳ねた。

　そのときだ。

　宙に浮かぶルカーシュカの球体に着地するものがあった。

　土星型ドローンはそのまま下に押されるようにして高度を下げ、「ずごっ」と参道の石畳にめり込み火花を散らす。

　ルカーシュカが踏み壊された次の瞬間──サルたちははたと動きを止める。人々が我に返ったのだ。急に倒れ込む人たち、頭を振る人たち、疑問を口にする人たち──。

　へこんだルカーシュカの球体から、ぴょんと参道に飛び降りたのはインデペンデンス・デイ──すずだ。耳にごつい携帯電話を当てている。

『──ほうら、ねえ？　言った通りでしょう？　あなたの今潰したドローンこそ〝精神支配マインドコントロール〟の中継装置だったのです。僕に借りができちゃいましたねえ？』

「……黙って。必要以上のこと言わないで」

　すずはキャスケットを脱ぎ、代わりに〝断念波空中線〟──プラネッタの念波を妨害するうさ耳をつけていた。その姿を見て、プラネッタが赤い瞳を細める。

「身を隠すのが得意な臆病者にぴったりの耳だな。インデペンデンス・デイ」

「あなたのツノよりはかわいいでしょ。プラネット・オブ・ジ・エイプス」

『あのツノが、〝精神支配〟の送信機となっているようですね』

　ごつい携帯電話から聞こえてくるのは、Ｑの声だ。一体どこから見ているのか、すずと対峙するプラネッタを分析し、情報を電話越しに伝える。

『本来、対単体であるはずのマインドコントロールを対多数へと進化させた秘密は、ロシア連邦の科学力にあったわけですねえ。異能兵器と異能保有国家のすばらしい連携のたまものです。僕たちも見習わなきゃですね♡』
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「黙れってば。殺スゾ」

『あの、冷たさがすぎません……？　今は味方なのにぃ』

　嫌いで嫌いで仕方のないＱの声を耳元で聞かなくてはいけない状況を我慢しているのは、彼の情報が対プラネッタ戦では必要だからだ。

「……つまり、あのツノとドローンが、単体攻撃を全体攻撃にするアイテムだったってことでしょ？　もう彼女は、集団催眠を使えない」

　しかし追い詰められているはずのプラネッタは、余裕の笑みを浮かべている。

「くくく……。たしかにかわいいなあ、臆病者のインデペンデンス・デイ。もう勝った気でいるらしい。笑ってやれ──ルカーシュカ」

　ヴィンヴィンヴィン──ヴィンヴィンヴィン──。

　柳の木の陰から。門の屋根から。賽さい銭せん箱ばこの後ろから。プラネッタの合図で次々と姿を現したのは土星型ドローン──ルカーシュカ。その数は優に一〇機を超えている。

　プラネッタの思念波が再び中継され、人々が「ウキッ♪」と沸き立った。

「っ……!?」

　驚くすずの顔を見て、プラネッタが嬉うれしそうに手を叩いた。

「うははっ、残念だったなっ！」

　すずは不機嫌に眉根を寄せて、電話口に八つ当たりした。

「ねえ、聞いてないんだけど？」

『やあん、すずさん怖ーい。僕だって、何でも知ってるわけではないんですよう？』

　最もすずの近くにいたルカーシュカが、球体の下部からノコギリを出す。ウィーンガシャン、と広がった刃は円形。高速回転させた、いかにも危険な電動ノコギリを振り回し、すずに迫った。

　球体の接近をとんぼ返りで避けたすずは、そのまま常香炉の屋根の上に着地。

　すぐさま別のルカーシュカが接近し、すずは跳ねる。プラネッタの頭上を飛び越え、浅草寺本堂の屋根へとジャンプする。

　複数のルカーシュカが、すずを追って高度を上げた。

　ヴィンヴィンヴィン──ヴィンヴィンヴィン──。

　すずは手の平を向けた。念動力サイコキネシスで弾はじく──つもりだったが。その力はブォン、とルカーシュカを囲む見えない防壁に弾かれる。一瞬だけ煌きらめいた虹色の光彩には見覚えがある。

「今のって……」

『〝断動力シールド〟ですね。各国で秘密裏に進められている対異能兵器装備開発は昨今、めざましい成果を上げつつあります。僕たちが〝精神支配〟に対して〝断念波空中線〟を開発したように、彼らは〝念動力〟に対して〝断動力シールド〟を開発。次はそれらを無効化するようなものを作らねばなりませんね。断・断動力シールド的な？　おもしろっ』

「その笑い声、不快すぎて死にそう」

『……泣くのは許してもらえます？』

　ならばとすずは、屋根のへりから見下ろしたプラネッタへと手を向けた。

　しかしプラネッタの眼前で、念動力は弾かれる。ルカーシュカと同じように、透明な壁が虹色の光彩をまたたかせた──ただそれだけだ。

「べえええだっ!!　残念でしたあっ!!　我が祖国の科学力は世界の先を行くのだ。シールドの小型化はすでに成功しているんだよ。兵士一人一人が装備できるほどにのう？」

　嬉き々きとして両手を広げるプラネッタ。

「ルカーシュカは無数に湧いて出るぞ？　こいつを日本中に散らしてもいい。わかるか？　つまりこのプラ様の〝精神支配〟はこの国全土に及ぶんだ。私が本気になれば、この国すべての人間を同時に操ることだってできる。全国民強制参加の殺し合い。バトルロワイヤルなんて、楽しそうじゃないか？　おぉん？」

　プラネッタは笑う。あたかも、己の力を誇示する悪魔のように。

「つまり今この国が終末を迎えるかどうかは、私の気分次第ということだ」

「……だって。可能なの？」

　すずは電話口に尋ねた。

『今ある情報だけでは計りかねますが、彼女の言葉が虚言であることも証明できません』

「で？　どうすればいいの？」

『買いかぶりすぎですって、すずさん。言ったじゃないですか。何でも知っているわけじゃ──』

「噓うそつき。あなたは何でも知っている。知っておいて知らないふりをして、人の優位に立ってやっと誰かとコミュニケーションが取れる、劣等感の塊みたいなテレビじゃないか」

　一〇機以上のルカーシュカが、その一つ目を屋根に立つすずへ向けている。

　眼下にはプラネッタと、プラネッタに操られサルと化した多くの人々。

　追い詰められたすずは、携帯電話に尋ねる。

「早く。終末を迎えるなら、私は日本を出て行くよ。いいの？　私がほしいんでしょ？」

『……わかりました。上空に何か見えますか』

　赤みがかった夕焼け空に、ぽつんと何かが浮かんでいる。

　一番星ではなく、かじりかけの月でもない。あれは、人工衛星だ。

『土星型ドローンは子機にすぎません。〝人工衛星ルカーシュカ〟──あれこそが親機。ルカーシュカの正体です。あれを落としてください。ただし、ロシアはあなたの念動力が月にまで届くことを想定済みです。断動力シールドが装備されている』

「……ふうん」

　先ほどの意趣返しのように、Ｑは軽口を叩たたく。

『けれど興味深いですねえ？　どういった心境の変化でしょう。世界よ滅べと望んでいたインデペンデンス・デイが終末を嫌がるなんて。やはり彼の影響で──』

　もう耐えられないとばかりに耳を離したすずは、携帯電話を足元に置いた。

　眼下のプラネッタが、得意げにすずを指差す。

「この国を滅ぼせば、世界は認識を改めるだろうな。やはりもっとも恐ろしいのは、もっとも終末に近い異能兵器は、このプラ様だと。ワールドエンドランキングは早くも塗り替えられる。貴様は第二位に降格な？」

「……興味ないよ、そんなもの」

　すずが手を伸ばした先は、人工衛星でもプラネッタでもなく、屋根の上から見渡せる景色。遠くに見えるスカイツリーだ。

「何もかもが嫌だった。ぼくを縛りつけようとするこの世界も。化け物みたいに変わっちゃった自分も。たしかに……世界なんて滅べばいいって思ってたし」

　天望回廊の先についたアンテナ部分。６３４メートルあるタワーの、１３０メートル以上を担うゲイン塔が根元部分からねじれ、ギリギリギリ──と音を立てる。

　空中で、ブツッとちぎれたアンテナを遠くに見て、プラネッタはつぶやいた。

「……おぉん？　何をしてるんだ、あれは……？」

「……けど、そんなぼくを変わらないって言ってくれた人がいたんだ。泣いてもいいって、言ってくれた人がいたんだ。異能兵器であるぼくを。ぼくが嫌いで嫌いで仕方がなかったぼくを、それでも」

　──好きだって、言ってくれた人がいたんだよ。

　空を見上げたすずの視線を追って、プラネッタが気づく。

「ハッ！　や、待てっ！　お前まさか……!?」

　ふわりと宙に浮いた巨大アンテナを、すずは両手でコントロールする。片腕を挙げて空を見据え、もう片方の手で放り投げる。その仕草に呼応して、アンテナは天へ──遥はるか上空に浮かぶ人工衛星ルカーシュカへと向かっていく。

「やめろおおおおおおおっ……!!」

　投とう擲てきされたヤリのように飛んでいく巨大アンテナは、人工衛星ルカーシュカを貫く。瞬間、破壊された衛星を中心にして大きな波紋が夕空に広がった。

　続いてドン──と臓ぞう腑ふに響き渡る衝撃波。

　すずを取り囲んでいた一〇機以上の子機ルカーシュカが一斉に落下し、洗脳の解けた人々が再び意思を取り戻した。境内がざわつき始める。その上空では、爆発した衛星の欠片かけらが、まるで流星群のように流れている。

「世界が思ってたよりきれいだってこと、教えてもらった」

　すずは茜あかね色いろの空を見上げたまま。柔らかな毛先を風にそよがせる。鉄くずの降りそそぐ美しい夕景にゆっくりとまばたきをして、プラネッタへと視線を落とした。

「だから終末には、まだ早い」

「くっ……このっ……！」

　プラネッタが怯ひるんだ直後、境内に銃声が響き渡り、すずのつけていたうさ耳が弾ける。

「つっ……!?」とすずは身を縮めた。人混みに紛れて身を隠し、狙撃銃で狙いすましていたのはオレーシャだった。すずの〝断思念空中線〟を破壊し、形勢逆転のきっかけを作る。

『今です、プラネッタ様っ……！』

　オレーシャの呼び声に応え、プラネッタは咄とつ嗟さにすずへ手を伸ばす。対多数の〝精神支配〟はできなくとも、元々これは対単体用。すず一人くらい操るのはわけないが──そのとき。足首に触れるものに気づいてプラネッタは視線を落とした。

　うつぶせに倒れ、腕を伸ばしているのは、ずっと後方で絶命していたはずの千樫の死体。

「……小僧……」

　体は血まみれ。頭部には弾痕を残したまま。見る限り傷は治っておらず、蒸気もまったく出ていない。半開きの瞳に光はない。どう見ても死んでいる。呼吸している様子さえないのに──。

　ぞくり、とプラネッタは背筋を凍らせた。

「……這はってきたというのか……？　とうに死んでいるというのに……？」

　タッチできればあきらめる──たしかにそう、約束した。

　プラネッタは腕を降ろした。

「……私の負けだ、インデペンデンス・デイ。貴様の第一位……吞んでやる」
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『本当によかったのですか、プラネッタ様。第一位奪還のチャンスでしたのに』

『本当によかったのだ。タッチされたのだからあきらめる。約束だからな。お前はこのプラ様を、約束も守れないような卑ひ怯きよう者にしたいのか？　おぉん？』

『失礼いたしました。何より義を重んじる誇り高き我らがボス……それがプラネッタ様でございました』

　プラネッタに睨にらまれて、オレーシャは口を噤つぐんだ。

　二人は閉鎖された仲なか見み世せ通りを、雷門へと歩いていた。日はとうに落ちて夜になり、暗い空を無数の回転灯が赤々と照らしている。

　四方から響いて聞こえてくるサイレン。次々と増えていく救急隊や警察官。不調を訴え、担架で運ばれていく人々。ベスパが突っ込み炎上した店舗──。

　騒ぎの元凶と言える二人は、堂々と一本道を歩いて帰る。「君たち、ちょっと……？」と声をかけてきた刑事には「黙れ」と催眠をかけて追い払い、プラネッタは続けた。

『インデペンデンス・デイを使って日本を沈めるのも楽しいかと思ったが、この国の〝粋〟はなかなかに尊い。古くから続く情緒を壊すのはちと野暮だしな。うむ、このプラ様が存在を許してやろう。それに、かの小僧も〝粋〟だった。だから、な？　また会いに来よう。だから。次の来日までに、あの小僧の好きなタイプとか調べておけ』

『承知いたしました。ですがその前に──』

　オレーシャは取り出した手帳にさらさらとメモしたあと、ページをめくる。

『東京観光をムリに割り込ませたせいで、キツキツとなってしまったスケジュールを消化していただかなければなりません。今夜中に日本を立てば、リヤドでの会合には間に合います』

『はあーぁ……暑いんだよなあ、サウジ』

『先ほど連絡いたしましたら、すでに現地入りしている外相が怒いかり狂っているそうです。〝なぜ一緒に出発したのに、やつは日本にいるんだ〟──とか何とか』

『気が重いな。そうだ、ルカーシュカ墜ちたんだから、ツノはもう外していいだろう？』

『いけません。それは頭から直接生えているという設定ですから』

『えっ、そうだったのこれえ？　待てじゃあ私一生ツノつけて生きるのか!?　何だそれ、私の人生、超不自由じゃないか!!』

『いいえプラネッタ様。どうぞ私と二人きりのときはお外しください。どんなナイーブな夜が訪れても、私は常にあなたのそばにおりますから。……間違いなく、自分の意思で』

『……オレーシャ。もしかしてまだ拗すねてる？　ウソだよあれ。ねえ、ウソだからね？』

『ええ、わかっておりますとも──』

　オレーシャはプラネッタを見下ろし、にこりと微笑ほほえむ。

　プラネッタは頰ほおを引きつらせた。──怒ってるじゃないか。

　普段はちっとも笑わないくせに。この秘書兼ボディーガードは怒ったときにだけ、笑うのだ。
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　日の落ちた境内に、ライトアップされた浅草寺本堂が浮かび上がる。

　辺りに参拝者はいない。閉鎖された境内では、警察官や終末局局員、研究所の職員たちが、調査やら事後処理やらを行っていた。

　落下した一〇機以上の子機ルカーシュカの球体は、それぞれが勝手にショートし、内部から煙を立ち上らせていた。情報漏ろう洩えいを防ぐため、親機からの信号が途絶えたと同時に自爆するよう設計されていたのだろう。




　──バタバタバタバタ、バタバタバタバタ。

　千樫は、ヘリコプターのエンジン音を聞いて目を覚ました。

　気がつけば瓦の上で、リュックサックを枕にして横になっていた。体を起こして辺りを見渡す。そこは浅草寺本堂の屋根の上だった。遠くに見えるは東京の街並み。街灯やオフィス、車のヘッドライトなどで輝く夜景だ。

　頭上にかじりかけの月が灯る。

　無数のヘリコプターが、スポットライトのように地上を照らしていた。

「……さぶっ」

　千樫は身を震わせる。毛布代わりにかぶせられていたのは、すずの着ていたジャンパーだった。背後に小さな声を聞く。

「……本当に、生き返った」

　ジャンパーとキャスケットを脱いだすずが、瓦の上に体育座りしていた。

　戸惑う千樫に、状況を説明する。プラネット・オブ・ジ・エイプスは去ったということ。Ｑから〝独立記念日回収作戦〟の概要を聞いたということ。〝お友だち係〟としてすずに近づき、スタンガンで気絶させるという千樫の任務のことも、すずは聞いていた。

「……ぐ……すまん」

　うなだれる千樫に、すずは首を振る。

「けど、そうしなかった。逆に……護まもろうとしてくれた」

「けど、護れなかった。結局あのツノ、市ヶ谷さんが倒したんだろ……？」

　ふふ、とすずは呆あきれたように笑う。

「……バカだよ、辰巳くん。相手は異能兵器だよ？　いくら死なないとは言え、兵器に一人で立ち向かおうとするなんて、無茶だよ」

「タッチするだけならいけると思ったんだけどな……」

　千樫は自分の手の平を見つめる。体内のナノＱは活動を再開したらしい。だるさはあるものの痛みはなく、ほぼ回復しているように感じる。

「そうだ、今何時か……」

「大丈夫、まだ八時にはなっていないよ」

　すずは言いながら、ごつい携帯電話のリダイヤルボタンを押した。

　電話の相手と簡単に言葉を交わしたあと、千樫に電話を差し出す。

「はい。麴町ちゃんから」

「麴町さん……？　俺に？」

　もしもしと声をかけると『ごめんなさいっ!!』と今にも泣きそうな声が返ってきた。

　麴町は、千樫が体を質に取られていることを知らなかった。不死身となった千樫が、自分の意思ですずの回収を買って出たのだと思っていたのだ。

『大切な人と命を天秤にかけられてたなんて……ひどい。先生にはキツく、キツく言っておきましたから……!!』

　それから、ナノＱ除去手術の準備ができていることを告げる。

　救急ヘリ到着後、千樫は研究所へと搬送され、すぐに手術を受けることになるらしい。

『これで〝お友だち係〟としての任務は終了となります。大変お疲れ様でした』

「終了？　……でも、市ヶ谷さんは……？」

　ナノＱ除去の条件は、すずを研究所へ連れ戻すことだったはず。手術を施してくれるということは、つまりその条件をクリアしたということ……？

　すずが立ち上がり、ジャンパーを着てリュックを背負い、キャスケットをかぶる。

「私はもう行くね」と言うその姿に、千樫は思わず「待って」と声を上げた。

「待って、あの……！　渡したいものがあるんだ。これ……」

　千樫は慌ててポケットに手を突っ込む。取り出したのは、赤いリボンの包装紙。

「プレゼントにって思って……ああ、袋に血ぃついてんな……悪い。手、いいか？」

　千樫に促され、すずは手の平を返した。

　包装紙からころん、と転がり出てきたのは、ムンバニーストラップだった。

「これ……」

「ああ……実は、ずっと前に買ったやつなんだけど……」

　それは小学校卒業式の前日。教室で泣いていたすずに、渡せなかったプレゼント。

「……うん。覚えてる」

　すずはつぶやき、くちびるを嚙かんだ。ダメだ、こぼれる──。胸にこみ上げた感情を押し殺そうと、固くまぶたを閉じた。その目尻から涙があふれる。

「え……!?　どうした、市ヶ谷さん……？」

　突然ほろほろと涙をこぼしたすずに、千樫は戸惑う。

　すずは涙を隠すように千樫に背を向けて、乱暴に目元をこすった。

　震える声で、平常を装う。

「……よく知ってたねえ、私がムンバニー好きだって」

「まあ。あの……誕生日、おめでとう」

「うん、ありがとう。超大切にする」

　すずは鼻水をすすり、屋根のへりからライトに照らされた境内を見下ろした。

　それから一度だけ振り返り、はにかむようにして笑う。

「じゃあね。辰巳くん。さよなら──」

　へりからジャンプしたすずはとんぼ返りし──夜空に身を躍らせた。




　──さよなら、ぼくの好きな人。




[image: ]

　研究所を飛び出した理由。月を壊してまで、会いたかった人。

　──ぼくのこと、覚えていてくれた。

　水族館から始まったこの約一週間は、まるで奇跡のような日々だった。

　──あの辰巳くんが、かわいいって言ってくれた。異能兵器だってバレたのに、それでも好きだって言ってくれた。




　夜空へ跳ねたすずは、境内の参道へと着地した。

　すずの登場に、周囲に緊張が走る。振り返る終末局局員や研究所の職員たち。彼女こそ、研究所から逃げ出した異能兵器。しかし不干渉条約があるため、近づくことはできない。

　すずは四方八方からライトに照らされて、あまりの眩まぶしさに顔をしかめた。

　──あのとき、辰巳くんは死んだと思った。間違いなくぼくのせいだった。

　──ぼくのせいで巻き込まれて──けれど生きてた。それだけはＱに感謝かも。

　すずに向かって、何やら叫ぶ刑事がいる。銃口を向けるものもいた。

　すずは両手を挙げて無抵抗を示す。




　──心配して家にまで来てくれた。あの辰巳くんが！　ぼくの部屋に！

　──一緒に巨大アリスを追いかけた。大変だったけど、思い返すとすごく楽しかったな。




　局員たちが駆け寄ってくる。キャスケットを奪われ、忍者のＴシャツが入ったリュックサックを奪われた。それから、両手首に手錠がかけられる。もちろんただの手錠ではない。少しでもおかしな動きをすれば、一瞬で気絶させるほどの電撃が流れるという代物だ。




　──ぼくの誕生日を覚えててくれた。どこか行こうって誘ってくれた。

　──ぼくの誕生日を護ってくれた。最高の誕生日にしてくれた。

　──幸せすぎるよ。もうこれ以上、何もいらないってくらい。




　この想おもいを伝えることはできない。つき合うなどもってのほかだ。

　Ｑは家族との記憶を消すような男である。想い人の存在がバレれば、それをどう利用してくるかわからない。これ以上、大切な人を失いたくない。大事な感情を消されたくない。

　だから想いは胸に秘めた。嬉うれしければ嬉しいほど、顔を隠してうつむいて。

　遠くから見ているだけで満足だった。

　同じ教室で、クラスメイトとしてそこにいるだけで。

　この関係を続けるために、一つだけウソをついた。他に好きな人がいるという、ウソを。

　しかしあのテレビ男には、すずの感情さえお見通しだった。Ｑが千樫を生き返らせた理由は、ラティメリアタウンで巻き込まれたからでも、すずの知人だったからでもない。インデペンデンス・デイの弱点だったからだ。

　すずが研究所へ戻らなければ、千樫の体は人工細胞によって壊される──そう言われてしまえば、すずに抵抗できるはずはない。たしかに千樫の体は質だった。ただし千樫自身に対してではなく、すずに対しての人質だ。

　すずは拘束され、研究所へと連れ戻される。その視界を塞ぐため、アイマスクがつけられる。男の腕が後ろから回され、目を塞がれる直前に、すずは屋根の上を見た。

　千樫がへりから身を乗り出し、怒った顔で叫んでいる。

　声は聞こえない。すずは大丈夫だよ、と笑顔を返す。

　──あの人を護るためなら。ぼくは何だって我慢できる。

　──だって八年も前から、想い続けた人だから。




　　　×　　　×　　　×




　二〇一九年、十二月上旬。

　期末テストを受けていた千樫は、ある問題に手を止めた。




　Ｑ．15　日本の保有するワールドエンドランキング第一位の異能兵器の名称は？




　──日本が、保有？

　答えはもちろん〝インデペンデンス・デイ〟なのだろうが、それがすずを指すと知った今、素直にそう書きたくないと思う。あの人は、日本のものなのか？

　たしかに、世間的にはそうなのだろうが。

　──今は一時的に捕まっているだけだ。俺を……助けるために。

　あの夜。ナノＱ除去手術を受けた千樫は、様々な検査を受けたあと、一般の病院へと移された。退院し、いつも通りの学校生活を取り戻すのにそう時間はかからなかった。

　体はもう、不死身ではない。すずの自由と引き換えに取り戻した、元の体だ。

　カリカリカリ……カリカリカリ……。

　静かなる教室にシャーペンの走る音が満ちる。

　つと窓際へ視線をやれば、しとしとと雨が降っていた。

　窓際にサボテンはない。一番後ろの席に座っているのは、すずではない。

　すずは小学生のころと同じように、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。あまりに突然の転校に、クラスメイトたちは驚いていた。特に夏都は誰よりも憤り、「何で何も言わへんの」と悔しがっていた。まるで小学生のときの自分を見ているようだと、千樫は笑った。

　何で君はそんな冷静なの、と不思議がられた。

　それは当然、あのころと違って、すずがどこへ連れて行かれたのか知っているからだ。まだすずの秘密を知らない夏都には言えないが──。

　市ヶ谷すずは、終末研究所にいる。

　ナノＱを移植されたときと、ナノＱを除去されたとき──千樫は二度、研究所内へ入っているはずだが、その場所は機密事項。教えてもらってはいない。しかし体感した移動距離を考えれば……ヒントはまったくのゼロではない。

　すずとの別れは二度目だ。しかし今回はあのころのように悲しんでいる暇はない。グレている場合でもない。すずの居場所はわかっているのだ。そう考えれば、三年前よりも目的は明白である。

　──必ず見つけだしてやる。

　国家機密だろうが何だろうが、日本のどこかにあるのだから不可能ではないように思う。それに今はあのころと違って、一人ではない。すずの友だち第一号である、アリス・イン・ワンダーランドがついているのだ。これほど頼もしい味方はないだろう。

　千樫はくるり、とペンを回した。

　やはり答えを書く気にはなれなかった。

　──インデペンデンス・デイ……独立記念日だぞ？　あの人は誰のものでもねえよ。

　千樫はすずを解放し日常へ戻す気でいるし、完全な八つ当たりだが、Ｑ．15の「Ｑ」が非常にムカつく。

　結局その問いは、未記入のまま提出した。




　　　×　　　×　　　×




　それは、エビクリームコロッケから始まった恋だった。

　異能兵器による〝月かじり事変〟から遡ること八年前。

　二〇一一年、初夏。市ヶ谷すず、小学二年生のころ。




　同じクラスにいる彼は、ちょっと気になる存在だった。

　無口で無愛想で、ぶっきらぼうな男の子。目つきが鋭くて、いっつもムスッと不機嫌にしている。だからかクラスメイトたちからは、敬遠されがちな少年だった。

　けれどすずはテスト中、彼が隣の席の子に消しゴムを貸してあげたのを見かけた。そのせいで自分は間違った解答を消せず、テスト用紙を懸命に手でこすっている姿も。

　また、前の席のお友だちが、立っておしゃべりしているのに気づくと、さり気なく自分は席を離れて、イスを譲っていた。離れた彼はどこへ行くのかと目で追えば、廊下からぼーっと運動場を眺めている。

　その退屈そうな後ろ姿を見つめて、すずはくすりと笑った。

　──不器用な人。

　きっと素直じゃないのだ。本当は優しいくせに。

　自分だけが彼の本当の姿を知っているようで、何となく嬉うれしく、くすぐったく感じる。

　給食を残してはいけない残飯〇ゼロ月間のときなど、食べられないと泣き出した子のにんじんを、こっそり食べてあげていた。

　礼を言われると、ムッと口を尖とがらせるのだ。

「……ああ、じゃあ代わりに。エビが出たら食べてよ」

　──へえ。エビが嫌いなんだ、あの人。

　ずっとお話ししてみたかったけれど、声のかけ方がわからなかった。

　他の子の前では平気なのに、いざ彼の前に立つと口が回らない。目が合うと過剰に緊張してしまうし、その声を聞くだけで心臓が爆発しそうになる。

「……何これ病気？」

　その原因が、彼にあることは明白だった。けれど意識せずにはいられない。もしかして、これが恋ってやつ？　すずは芽生えた感情を、大切に大切に胸にしまう。

　お話しするチャンスは、唐突に訪れた。

　給食に彼の食べられないエビが出たのだ。かじりかけのエビクリームコロッケを誰にも食べてもらえず、掃除の時間まで一人ぽつんと居残りする彼を見つけたすずは、歓喜した。

「……今？　今だよね神さま……!!」

　──誰も食べてあげないなら、ぼくが食べるしかないじゃない。自然と話しかけることができ、かつ好印象を与えられる最高のシチュエーションだった。

　いつも通り、いつも通りと自分に言い聞かせ、手の平にたくさん「人」と書いて飲み込む。モップをぎゅっと握りしめ、勇気を出して近づいた。

　そして、机の下から顔を出す。

「そんなにまずいのー？　それ」

　ぎょっとして体を仰のけ反ぞらせた彼の反応は「うるさい。ほっとけ」と冷たいものだった。

　けれど傷つかない。彼がもともと、誰に対してもぶっきらぼうだって知っているから。

「コロッケ、食べられないの？」

「うるせって。あっち行けよ」

　すずは立ち上がり、「どれどれー？」とフォークを彼の手ごと摑つかんだ。ドキドキした。

　ああ、ぼくってば何て大胆なことを？　恥ずかしくて爆発しそうだったけれど、がんばってコロッケを自分の口元へと持っていく。

　そして、「あーん」と大きく開いた口でコロッケをぱくり。

「え……？」

　驚いて目を丸くする彼。

　コロッケの味など緊張しすぎてわからない。けれど何か言わなきゃと飲み込んで、

「……うーん。たしかに、まずいぜ」

　もう限界だった。急いで残りのコロッケを食べて、ごちそうさまと礼を言う。彼が何かを言う前に、そそくさと席を離れた。限界、限界、もう限界っ！

　ムリやりすぎたかな？　変じゃなかったかな？　顔赤くなかったかな？

　教室のすみで顔を隠してモップがけの続きをする──と。

　そう言えば今のって間接キス？　今さらのように気づき、心の中で絶叫した。

　──くああああっ!!　やばっ……!!　まろやかっ！

　あの人にとっては、嫌いな食べ物を食べてあげるという行為はそう、特別なことではなかったかもしれない。あの子がいつも他の子にやってあげているような、簡単なこと。

　けれどすずにとってそれは、奇跡のようなできごとだった。

　あの人とお話しできた。ぼくを見てくれた。

　これを機に少しでもぼくのこと、覚えてくれたらいいな。




　しかし話しかけることができたのはその一回きりで、進級し別々のクラスになってしまってからは、見かけることさえ難しくなってしまった。だから校舎や校庭など、ただ遠くに見つけるだけで、今日はいい日だと満足してしまう。

　彼のクラスの学級文集は、何をしてでも手に入れていた。乱暴な字で書き殴られた彼の詩や作文からは優しい人柄がにじみ出ていて、どれをとってもすずを楽しませた。

　話しかけることができないまま高学年になって、何たるへたれかと自分を責めた。これじゃあまるでストーカーだ。何とか話しかけられないものか──そんな悩みが吹き飛ぶほどに、〝念動力サイコキネシス〟の発現はすずを苦しませた。

　卒業式を前に、家族ごと研究施設へと移り住まなくてはならなくなった。能力の発現は秘密。引っ越し先も秘密。小学校へ行くことさえ禁じられた。

　だからすずは人知れずこっそりと、誰もいない教室で学校生活に別れを告げた。

　さよなら、楽しかった日常。あの人にも、もう会えなくなるんだ──。

　そのときだ。すずにとって二度目の奇跡が起きたのは。

　振り返った先に──教室の出入り口に、あの人が立っていた。

「えっ……。何で……どうして？」

　今まで話したくても話せなかった人が、学校を去る最後のときになって目の前に現れた。こんな奇跡があるだろうか。すずは慌てて目元を拭う。

　彼が差し出していたのは、赤いリボンの包装紙。すずは小首をかしげた。

「……それ、何？」

「な、何でもねえし」

　彼はまたぶっきらぼうに言って、包装紙をポケットにしまい去って行った。

　別れを言いに来たのかもしれない。すずはそう思った。自分が去ることをどこかで知った彼が、餞せん別べつとして何かをくれようとした？　けど、くれなかった。その理由はわからないけれど。

　──やだなあ。未練が生まれちゃうよ……。

　一人残された教室で、すずは孤独に泣き続けた。




　それから約三年の月日が流れた。

　家族との縁を切られ、記憶を消されたため、生まれ育った町に家族の思い出はない。

　すずにはもう、この世界に大切な人がいなくなってしまった。こんな恐ろしい力を持つ自分は人間なのか。兵器なのか。もうわからないし、どっちでもいい。

　あんなに楽しかった学校生活さえ、遠く霞かすんで思える。あれは本当に自分の記憶なのか。本当にあったできごとなのか。あの町は、あの学校は。もしかして自分の作り出した偽りだったのでは──？　いや、一つたしかに言えることがあった。

　家族との思い出はないけれど、あの帰り道に、あの教室に。ぶっきらぼうな彼がいる。

　目つきが鋭くて、いっつもムスッと不機嫌にしていて、本当は優しいくせに不器用な男の子──。彼の顔は、彼の声は。ノスタルジーと、胸を締めつける恋心をともなって思い返される。

　──ちゃんといるじゃないか、こんなぼくにも。大切な人が。

　同じ歳としなのだから、もうすぐ高校一年生になるはずだ。

　どんなふうに成長したんだろう。どんな日常を送っているんだろう。

　考えれば考えるほどに恋い焦がれ、学校への憧れが募った。

　麴町は言う。すずちゃんは異能兵器なんです。すずちゃんがここにいるだけで日本は潤う。いまやこの国は、すずちゃんなしでは存在できないんだよ!?

　Ｑは言う。あなたは異能兵器なのです。自覚なさい。いまや世界中があなたを狙っている。町へ出れば、あなたを狙う凶弾に大勢が巻き込まれるかもしれませんねえ？

　──わかってる。ぼくは異能兵器だ。

　それでもすずは、彼に会いたいと願った。学校に通いたい。友だちを作りたい。世界に終末をもたらす存在だけど、それでも。

　異能兵器はラブコメがしたい。




　月を壊し研究所を飛び出したすずは、麴町にだけは彼の存在を打ち明け、彼を見つけた。裏工作をしてもらい、彼と同じクラスに転入する。

　窓際の一番後ろから、廊下がわに座る彼を見た。もちろんバレないようにこっそりと。小学生だったあのころと同じように。

　背が高くなっていた。声変わりしていた。かっこよくなっていた。

　大人になっていたけれど、ちゃんとあのころの面影がある。無口で無愛想で、ぶっきらぼうな男の子。目つきが鋭くて、いっつもムスッと不機嫌にしている。

　辰巳千樫が顔を上げ、すずは慌てて目を伏せた。








あとがき






　ラブコメがしたい──それは筆者の願いでもございました。

　前作、『かりゆしブルー・ブルー』を書き終わり、さあ次はどんなジャンルでいきましょうかという打ち合わせ。「アクション？」「ファンタジー？」「青春ドラマ？」と問う担当木き田だ氏に「ラブコメがしたいいいいい」の一点張りで、じゃあ書いてごらんなさいと相成ったわけでございます。

　しかし一話の半分まで書き進めたところで、はたと気づくものがありました。

　……あれ？　これぜんぜん笑えないぞ……？

　当時のシナリオを思い返せば。冒頭、月の欠けた影響で大規模な津波が発生し、日本のほとんどが海に沈没。人口は著しく減少し、生きるのに必死な人々は、裏切りと繰り返されるいさかいの中で疲れ果て、やがて誰も信用できなくなり……て、いやいや学校行っている場合じゃないよねえこれ。

　主人公など、プロローグで幼おさな馴な染じみを津波にさらわれる始末。月を壊したヒロインは罪悪感にさいなまれすぎて、ほとんどしゃべらないという有様でございました。

　ああ重い。重すぎる。登場人物の誰一人笑っていない物語が、どうしてラブコメと呼べようか。書きたかったのはこんな、無味乾燥の殺伐としたお話ではなかったはずだ。

　ラブコメでしょう？　キャッキャッうふふな青春劇でしょう？　生きるか死ぬかなどどうでもよい。あの子俺のこと好きかも、みたいなそんな小さな悩みで葛藤したいのだ。

　──と、いうことで。あくまでラブコメな日常を描きたく、誰一人死なないお話にしようと書き換えたのでした。そう、千ち樫かし以外はね。




　描写の少ない中、素敵なキャラデザをおこしてくれた切きつ符ぷ先生に熱い謝辞を。痛みを隠して微笑ほほえむすず！　小生意気なプラ様！　一番のお気に入りはアリス！　さすが切符先生やでえ！　表紙のラフ画でさえご飯三杯はいけます。

　担当木田氏、そして校正さんにも謝辞を。二〇一九年何月何日を舞台にしたお話で夜空に月の浮かぶ描写をしたら、「この日は新月ですので見えにくいかもしれません……」と心配してくれる校正さん、素敵すぎない……？　今回もたくさんお世話になりました。

　最後に、この本を手に取ってくれた読者のみなさまにも感謝を。書き直してさえ、これラブコメだろうか……？　と思うところではありますが、月のかじられた世界を、少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。
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